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は じめに

第 37回 全 国協 同学 習研 究 大会 会長

練 馬 区立練馬 第 二小 学校 長  荒 本  正志

東京での全国協同学習研究大会開催は、前回、杉並区立阿佐ヶ谷中学校で行われて

から3年ぶ りです。また、小学校での開催は初めてとなります。

40年ほど前、私が中学生のころ、小集団による学び合いの指導を受けました。そ

のころは、中学校の教師が研究の中心になつていたようです。時を経て、現在小学校

でも学び合いに焦点を当てた研究が盛んになつてきました。今回小学校からも提案が

多く、盛大な研究大会になりましたことを皆様にお礼申し上げます。

私は、協同学習の理念でもある「教育の基盤は、信頼に支えられた人間関係」と「学

習指導の基本は、学習者の意欲」を学校経営の柱にしています。この 2つ |ま、どこ1の

研究会でも話をするとみな納得 してくれます。ところが実践 となると難 しいようです。

実践できないとい うことは、本当にわかつて |まいないことだと思います。 |わかつてい

るような気がしているだけなのです。

私も、例えば 「理解する」という言葉の意味を理解 しているつもりでしたが、何年

か前 「理解するとは、自分の言葉で説明できる状態」と自分なりに定義 しました。す

ると子 どもの様子が今まで以上に見えてくる感 じがしました。それまでは、「理解す

るJと い う言葉を「わかつたような気がしていた」状態だつたと思います。

今回、若い教師の提案が多くあります。十分自分の思いを提案できないかもしれま

せん。それでも良いと思います。本 国協議会の中で、いろいろな角度からの意見をい

ただき、課題を見つけて自分のクラスに戻ることができたら大成功だと思つています。

自己満足する限界はいつでも自分で線を引くことができます。「全国大会で'発表 したJ

「自分 としてはうまく発表できた」とい う自己満足ではなく、自分のこれからの指導

の課題が多く見つかる発表であつてほしいと願つています。

私たち教育指導の実践者は、課題を克服する実践の積み重ねで、子 どもが見え、自

分が見えてくるのだと思います。子 どもと教師が互いに学び合 う環境をつくつていく

ことが、、人と人を支え合 う環境につながつていきます。不幸な事件が続 く中、今それ

が強く求められていると感 じています。

この研究大会を開催するにあたつて、東京都教育委員会、練馬区教育委員会、練馬

区小学校長会、練馬区中学校長会に後援いただくことができました。ここに厚く感謝

申し上げます。また、本学習研究会の会長杉江 修治先生、本部事務局の石田 裕久

先生に多大なご協力とご助言をいただきましたことをお礼申し上げます。



第 37園全国協同学習研究大会をむかえて

全国協同学習研究会会長 杉江 修治

全国協同学習研究会は、1978年 に設立された全国バズ学習研究懇談会が組織としての出

発点であり、1980年には全国バズ学習研究会となり、2003年には協同を原理 した学習指導

理論の幅広い交流が実現 してきた中で全国協同学習研究会と改称 し、現在に至っています。

全国大会は、1969年に徳島市立福島小学校を会場 として第 1回が開かれました。当初は実

践校同士の結びつきの中で開催 され、全国組織は持たないままで進められていたのです。

バズ学習の創始者、塩田芳久先生が『バズ学習方式―落伍者をつくらぬ教育』を 1962年に

世に出してから今 日まで、信頼に支えられた人間関係が教育の基盤だとい う学習指導の原

理を実践に生かす粘 り強い試みが続けられてきました.

今、学習集団の成員が信頼関係の中で、学び合い、高め合い、励まし合 う協同が、学習

指導の中でいかに有意義なものであるかということが、改めて正しく評価 されてきてい11

す。1980年代頃|か ら、個を生かす、個を育てるという本来当た り前の教育のねらいが、個

別化 し、個人差を強調するというような偏つた、狭い意味で提えられ、日本の実践と実践

研究は低迷を続け、子どもたちの学力面、適応面にさまざまな問題をもたらしてしまいま

した。いまだに、教育のあり方を論じるのに、不易と流行を並列 して掲げるような愚論が

まかり通つています。流行はしつかりした不易があつてこそ応 じることのできる問題であ

るとい うように、両者の関係が適切に理解されていなくてはいけません。

協同学習は、すでにこの 20年ほど前から、欧米でも注 目される学習指導論になってきて

います。国際協同教育学会の大会が 2004年にはシンガポールで開かれ、協同学習が西回り

でアジアに上陸するまでになりました。信頼に支えられた人間関係の下で、人は最も適切

に意欲づけられることによつて優れた習得を示し、豊かな同時学習ができるということは、

洋の東西を越えて見られる不易の学習の原理なのです。

日本で地道に重ねられてきた、この協同学習の豊かな実践と研究の積み重ねを分かち合

いtさ らに高め13機会 として、この研究大会が開催されました。これはまた、子どもの学

びより教師の指導に重点が置かれがちな、日ごろの実践の図式の転換を訴える機会にもな

ると思います。今回は 20件に及ぶ実践発表を通して、実践者、研究者の交流が行われます。

成果への期待には大きなものがあります。

実践の現場は教育改革の動向の中で多忙さを増 し、落ち着いた研究的実践が難しくなる

一方でもあるようです。そういった中で、この大会に参加 してくださった多くの方々、そ

して大会を引き受けてくださつた練馬第二小学校、さらに準備に携わってくださつたスタ

ップの方々に深く感謝を申し上げます。この大会が必ず子どもたちの学びと育ちへのより

適切な支援を生んでいく機会になることと強く確信いたします.
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全国協同学習研究大会に寄せて

東京都協同学習研究会会長

杉並区立阿佐ヶ谷中学校長  長谷川 貢一

第 37回全国協同学習研究大会が東京都練馬区立練馬第二小学校を会場に開催できます

ことを大変嬉 しく思います。また、本 国まで全国協同学習研究会の皆様が着実に実践的研

究を積み上げここに研究大会が盛大に開催できますことに厚く御ネL申 し上げます。

さて、学校においては相変わらず 「いやがらせ」「いじめ」・・・・ 。そして、「i殺人事件」

など児童・生徒に関する事件が連 日報道されています。特に広島・栃本の小学校一年生の

ショッキングな事件は教育関係者にとって 「あつてはならないき、と」であり、特に子を持

つ親 としては幸く、胸を締め付けられる苦しみでありこれ以上の惨劇はありません。

現在、教育改革が進む中にあつて変わつていけないことは「教える人」であります。どん′

なに素晴 らしい教育改革がなされようとも、教員は教育現場の指導者 として指導技術 |ま 当

然のこと、温かさを持った教師、自分の弱点をさらけ出せる教自可i、 間違ったときに子 ども

に素直に謝れる教師、困難・苦難から逃げない教師が求められていると言われています。

また、杉並区の「夢のプロジェク ト」のアンケー ト項目の中の子どもが求める教師像は「話

を聞いてくれる」「授業を楽 しく (工夫)してくれる」「厳 しく指導 してくれる」先生が上

位を占めたそ うです。さらには児童・生徒の変化に対応出来なljればならない ヒ/、 子ども

や保護者、地域α)ニーズに応えていく責務もあるのです。

私は日頃から学校は信頼関係が第一と考えています。そのためには何が必要なσつか、何を

具体的にしていけば良いのかを考えてみました。それが 「あいあい (う )の摂理」なので

す。「励ましあい、支えあい、認めあい、助けあい、協力 しあい、教えあい、学びあい、和

みあい、競いあい、悩みあい、苦 しみあい、理解 しあい、育ちあうJこ とです。この 「あ

いあい (う )の摂理」が学校や家庭で実施できたなら「いやがらせ」「いじめ」・・・・・

は激減するでしょう。同時に 「豊かな心」力ゞ芽生えてくるはずです。今回の大会主題 とま

さに一致するもC)で あります。

人と人との心の交流、コミュニケーションが人を変え人をつくっていきます。これこそが

1島同学習の真髄である 「信頼にささえられた人間関係の教育実践」に他なりません。

今回の大会主題 「学び合 う子どもと教師Jについて多くの実践研究発表をしていただき、

今後の教育課題に向 |す て積極的な意見交換ができる研究大会になればと願つています。

最後になりましたが、東京都教育委員会、練馬区教育委員会並びに教育関係諸機関の皆様i

のご支援をいただきましたことを心から感謝申し上げます。併せて、会員のご協力と役員

をはじめ事務局⊂)皆様や練馬区立練馬第二小学校の関係者の皆様のご支援に厚 くお礼申し

上げます。



第 1分科会 13150～ 15:25

会場     4年 1組  3階

助言者    久留米大学文学部教授    安永  悟

発表者 0  13:50～ 14:35
「単元見通 し学習の指導と評価」

l      γ算数科における学習意欲の向上～

練馬区立田柄第二小学校

教論   熊倉  勝

教諭   磯崎 信浩

発表者 0  14:40～ 15:25
「分かる喜び、考える大切さを感 じ、

ともに学ぶ子の育成」

～学び合 う授業の実践めざして～

大山市立楽田小学校

教論   勝村偉公朗

世話人    東村山市立秋津東小学校教諭 比留川美由紀

・         6



第 1

学習の指導と評価
お け る 学 習 意 欲 の 向 上

東京 練馬区立田柄第二小学校 熊・
|「  勝

磯崎 信浩

I.研究のね らい

新学習指導要領の基本的なねらいとして、「生きる力Jの育成、特に「生きる力」の知の憫1面であ

る「確かな学力J●育成があげられている。算数の学習において確かな学力を身につけるためには、

児童が主体的に問題を解決することが大切であると考える。

新学習指導要領による指導が実施されて 3年が経過した現在、算数指導を振り返ると、轟礎1均・基

本的な内容の確実な定着をねらいとしたくり返し学習に重点が置かれている傾向がある。また、問題

解決を重視し、課題の工夫を行つても、 1時 FHlご と単発的に教師が与えていたのでは、学習意1次が持

続せず、自ら学ぶ意欲の育成には不十分ではないかという問題点もある。

そこで、児童の自宅)学び、自ら考える力の育成に焦点をあて算数指導の工夫を行うことをれらいと1

した。特に、この自ら学び、自ら考える力を育成するためには単元の見通し学習が大1刀 であると考え、

指導と評価の両面からの工夫に焦点をあてて、研究を進めることにした。

具体的には、

1.単元を通して学習意欲を喚起・持続させるための単元オリエンテーションを活用した指導を工

夫していく。

2.学習内容の理解と学習意欲の両面からの評価の工夫を行い、評価を生かした指導をしてr1/hく 。

を通して、子どもたtう に

『 自ら学ぶ内容を見つける、学ぶ方法がわかる、この学習はどのように進展していくのだろうかとい

う見通しをもつて学習を進めていく、意欲をもつて課題解決をする、新しい課題への意欲を持続する。』

という算数学習に取り組む態度を培つていきたい.

I.研 究の内容

1.単元の見通し学習で育成したい児童のカ

本研究会では、単元の見通し学習を行 うことで、確かな学力の中の「学ぶ意欲 J、
「・課題発見能力J、

「学び方Jを中心とlノ た下記の 3つの力を育成することができると考える。

児童が学習する内容の見通 しをもつて学習を進めるよさを、

θ 難 欧 育 名耐 れル麟僣必要感、言暦ガ壁まれも事饗意欲 庁高めるごと″frオ 15。

三尊瓦墓暑窯舞鷲嘗獄阜喜職轟びっくのかがわかつているlT安
心感・必:要感

・今まで学習したことを振り返りながら学習する

θ燿席言ら静準 ん,ど磨容″体薬慮昏溜「るごと″ゞτき5.

→自信

・本時の学習が単元の学習のどの位置にあるのかを意識 して学習する
→学んだ内容の体系化→学び方を身につけ選んで攀書す.曇 饉JEO育‖

この 2点 ととらえた。

2。 指導の工夫

(1)単元オリエンテーションの内容 澤方法

単元の見通 し学習は、児童が単元の学習内容の見通 しをもつて学習を進めることができるように

することをねらいとする。そのため命手だてとして、本研究会で |ま単元の学習の第 1時に単元オリ

エンテーションを実施する。具体的には次の 3つを活用 してこれからどんな内容を学習す和つか、

どんな考え方を活用 して学習するのか話 し合い、児童が単元での学習内容を認識できるよう:こlする。
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嫌
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1撃 1元の見通し学習で主に育成する力

:2

学ぶ意欲

課題発見能力

早 1露

"見
週 暉 冨

~ぜ
土 lL肩 餞 η ● 刀   ~

:児童に自発的に能動的に学習する習慣をつ |す る。

1自 分で新 しい内容に疑FRlを 見いだし、課題の発見ができるようにする。

③慶亜壼酔 自ら学ぶ姿勢 (問いから学ぶ内容を見つけ、学ぶ方法がわかり、学ぶ:楽 しさを知り)

・学ぶ習慣を身につける。



①絵 図  暉 表 :、  問 題 を活用する.

教師が作成した全体絵図・表や問題などを提示して、この単元で学習する内容について話し含
い、児童が自分の課題をもつことができるようにする。

②菱費奉斗擢蒙 曜レ活用する。

教科書の内容を概観 し、どんな新しいことを学ぶのか、どんな活動をするのか、また、どんな
ことを調べればよいのか話し合い、児童が自分の課題をもつことができるように.す る。話 L/合 つ
た内容はカー ドにまとめ掲示しておく。

③前 年 度 瑳Lで の 学 習 記 録 を活用する。

先輩の学習経験を記録した掲示物 (児童の自力解決した例や学習感想など)を活用して、どん

な内容を学習するのか、どんな考え方を活用して学習するのか話し合い、児童が自分の課題をも
つことができるようにする。

(2)単元導入素材の工夫

《全 体 絵 図 自 表 ‐ 活 用 》

0全体絵図・表とは

単元の学習内容を絵図や表に表し、 1枚の絵図に組み入れ、単元全体の学習内容を表したもの。
②全体絵図・表のよさ

1枚の絵図に単元全体の学習内容が組み入れてあるため、単元の学習内容の見通しをもちやすい。
③全体絵図・表の活用法とそのよさ

第 1時に単元全体の学習内容を組み入れた全体絵図を提示し、この単元で学習する内容について

話し合 う。→単元の学習内容の見通し

<低学年 >
・各時間、全体の絵図から学習に入 り、全体の絵図に戻つて学習のまとめをする。 (絵図の

部分をもとに 1単、位時FH3の 指導をする。)→学習に対する安Jb感、自信、学習意欲の向上
<高学年>
・ 全体絵図の中に学習項 目や考え方を書き入れていき、学習のまとめで確認 していく。

(学級全体の学習記録、個人の学習のガイ ドプックとして活用する。)

→学んだ内容の体系化、1学習意欲の向上、数学的な考え方の育成

8

単元の学習内容の見通 しのもたせ方

○全体絵図・表を見て、気づいたことを話 し合 う。 ○絵図を見て、問題作 りをする。
0絵図の中の量を探す。 (単元を貫く考え方に触れる。)

0学習の流れを知 り、自己の課題をもつ。

単元導入素材の工夫



《問 題 ‐ 活 肝覇 》

①どのような問題を活用するのか

1つの問題場面に単元の学習内容が含まれている問題を提示する。複数の新しい知識や考 1た方を

獲得しながら学習を進めていく単元において活用すると効果的である。

②問題活用のよさ

1つの問題場面で学習を進めていくことで、単元オリエンテーションで喚起した意欲を持続すζb

ことができる。また、単元包括問題を解決するために必要な課題を見つけることでこ課題発見能力

を身につけることができる。さらに、児童から出された課題をもとに学習計画を立てることで、よ

り主体的に学習に取り組むことができる。

③問題を活用しての単元オリエンテーション

単元包括問題を解決するために必要な課題について話し合い、出された課題をもとに学習計画4r

立てて、学習を進めていく。問題は、単元の学習終了後に解決できるものと考える。

①単元包括問題例

〆………………………… <5年 「百分率 とグラフJ> ―““‐“―‐―‐彙‐―‐‐―‐‐―……“‐‐――‐喘e攀 ‐‐――‐‐‐‐‐学‐●‐“強喘鬱ヽ
、

| 三小童のファミコンDPS(定 価 15,000円 )と 、人気ソフ ト「算数の達人ゴー :ゴー !ゴ

|― !J(定価 5, 000円 )を買いたい。でも定価で買 うと20, 000円 の買い物になつてiし ま

|う 。一生けん命ためたお小づかいは、 20, 000円 には足 りない。 ところが、今なら「新春お年

1玉セールJでいるんなお店が割 り引きセ∵ルをやつている。今がチャンスだ !!買 い物上手 C〉君な

|ら 、どの店で一番安く買い物をする。

: 買い物をした後、次の買い物で 360円 分値引きになるポイン トサービスがついた。この 3.60

1円 は、はじめに持つていたお小づかいの 20/0の金額にあたる。はじめに持つていたお小づかいの金

曜 譲 ■ li■ 1ヽ 椰暉i晏 ま IPi   
円 は 貯 金 で き る 。 )          

…… … … … … … … … … … …
″ メ

※この問題場面の中に |よ 、本単元で学習する「百分率 J、 「歩合 J、 「比較量の求め方』、「基準置の求

め方Jが含まれている。そのため、児童がこの問題を解決するためには、この 4三Dの内容C)学習が

必要となる。これが児童の問いとして出され、学習課題となると考える。

く問題を活用 した単元オ リエンテーションの流れ >

①問題を提示する。

↓

②問題を見て、解決の予想を立てる。

↓

③問題解決するために、必要な学習課題について話し合う。

↓

④学習課題をまとめ、大まかな学習計画をたてる。 (解決の順番や解決方法について考える。)

く掲示の工夫>
◎キ∵ワー ドは短冊にし、縦軸に並べる。

0解決方法については、吹き出しにして掲示する。

◎教室に掲示 し、課題が解決するごとにキーワー ドに戻 り、学習を進めていく。 (活用 Lノ た考え

方や学習のポイン トを吹き出しにして掲示 していき、学習の全体像が見えるように工夫する。)

3.評価の工夫

(1)事前調査 (Lノ ディネス、プレテス ト)を工夫し、学習指導に生かす。

事前調査の結果に平常の学習の様子を加味して児童の実態を把握する。これをもとに指導計画

を作成し、「今日の 1問 J:/を含めて児童の学習状況をみとり、指導計画を修正していく。

おもちゃザウルス

■DPSが 3割引

■ソフ トは割引な し

一――Eッ グ 1′
jπ

'7~~~
■DPSと 、ソフ トをあわ

せて買うと2つの合計金

額から4,000円 引き

■DPSと 、ソフ トをあわ

せて買 うと2つの合計金

額の 25%OFF



0数学的な考え方を見とるレディネステス トの工夫を行 う。    |       :
①記述の仕方の工夫 ②問題内容の工夫

(2)学習意欲を中心とし亀評価の工夫をする。

評価計画を立て、見通しを持って評価を行つていく。評価の方法として次の 3つを取り二λ:れ る。

学習意欲と学習内容の理解と考え方の変容の両面からの評価の充実を目指す。

①今 日 ‐ ‐――問
→学習内容の理解と考え方の変容を評価する。

② 自 己 目 4m‐ 次 時 の 自 己 目 標
→児童の自己評価する力の育成と学習意欲の向上を目指す。

③満 n度 曲 線 ‐ 学 習 感 想
→満足度曲線の変化を見ることで、意欲を評価する。学習感想から考え方や意欲も評価する。

<自 己目標・次時こD自 己目標について>
自己目標→学習感想→次時の自己目標 とい う一連の学習の流れを積み重ねることで、学習意欲

を持続させるとともに、児童の自己評価する力を育て、学び方を身につ :す ることにつながると考

える。授業の始めに、その時間の自己目標を立てt授業の終わりに、次の授業の日標がもてるよ

うに次時の自己日標を立てるようにする。                          、″

<満足度曲線について>
「満足度曲線Jは、授業の最初 と途中、最後の満足度を0か ら100で あらわし、曲線でつな

いでいく。記録は、授業の最後に 1時 FH3の 授業を振 り返つて行 う。満足度曲線を書くことで、児

童は学習の振 り返 りをすることになると考える。また、満足度曲線の推移を見ることで、教師の

指導の評価にもつながる。特に、満足度曲線が下がつたときの原因を追究することで、7」t時の指   4
導に生か していく。

<学習感想について>
学習感想から考え方や意欲を評価する。本時の自己目標について振 り返ることを中心に記述す

るようにする。このことで、感想を書く視点が明確になると考えた。

月 日 授業の始めに書 く。
自 _ E  臓   壕 IE

漑   星   粛   由   線 聯 習 感 |:||||||||||||||||

「
―

「

―

∞
　
　
５０
　
　
Ａ

記述する内容

・自己目標についての振り返リ

“満足度曲線が変化した理由 を申ごいに

(授業の終わりに書く。)U  
鳳1/＼ 中

盗
耶

凛 時 φ 自 鶴 鶴 標 L
ヽ
、 二 ヽ _…

授業の終わりIミニ書く。満足度を0から|¶ 00であらわし、曲線
でつなぐ。 (摺1業の終わりに書く。)

Ⅲ.研究の成果 と課題
・授業記録や単元学習終了時の児童の感想から、単元導入素材の活用は、児童が自ら課題を見つけ出

し、より主体的に学習に取 り組むという点において、有効であつた。
・満足度曲線は、児童の学習状況の概況を心理的な面から把握する点で有効な手だてであつた。
・学習内容の違いによつて、どのタイプの単元導入索材の活用が有効なのかを、視点や効果測定の方   ・

法を定めた上で、検証・分類していく必要があるこ

<振 り返 リカー ド例 >
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第 1分科会

分かる喜 〕考える大切さを感 じ勝ともに学ぶ城山っ子の育成
:  ―「 学 び合 う授業 Jの実践 を通 して 一

愛知 県犬 山市 立楽 田小学 校  勝 村 偉 /AL朗

はじめに

本校では,「 分かる喜び,考える大切さを感 じ,と もに学ぶ城山っ子の育成」をテーマに,「 自lb学

ぶ力Jを育むための「学びの学校づくり」に取 り組んできた。子どもが主体となった授業を可能にする

少人数学級等の学習環境の整備を積極的に進めるとともに,教師の主体的でElj意 ある「授業づくり」の

実践を積み重ねることで,指導方法の工夫による授業改善を図ってきた。

「学び合う授業Jを実現するにあたっては, 1～ 6年までの全学年で算数科の少人数授業を実施 lノ ,

具体的な指導方法の工夫・開発に取 り組むとともに,その実践で積み重ねてきたノウハウを他教科でも

応用 しながら,毎 日の授業を通 して授業改善の方策を模索 してきた。そして,子どもたちが認め合い
P

高め合う中で,子 どもたち相互のかかわりを重視 した「学び合う授業」の実践に努めている。

1 授業改善の視点と具体的な手立て

「学び合う授業」の実践に向けて,以下のような視点で授業改善を試み,具体的な手立てを設定 lノ て

授業を設計するようにした。

(1)「学び合う授業」のための視点

① 聴 く態度・
・話す態度を核とした伝え合う力の育成

② 主体的な学びの基盤となる学び方の基本の習得

③ 算数科・少人数授業の実践からすべての教科への発展・応用

④ 子どもの学びを支える評価の工夫

(2)「学び合う授業」のための手立て

① 単元計画を見通 した学習計画の作成

。 各単元の学習内容に応 じた,効果的な学習形態や学習方法の工夫

・ 具体的な学習課題の提示と学習の見通 しの明確化               
′

② 学び合う子どもの育成

・ 指導計画における学び合いにかかわる目標や場面の位置づけ

・ グループ活動 (役割分担)の重視と工夫

・ 学び合いの活動場面における教師の支援の具体化

③ 次への活動の意欲付けにつながる評価活動

・ 「あゆみカー ド」の活用と改善

・ 単元全体を見通 した学習活動の弾力化 (理解度・習熟度の把握と支援)

。 自らの学習活動を振 り返る場面・活動の設定

。 ポー トフォリオによる自らの学習の足跡や成長の累積

②

び

11



2 実践内容       ∵

(1)見通 しが持てる学習計画の作成

子どもたちが主体的・意欲的に学

習に取 り組むためには,,本時の学習

課題や 1時間の学習の見通 し,あ る

いは単元全体の学習活動の流れを明

確に示す必要がある。そこで,単元

の導入で学習計画を子どもたちにも

提示するようにした。

(資料 1:6年生での実践より)

1時間の授業の導入,に おいては,

明確に課題を提示 し,1時間の流れ

を簡単に説明しながら板書する。そ

の際,課題は具体的に何をすればよ

いのかが分かるように提示するご黒

板を見れば,本時の学習内容と到達

すべき目標が明確に分かるので,「協力して解いていこう」「この段階まではがんばってみよう」など

といった個人の学習目標を設定することができる。 (資料 2:3年 生の実践より)

【資料2 導入時の板書の例 (第 3学年)】

(2)「学び合い」を生tFグループ活勁

少人数授業を効果をよリー層高め,意欲的・主体的な学習を進めるためにグループ活動を重視した。

4人～ 5人のグループ (低学年についてはペアもしくは8人)を編成し,どの子も学習に参加でき,み
んなで考えながら課題や問題を進めていくことができるグループ学習を授業の中に位置づけた。

その中で,座席に番号を付け,問題や課題ごとに子どもの役割を変えていく学習方法を工夫した。リ

ーダーや発表者を固定してしまうと,その子だけが中心になって学習が進んでしまうことが多い。そこ

で,グループ内の全員がかかわり合いながら,1つの課題や問題を解いていぐことをねらいと1し て 1枚

のホワイトボー ドをグループ内で回していく方法を行った。

① かかわりを深めるための支援 (役割分担)

グループ学習の中で,子 どもたち相互がかかわりあって学習を進めていくために,座席 |ご1よ る役割

分担を取り入れた。分かる子が分からない子に教えるという形のグループ学習では,教えること教え

られる子が固定されやすい。そこで,全員が活動できるグループ学習を行うために,問題や課題を解

く際の役割分担を設定して, どの子もすべての役割を果たしながら鱗力して進めていくことができる

ようにした。駆席に従って①～⑤の番号を決め,その番号に決められた活動を設定する。

①の子は,問題を読んで,求める答えや分かっている条件などを確認する。

12

時 小単元 学 習 の ね ら い 補助教材 学習形態

分数でわる計算

0 ことばの式より式を立てることができる。

(分 数)÷ (整 数)の 解を求めることができる。

副教ホロ.31 T・ T

一斉

0 囲を見ながら、(分 数)÷ (分 数)の 計算

ができる。(わる数の分子が1の もの)

Illl教 本p,32,33

計ド170～⑤
少人数

4グル‐ご
1ノ

0 日を見ながら、(分 数)÷ (分 数)の 計算

ができる。(わる数の分子が2以 上のもの)

IIド 170～ ⑩ 少人数

4グル…1ノ

0 計算式を見て、どのようにその式を組み

,立 てたのかがわかる。

計ド18 少人数

4グル…プ

練習 1～ 4時間日の機習 計ド19020 少人数

個人

分数のわり算

を使つて

0 時間を分数で表すことができ、問題を解く

ことができる。

計ド21 少人数

4グループ

間週づくり 0 問題をつくつて、自分で解いたり、友だち

と解き合つたりすることができる。

計ド22 少人数

4グ ル…プ

練習 1～ 7時 間目の復習 計ド17～ 22

副教本p134

少人数

個人

どんな計算に

なるのかな

0 分数のかけ算やわり算を使つて、体のし

くみの問題を解くことができる。

計ド23 ,,Af;l
*tl lv--if

算数のまど 概 習 計ド24～ 25

副教本pt 35

少人数

個人

練
I習 +演習 まとめ十復習 計ド17～ 25

EI教本p,36

少人数

コニス選択

ス一ア

【資料 1 単習計画の制 (第 6学年)】

たし算とひき算わ筆算  ゴールをめざして

たし算とひき算のミツクス問題をといて、計算名人になろう

1 ミックス問題をとく 2 いろいろな問題にちょうせんする

一一
■
■



②の子は,グラフや表 。図を書いたり,式を立てたりする。

③の子は,答えを求める。

①の子は,考え方を説明する。  1
⑤の子は,全体に向けて発表する。

グループで確かめ合いながら学習を進めていき,次の問題や課題では担当する番号が変わるので,

5間の問題を解けばどの子もすべての役割を果たすことになる。一人で問題を解く際にも,こ の活動

のステップが手順として生きてくるので, 自信を持って取り組むことができるように|な る。みんなが

学習に参加し,集中して思考することができる方法である。

② グループ間交流

グループ内での学習活動だけでなく,グループ間でのかかわりについても工夫した。各グループが

取り組んだ結果を発表する際には,その内容をホワイトボードにまとめて代表が発表するが,グルー

プによって取り組む時間や結果に違いが生じてくる。そこで,常 に全体の前で発表するのではなく,'

活動が終わったグループから順番に相互に交流する場を設定した。そして,う まく問題が解けないグ

ループについては,早 く終わったグループのメンバーが入って活動を進めたり,つ まいずいている過

程で考え方を説明したりするようにした。多様な考え方に気付いたり,ど こでつまずくかを確認した

りする効果があり,発表後再度グループ内での活動を見直すことができた。

また,各 グループで異なった問題に取り組んだり,異なったテーマでの話し合「ヽヽをして結果を相互

に交流し合うような場面も取り入れた。これによってグループとしての意識が高まり,個人の役割だ

けでなく,グループとしての役割を果たそうという意識が高まったように思う。

(3)「あゆみカードゴの工夫と改善

算数科では,「 自己評価カー ド」として「あゆみカー ドJを作成 している。これは, 自分C)学習を振

り返 り,毎時間の学習への取り組みを自己評価するものである。毎時間回収 し,朱書きを加えて子ども

たちの学習の取 り組みを把握 している。また,子 どもたちにとっては単元全体の学習計画を把握 したり,

自分自身の変容が分かるようなものに改善を加えてきた。今後も子どもたちの意欲化を図るこ1と ができ

るように改善 していぐ予定である。

01=嚇 むe算o筆算

。 たし葬尋 善鼻お計算嘔メレ:覇肇1う
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【資料3 あゆみカー ド (第 3学年 )】
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(4)「学び合い」カリキュラムの作成

「学び合う授業」を実践する中での学年別の目標を系統的に示 した 1つ の指針として,本校独自の「学  ‐

び合い」のカリキュラム作成を試みた。まだ今後も検討を加えながら改善 していかねばならない不十

分な形ではあるが,実践を行う際の具体的な目標としていこうと考えている。

、眸 び合し
1ヽ
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 ヽ 【資料4 「学び合いJカ リキュラム】

4 成果と課題

○ より良い人間関係に基づいた活気ある生活の実現

○ 聞く姿勢や話す態度の向上,学習意欲や基礎学力の向上

○ 学び方の理解・1習
得による主体的な学習態度の醸成

●  「学び合い」をより深めていくための具体的な支援の検討

● 学年を系統的にとらえた「学び合い」の姿の設定 (よ り具体的な目指す児童像の共有)

●  「あゆみカー ド」の改善と保護者 :児童と共有できる評価方法の開発

おわりに                    ｀

教師が主体的に「授業づくり」や「学級づくりJに取り組める雰囲気を職員室に倉Jっ ていきたい。子

ども同士のかかわりを大切にする以上,それを指導する教員同士めかかわりがより深く,よ り良好にな

っていかなければいけないと感じる。少人数授業やTT,新 たな評価方法の工夫など教育改革の取り組

みは,職員室でのディスカッションをもたらした。「良い授業がした.ヽ Jヽと 思わない教師はいない。廊

下を歩きながらでも,コ ーヒーを飲みながらでも今日の,今の授業について語り合う状況はまさに「自

ら学ぶ姿Jであるように思う。
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第 2分科会 13150～ 15125

会場     4年 2組  3階

助言者    島根大学教育学部助教授   高旗 浩志

発表者 0  13150～ 14:35
「学び合いの基礎をつくる低学年の指導の工夫」

γ国語科の指導を通して～

練馬区立練馬第二小学校

教諭   和歌 恭子

発表者 0  14:40～ 15:25
「自ら学び、いきいきと活動できる子 どもの育成」

～集中と緊張、そして感動のある

授業づくりをめざして～

名張市立百合ヶ丘小学校

教諭   岡崎 和洋

教諭   本田 康樹

世話人    練馬区立大泉第六小学校教諭 武井 和幸
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第 2分科会

「学び

東京 練馬区立練馬第二小学校 和歌 恭子

1 主 題設 定 の理 由

去年(一昨年 と高学年を担任 し、算数や理科、国語などの教科でグループ学習を

通 して 「学び合いJに取 り組ませてきた。「学び合いJは人 と関わりながら自己を

高めていくアクティプな学習方法である。社会性 と自分で学習する力が求められる

ため、もうじき中学生となる子どもたちにとつて有意義であると考えた。

高学年 ともなると、「学び合いJはかなり高度なレベルになり、友達の考えの良

さを認めそれを取 り入れた り、自分と違 う考えを知ることに喜びを覚えたりする姿

を見ることができた,。 一方で、よりよい 「学び合いJを成立させるためには、いろ

いろな条件があることも分かつてきた。一つは、学習課題や学習形態が子どもたち

の学力や発達段階に合ったものであることである。「学び合い」が双方向的なもの

である以上、どの子もある程度は自分の考えをもてるような課題であることが望ま

しいのは当然のことである。

もう一つは、子 どもたちの 「学び合いJの発達段階である。今年、 1年生を担任

し、 6年生と比べてみることで、「学び合い」を成立させるための条件が浮き彫 り

になつてきた。高学年で質の高い 「学び合い」ができるようになるために、どんな

力をつけていけばいいのか、それを 1年生の姿から明らかにし、指導を工夫 L〆 てい

こうと考え、今回のテーマを設定 した。

2 「学 び合 い」 の基 礎 とな る 力 とそ の段 階

まず、子どもたちの学ぶ姿、学び合 うときの姿を書きだしてみた。それを分類 し

たのが後ろの表である。下に行くほど高度になるように並べてみたが、これはあく

まで私見であり、実態 とは違っていることもあると思われる。そこで、ABCな ど

の段階分けはしなかった。子 どもの実態 と表を比べ、どの力は身についているのか、

残 された課題は何かを明らかにできればよいと考えている。それがはつきりすれば、

その課題をクリアす・るためにどんな手だてや支援が必要なのかを考えることができ

るであろう。高学年であれば、自分で表をチェックし、課題になつているのが何か

を自分で把握することも「学び合いJの 力を向上させる方法の 1つ であると考え.る 。

表を見ると「学び合いのスキル」も「学び合 う心Jも社会性に大きく関わつてい

ることが分かる。子ども達の 「社会性Jの発達が、そのまま 「学び合いJの力に繋

がつているとい うことである。

また、「学び合いJを支える基礎的な力を、私は「書く」「読むJ「蒲1く J「話す」

の 4つでとらえた。人との関わ りに多く関係する「聞 く」「話すJの項 目が多 く、

「聞くJは特に態度に関する項 目が多い。能動的に聞くことが相手の考えを理解す

ることに繋がるからであろう。それは相手を尊重するとい うことでもある。つ 1ま り、

相手を理解 しようとする心、相手に自分の考えを分か りやすく伝えようとする心が、
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「聞くJ力や 「話すJ力 を支えているとい うことである。         .
これをふまえ、 1年生にはまず、教師 との関係において 「聞くJ「話す」の基本|

的な態度を身につけさせ、社会性の発達に伴つて、グループで活動する機会を増や)

し、相手を尊重する心を育てていくことが大切であると考えた。それを国語だけで

なく、他の教科や学校生活全般の中で継続的に行 うことで、「学び合いJの スキル

も心も身についていくものと考え、実践を行つた。

実践事例

<1年生 1学期>
この時期は、学習そのものを成立させるために必要なことを、身につけさせる

段階と考えた。表で言えば、一番上の段階、態度的な項 目である。まずは、話を

きちんと聞けるようにすることが大切であると考え、話を聞くときには教師の方

を見、手遊びはしないとい う態度を身につけさせることに努めた。また、適切な

声の大きさを意識 させるために、声の大きさを4段階で示 した表を掲示 した。友

達との関わりと lノ ては、隣の子とゲームや答え合わせをするなどの活動を取 り入

れてきた。

◇国語科での実践◇

態度的なものは、継続的な取 り組みが必要であると考え、いろいろな単元で同じ

ような活動を取 り入れるようにした。
「リレー音読 J

聞く、話す、読亀P力 の向上のために、物語文では必ず取 り入れた:一文や一段落

ごとに一人ずつl買番に交代 して読んでいくというものである。聞いていないと自分
の番が来たときに続けて読むことができないので、子どもは集中して聞き、「1で文

を追 うことになる。 自分の考えを話すことに不安仰ある子 どもも、書かれたものを

読むことはできる子が多いので、声の大きさの指導もしやすかつた。「おむすびこ

ろりんJでは、上手な読み方を意識させる活動を取 り入れることによって、より、

意欲的に聞いたり音読 したりすることができた。
「視写Jと 「作文の読み合いJ

書く、読む力の向上のために取 り組んだ。ひらがながようやく書けるようになつ

た子どもたちにと―Jて は、文を写すことは大きな課題である。読む力も足 りないの

で、どこを写 しているのかが分からなくなった り、自分の書いたものの間違いに気

付かなかったりする。それを教師だけで見て回つていると、待つている子が増える

ので、書いたものを子どもたち同士で読み合 うようにした。
「いろいろなくち)ば しJと い う説明文の単元で、視写を多く取 り入れた。早く書

けた子ども同士で書いたものを読み合い、正 しく書 |す ているか確認 し合つた。それ

らが済んだ子どもは更に、終わつていない子、書くところの分からない子のとiこ ろ

に教えにでかけた。教える子どもは自然に文を注意深 く読むようになり、教わる予

どもも友達に教わる方が気楽で楽 しいようだった。
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夏休み前の 「絵:FI記」の学習では、プールについて全員で絵 日記を書き、終,わ っ

た子から読み合いをさせた。誤字脱字、点や丸の有無について確認 させ、お互いの

作文が仕上がったら提出するようにした。提出した子たちが次々に書き終わつた子
の作文を読んでいくので、順番待ちの長い列ができることもなく、簡単な間違いは

訂正された絵 日記が短時間で提出された。教師のOKが 出ると、書いた子どもと読|

んだ子どもの両方が一緒に喜んでいる姿が見られた。

◇国語科での実践◇

テーマllIの グループ活動
「じどう車くらべJと い う説明文の学習の最後に、同じ車の説明文を書くことを

選んだ友達とグループを作 らせた。その車についての本を読み、相談しながら説明

文を書いた。資料 となる本をたくさん用意 し、「必要に応 じて読む力」の向上をは

かるとともに、調べたことを文として書き表す機会とした。また、友達と同じ考え
のときには手を挙 |ず る場面を多く設け、聞く力の向上にも努めた。

生活班でのグループ活動

カタカナの定着をはかる学習で、生活班でグループを作 り、一人ずつ順番 |こ1好 き

な生き物を挙げ、それを班の全員がノー トに書 くとい う活動を行つた。カタカナが

苦手な子どもはカタカナの表を見てもよいこととし、班の全員が書き終わるまで、

次の子が発表できないようにした。表を見ながらカタカナが書けること、自分が書
かないと先に進めないこと、発表の内容が簡単なことなどもあつて、 1カ タカナに苦

手意識のある子、みんなと一緒になかなか学習が進まない子も、楽しく学習するこ

とができていた。 自分が発表 したことを友達が一生懸命聞いてくれるのも、励みに

なったようだつた。「シJ「 ツJ「 ソ」「ンJな どの書き方もこの方法で確認 させた。

4 成 果 と課 題
「学び合い」の活動は、双方向であることが望ましい。だが、子どもの様子を見

ていると、いつも聞く側だつたり、教わるばか りだったりする子がいた。これでは、

有用感 も育たない。「学び合いJの基本的なスキルを磨 くためには、学習の内容や

教科にこだわらず、誰もが意見や答えをもてるものを課題にすることも必要だとい

うことが分かつた。それを意識 して取 り組んだのが、上記のカタカナの学習である。
3学期は、表を基に一人一人について個別 目標 とクラス全体としての目標を立て

て取 り組んでいきたいと考えている。
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授業中に友達の名前を呼ぶときは、君、さん付けにし、敬体で話すよう促 してき
た。また、全員が発表できない場面では、自分と同じ考えに挙手させることで、
聞く力の向上をはかるように努めた。学び合 う力を高めるため、隣同士での活動
の他、班やグループでの活動も取り入れた。
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第 2分科会

自ら学び、いきいきと活動できる子どもの育成|

～集中と緊張、そして感動のある授業づくりをめざして～
二重 名張市立百合が丘小学校  岡崎和洋。本多康樹

国際化、情報化、価値観の多様化など、現在め社会は大きく変化してきている。今後、その変化はさら|こ

激しくなっていくと予想される。そうした社会に生きる子どもたちには、基礎・基本を確1実 |こ身につけ、そ
れをもとに自ら学び、自ら考え、自ら判断していくなどの『生きる力』を育んでいかなければならない。そ
のためには、子どもたちが主体的に活動しながら、学力を身につけ、一人ひとりのよさや個性を生かしなが
ら、自己の学び方や生き方を確立していく教育活動を、さらに展開していく必要がある。

本校の子どもたちは明るく活動的で、与えられた課題に対して一生懸命取り組めるよさをもってい,る。し′
かし、次のような課題が明らかになってきた。一つは、ものごとに対して自ら働きかけ、自ら学んでいこう
とする姿勢について弱い面が見られるということである。さらに、自分の思いを相手に伝える表現力・コミ.

ユニケーション能力においても不十分さが見られることもうきばりにされてきた。また、互いの考えを伝え_

合い聴き合いながら考えを深め、お互いの思いを知り合しbさからつながり合ってしヽけるようななかまづくり
の面でも弱さ力ヽ見られるなど、子ども同士がつながっていないということも明確になってきた。
そこで、このよ

iう

な課題を克服していくためには、われわれが日々 の授業を見直し、教師主導の「教え込L

む授業」から子どもたちが主体となる「学び合う授業」の展開をめざし研究を進めることが必要であると考
えた。子どもたち力t集中と緊張をもって主体的に授業に参加し、自分の思いを出し相手の思いを受け_止めそ
れに応えていくことで、表現力・コミュニケーション能力を高めさせていく。そして、互いに学び合い高ま
り合いながら課題追究していく。そんな授業づくりを進めていくことで、子どもたちがなかまとしπ「本当に
つながり合っていけると考えるのである:また、こうした授業づくりが子どもたちの次の学習への意4決を育
てぅとキもに、自ら働きかけ、自ら学んでいこうとする力を育てる基礎となる.そ して、この積み重ねによ
り、子どもたち一人ひとりに『生きる力』を育むことになると考えるのである。
このような課題を克服し、学校教育目標を具現化していくために、研究主題を「自ら学試 いきいきと活

動できる子どもの育成Jと して、集中と緊張、そして感動のある授業づくりをめざして、比較的子どもたち
自身での課題追究が容易な算数科を、まず最初の窓日として研究を進めてきた。

押                   

レ

傷穐叫ヨ)
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I夢 瞬 の辮

子どもたちが主体的に学習し、互いにつながり合える授業をめざし、算数科を窓口に協同学習の考えを取
り入れながら進めてきた。

(1)協同学習の活用

C協同学習について

協同学習は、ザ1どもたちの主体的な学習活動を中心にした授業づくりをめざすものである。子どもた
ちが学習に対し意欲をもち、自らが主体的に学習に取り組んでいくような授業をつくるために、協同学
習は効果的である.

子どもたちの学習意欲を軸にした授業を進めていくための工夫として、「協同学習の3つのキーワー
ド」が大切になってくる。そのキーワードとは、『参加』『協同』『成就』である。

○参加 e..操件呻舌動や話し合い活動などを取り入れた「体の参加Jと、興味ある話題や課題、わかり
やすい授業などの「頭の参加」を考えていかなければならない:

0協同・・・子どもたちは、みんなが「伸びたい」「ょくなりたい」と思っている。そうしたj意・欲をお
互いに理解し合い受け入れ合って、信頼に支えられた関係の中で高め合う学習活動を展開
していく。そうした授業こそ、子どもたちの主体的な学習を促すこと|〔1なるも

○成就・・・子どもたちは、自分の成長の手ごたえを確実に知ることで、次の学習ハ、の意欲を高めてい
く。今日の授業で自分はどれだけ進歩したか、単元を学習した後にこスノなことができるよ
うになった、という成長の手ごたえを得たときに、子どもたちは成就感を味わい:次|の学習
へ、C)意欲をもてるのである。そのためには、効果的な自己評価をしていくこと力t大!切にな
つてくる。

②本校の協同学習のとらえ方

子どもたちが学習の過程で、自分の考えをなかまに伝え、なかまがそれを真剣にとらえ自分(D考えを
返していく。そして、相互の意見を交換し合う中で学びを深めていく (学び合い高め合う授業):,そうlノ

た授業づくりと学級のなかまづくりをからめ合わせた学習が協同学習である。

C協同学習の進め方

学び合い高め合いの授業を実現するための基盤として、教職員と子ども、子どもと子どもの信頼関係
を構築し、学級のなかまづくりに努める。同時に以下のようにして協同学習を進める。

・単元単位の授業計画=学習形態、指導方法の工夫などができる。
・子どもに単元C現調|し をもたせる=子どもが学習内容を主体的にとらえる。
・グループ学習の活用=少人数の中で、一人ひとりの思いが出しやすくなる。
・学習課題=何をすればよいかはっきり分かる課題を提示する。
・学習の流れ=:学習の流れを知ることで、子どもたちは主体的に学習できる。
・学習手順のI鉄:=個人思考の時間をしっかり取る。
・役割=「司会J晴酬 J「発表Jなどの役割をはっきりさせグループで話し合う。 (輸番幸Jがよtハ)

1子ども主体CI学習機会の確保=教師は適切な支援を心がける。



(2)集中・緊張・層t動のある授業とは

ふりかえり・・・ 自己評価の日常fヒ 次の学習への意欲|

①囲 …・学び,鰍
○自分の考えをもって授業に臨む。

○興味。関心 口意欲をもって、学習活動に参加する。
○友だちの考えを真剣に聴く。

○自分の考えを返していく。

塵彊・・・友だちとの学び合い

○「本当にわかりたい」「自分が高まりたい」と思う意識をもって、授業に参加する。
O互いに高まり合う「責任Jの意識をもつ。

塵団。・・個や集団の高まり

○「わかる喜税  「ともに高まり合う喜び」「友だちから認められる喜びJを感じる。

0評価について
・単元ごとに授業計画を立て、その単元での学習の流れや各時間のねらい、そして単元のゴールを明

確にする。
・単元の学習内容や流れ、各時間のねらい、単元を学習してめざすゴールなどを、『ふりかえリカー

ド』により子どもたちに明示する。
・『ふりかえリカード』で自己評価することを通して、子どもたちは「できるようになうたことは何

か」「まだ
:十

分でないことはどんなことか」などを明らかにして、次の学習に対する意欲を高めて
いくことができる。

③しこみ、しかけについて
わたしたちがめざしている「集中・緊張・感動のある授業」では、教職員の出番をできるだけ少な

くし子どもたちがお互いに高め合うことを目標に、子どもの出番を増やす、つまり子どもが主体的に
学習に取り組んでいけるようにしたいと考える。そのためには、常に「しこみ 0しかけ・」を欠かす
ことができないと考える。
・しこみ・・・子どもが考えをもちながら活動していくことができるように必要な内容を身につけ

させること
。しかけ 00・ 子どもが思考をひろげたり、意欲的に活動できるための教職員からの働きかけをす

ること

④算数科を窓口に

協同学習の確立のために、まず一つの教科にしばった研究体制で臨むことにした。算数科を窓口に
考えた理由は以,下のようである。

○操作活動性=算数的活動や具体的な操作活動などを取り入れることで、子どもが興味をもって意欲
的に学習できる。

○課題の明確性=「ゴール=答えJが明確であるため、自分なりの考え方で課題を追究していくこと
ができる。

O意欲の高揚性=学習して「できた」「わかったJと子どもたちが感じ取りやすい。
O弾力的な授業形態=グループ学習や咽「指導などの授業形態が活用しやすい。
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∬ 研引

"蹴

島界と謂

「子どもたちが本当につながり合っているのだろうかJ、 こうした子どもたちの姿から研究がスタートした。

日々の授業を見直し、子どもたちが主体的に学習に取り組み、互いにつながり合つていける授業づくりをめざ

して、授業実践を中心に研究を積み重ねてきた。そして、「協同学習Jの考え方を取り入れながら、「子ども同士l

が学び合う授業」、「教え込む授業から引き出す授業への転換」といったことをめざして、『自ら学び、いきいき

と活動できる子ども』|の育成に取り組んできた。まだまだ、研究の途中で大きな成果といえるものをあげられ′

ないのが現状であるが、われわれのめざす授業をつくっていく上で大切にしなければならないことが、1以下の

ように少しずつ明らかになってきた

●単元を見通した授業計画や 1時間の学習の流れを子どもたちに明示することにより、学習の見通 L/をもち

主体的に学ぶ姿が見́られるようになってきた。

●学習のゴールがはっきりわかり、多様な考えが出せる学習課題を提示することで、子どもたちの話し合い

が効果的にできる(よ うになうてきたり、また、自己評価 (学びのふりかえり)も しやすくなり、次の学習|

への意欲の高まりが.見 られるようになってきた。

●グループ内での話し合いでは、一人ひとりが自分の思いを出せるようになってきた。また、理解が不f/mヽ

な児童の思いを受け止め、わかるように教え合う姿も見られてきた。

● 1年生からあらゆ・る場面を通して、「ともに学ぶことの大切さ」や「みんなでわかり合う責任」時壺級全体:

が高まり合うことの重要性」と、いった『協同』の意識をもたせる指導を行うことで、子ども同士買F教え合

う姿や互いにほめたり励ましたりする姿が多く見られるようになってきた。また、算数科以外の教科や生

活の中でも、助け合う場面が多く見られるようになってきている。

●話し合いや発表を大切にしてきたことで、「友だちの話をしっかり聴こう」「聴いてもらうためして)か り話

そうJという意識の高まりが見られるようになった。また、進んで発表ができなかった児童も、少しずつ・

ではあるが自分の考えを発表しようと前向きに取り組めるようになってきた。

●教師主導の「教え込む授業Jから、「子どもが主体となって取り組む授業」へと転換できつつある(}

◆子どもが教師にた1よ うてしまう姿が、まだ見受けられるため、「教え込む授業Jからのなお一層の転換と、

魅力ある授業をどう子どもたちに提供していくか考えていかなければならない。

◆子どもをつなぐために、グループ学習などの学び合いの場を生かした授業形態を有効に活用した授業展Fal

の工夫を、さらに深tめていかなければならない:

◆授業の深まりの場|をつくるための話し合い活動の一層の充実を図るには、「何のために話し合うのか」「友

だちの発表に何を返していくのかJといったことを子どもたちにさらに考えさせていく必要がある(。 また、

友だちの考えと自分の考えを比べながら聴いたり、自分の考えをわかりやすく伝えたりするコミュニケー・

ションカを、今後ともつけていかなければならない。

◆子どもをつなぐ授業づくりには、「わからないことを安心して言えるJ「なかまとして共に高まっていける」

学級集団づくりが基盤になければならない。今後も、授業づくりと学級集団づくりをからめ合わせながら、

研究実践を積み重ねていきたい。

研究をはじめるにあたり、「授業の中で子どもをつなく
｀
こととは1どういうことなのか。Jを大きな詳師週とし

て時間をかけて議論を重ねてきた。そんななか、机上の議論ではなく、とにかくお互いに授業を見せ合うこと

からはじめよう、ということになった。とはいうもののどうしてもどの教師にも抵抗感があった。しかし、ひ

とり、ふたりと公開するうちに、意識もずいぶん高まり、すべての教師がすすんで公開するまでに至った。
「なかまと共に学び合い、高まり合っていく喜び」を感じられる授業。そうした授業の中で、子どもたちは

実に生き生きとした姿を見́せる。これは子ども本来の姿であり、わたしたちが望んでいる姿である。く河麦もそら

うした子どもたちの姿を大切にしていける教師集団でありたいと考えている。
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第 3分科会

会場      3年 1組  3階

助言者     福島大学人文社会学群人間発達文化学類教授

竹下 英二

発表者 0  13:50～ 14:35
‐、「学び合お うとする意欲をのぼす指導の工夫 J

～算数科の指導を通 して～

練馬区立開進第二小学校     :
教論   邊見 教江

発表者 0   14:40～ 15:25
「意欲を高める指導の工夫」

～ 6年 立体の体積～

練馬区立練馬第二小学校

教諭   伊佐 考示

教論   鈴木 千尋

教諭   原沢 敏恵

世話人    杉並区立桃井第五小学校教諭 野田万友美
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第3分科会 C)
学び合お うとする意欲を伸ばす指導の工夫

東京 練馬区立開進第二小学校 邊月. 教江

1.主題を決めた理由
4年生の担任 を L′ ているが、子 どもの様子を見ていて気 になるところがある。

厘董亜亜圏D自 分の意見に自信がもてず、伝えようという麟爾が あまり見られノない。

また、意欲がある子でも、分かつてもらお うとい う工夫が足 りず上手く

権彙わらないことが多い。

②質問したり真剣に聞いたりといつた友達の考えを分かろうとする麟要が

月Lリ フ曇い.

この実態 を何 とか変えていきたい。

匡国D既習 と未習がつながるような板書や発間をすることで、自信をもつて考えたり

発表 した りすることができ、学習意欲が高まる。

②友達の意見に対 して質問や発言をした り、学習感想に友達の意見についても

かくように促 した りすることで、主体的に聞く態度が育つ。

この 2つの仮説をたてて以下のように指導を工夫していくことで「学び合お うJと する

意欲が伸びていくと考える。

2.指導の工夫 と実践
<子 どもの意欲 を育てるために>
(1)   ユ/た板書とキーワードの掲示

新 しい学習内容が既習に基づいていると安心 して学習を進められる。未習事項に"出会つ

た時、今まで習つた既習事項が使えるのではないかと考えられるように、毎時間の『板書

計画』を明確にした。活用できる既習を板書で示 したり、書きためたキーワー ドを提示 し

たりして、既習事項と新 しい学習を結びつけられるようにした。板書が効果的であ,つ たと

思われる第 6時を例にあげる。長さでもかさでも同じことがいえるのではないかとい うよ

うに既習と未習をつなげられるように板書にした。その結果 28人中 (2人欠席 1人未提

出)26人 の子 ども、σ)意欲があがつた。意欲が下がつた子も、学習感想やワークシー トか

ら理解を しているこ.と が確認できた。 巖幸剣 埠ぶ時

長さ

ht曲彎 榊
ilれ

1事
L■0鵠かιム

織宙C澪静ふしil釉
舞 F

1lt等ムトじ■■≧ヵ卜4がき
_キ 1
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<子 どもの聞く騰霊守育てるために>
(1)友達の意見のユ リ入れ

友達の発表について、分かつたのか分からないのか、よかったのかなどの反応を示すよ

うに促す。具体的には、同じ意見やすごいと思った考えに拍手をしたリノー トに書き写 し

たりする。.

(2)ワ ークシー ト上相互評価

学習感想の中に、友達の説明や考えのよかつたところなどを書けるように指導 していく。

単元の終わ りの方になり、少 しずつ友達のよさを感想に書けるようになつてきた。

/

(D●

[聴 想〕

誰:茸
ヽ_

史 嗅ゞ ,1■
P*r.*,*,F\.*rfr f .,-...;d.a.-*#\\\***

3.指導の分析
7名 の児童の学習1感想を全時間おつて変容や特徴をみた。 7名 は、学力調査の際にあつ

たアンケー トで、算数が好きまたは得意であると考えている予 3名 、苦手意識をもつてい

る子 3名 、算数 Iまできるが好きではない子 1名 とした。その中の 2名 の分析をする。

<算数が好きな子どもの分析 >
(204)第 3時では「 キ は 争 とも表せるかJ、 第 4時では「数直線をみて分数の

引き算の仕落lみ を理解 した」、第 5時では 「 1:は 仮分数か帯分数か J、 第
というように、授業の内容からさらに発展 した考え方をしていることが分かる。
意欲の向上がやる気度からだけではなく学習感想からよく伝わってくる。算数が

好 きとい う子の、学習 したことを他でも生かせないかと考えている特徴が見Iえ た。

<算数が嫌い 。あまり得意ではない子 どもの分析>
(129)よ く考えて意欲をつ :す ている児童である。第 1時のような自分の考えが生かさ

れなかっ,L時や、第 5時で「lmを 5等分 したのにそれを 6個 とは…Jと 納得
がいかなかった時、第 9時織発晨が消化 しきれなかった時に意欲が下がつた。
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4.成果 と課題
「学び合おうという意欲Jが全員に育ったかは一単元だけでは何とも言えないが、指導

の工夫をしたことで見られた成果と課題をまとめたい。

国
。既習を生かす板書を念頭において指導をしたことで、未習事項を既習から少 しレベルア

ップしただけであると1と らえ安心して学習できるようになつてきた。

・板書計画の基本を「既習 (も しくは本時のヒン トとなるキーフー ド)→本時の課題→類

似の問題」と決め、思考の流れを視覚的に提示 したことでつまづきが少なくなつた。こ

・やる気度 と学習屈こ想で :ま 、質問が見られるようになり意欲的に学習する態度が見̀ら
れる

ようになった。

・ ワークシー トを重ねていつたことで、今までの学習の積み重ねを感 じることができ満足

感を味わうことのできた子どもがいた。

・具体物を操作することで、何個分という意識がしつかり育つた。

・次の単元 「わ り算の筆算Jなどで今まで説明しなかつた児童が前II出て説明 した。り、そ

れを聞いて学習感想に00さんの意見を聞いて分かつたというものもあり、少 l′ずつでは

あるが、子どもの議L明 したいという意欲と友達の意見を聞く態度が育つたととらえ,る。

国
・はじめの意欲が 5(1000/o)で ない子が 1/3ほ どお り、既習から丁寧に扱 う導入だけで

なく、課題提示に魅力をもたせる必要がある。

・学習内容に関係なく気分でやる気度をつけていた り (224)、 できているがなかなか

やる気度が 5(1001‰ )にあがらなかった り、感想では「よくできた。」と書いているのに

意欲が下がつたりする子どもの分析をしていく。

・「分数Jの単元の課題 として 1を超える時のつまづきや仮分数帯分数の返還が難 しいと

い うことが分かったl。

・学習感想の中でC》 章欲の向上 |ま見られたが、説明したいとい う意欲や分かりやすい説明

をしようという意欲が全ての子 どもに見られたわけではなく、発表するとい う視点:で意欲

の向上を目指 したい。

・質 Fn5タ ィムがなかなか取れず、発表 した子 どもの意見を全体に浸透させるいことが不十

分であつたので、質問タイムを頻繁に行い、発表 した意見について話 し合 う雰囲気:を 作つ

ていきたい。
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◇◇  学習意欲 と学習内容 の定着 の向上 を 目指 して ◇◆

第 3分科会 ②

意欲 を高 める指導の工夫

練 馬 区立練 馬 第 ニノJヽ 学 校 鈴木 千尋 伊佐 考示 原 tR敏 恵

学習改善は、指導者 の指導技術・ 指導力 を向上 させ てい くこ とであ る。 し′か し、高い指

導技術・ 指導力 を持 つていて も、指導者 の一方的 な子 どもへ の教 え込み では学習意欲 、学

習 内容 の定着 は図れ ない。

子 ども 自らが学ぶ こ との意義や楽 しさを知 り、 自ら考 え、 自ら学び、互いに学び合 うこ

とを培 うこ とが重要 である。従 つて 自毎の考 えを表現 し、他 の人 に伝 え る力 を付 けてい く

こ とが大切 になつて くる。それ に よ り、互 いの考 えを AIIり 自らの考 えを向上 させ る (i餃1張 )

と考 えた。

そ こで、6年生 としては、子 ども 自らが互いに学び合 えるよ うに学習環境 を設定 し、「学

習 の 自立 を助 け る手段 J「 学び合 い (思 考 を深 め る)の で き る手段 Jの 2つ と「見つ める

日、感 じる心、育て る技 Jを 中心 と考 え方策 を立て取 り組 む こ とに した。

(1)学 習

①学習の

ァ、単

算数

る。 こ

とに し

「学習

また

イ、
~

一 人

い の場

容 に合

(4人
す るこ

ウ、 フ

記 録

― 卜の

よ うに

比較・

ゥ、評

ワー

児童 自

いても

評価 を

0学び合

ァ、学

小 人

指導改善の工夫

自立 を助 け る手だて

元 を見通せ る学習指導

科 での学習 では、問題 を与え られ て学習者 がそれ を解決す る方法が一般的であ

こでは、児童 自 らが課題 を設定 し、解決 していけ るよ うに指導計画 を立で るこ

た。そ こで 、単元 に入 る前 にプ レテ ス トを行い。児童一人ひ とりが 自分 の課題

内′容 J「 学習態度 Jの 2点 を決 め、課題 (2課題 )に 取 り組 む よ うに した。

、 この こ とで児童一人ひ とりが 自己学習評価 もで きる と考 えた。

人ひ とりの考 えを明確 に表す。

ひ と りが 自分 の考 えを しっか りと表現 し、伝 え られ るよ うにす るた め、話 し合

(学 び合い の場 )の 設定 を行 う。 この場 も、児童 一人ひ と りに合 う場・ 学習内

う場 を教師 が考 え設 定す ることに した。場 には、少人数 (2人組 )小 グループ

～ 6人 )中1集 団 (18人 )大集 団 (学級規模・ 学年規模 )の 4つ の段 階 を設定

とに した。

― タシー トの利用

を確実 に取 る習慣 を身 に付 け させ るために ワー クシー トを工大 した。 ワー クシ

利 用 は 5年生 の時か ら行 い、児童一人ひ と りが 自分の考 えをを確:実 に記録す る

な つて きてい る。 更 に個 々に記録方 法 を工夫 をす るこ とで、 自分 の考 えを他 と

自己の考 えの拡張 を図 ることがで きるよ うになつて きた。

価 を しつか りと伝 え る

タシー トの利用 で、毎時 FHl児 童 一人ひ とりの記録 を見 て、All点 的評価 を行 い、

らも学習内容・ 態度 の課題評価 を行 い。 次の授業 に活用 でき るよ う書 き方 に付

指導 してい く。 そ して、既習 の振 り返 りがで きる よ うに冊子化 してい く。

毎時間行 うことで満足感 を得 て学習意欲 につ なが る と考げた。

い深 め る手 だ て

び合 う場 の設 定 を図 る。

数 (2人組 )・ 小 グル ー プ (4人 ～ 6人 )
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中集 団 (18人 )。 大集 団 (学 級



規模・ 学年規模 )な どを課題 に よつて話 し合 |う 場 を設 定 し、 自分の考 えを人 に伝 え・

聞 く・ 練 る→記録す るよ うに した。

席 は、指定庸 として児童 同士 が学習 に集 中 し、学び合 え るよ うに配 慮す る。

ィ、他 との比較 をす るこ とで 自分の考 えを明確 にす る。

他 の人 の考 え_を 知 り、 自分 の考 えをよ り良い考 えにす る。 そのた めに互い の考 えを

発表 し合 い。 自分 の記録 に友 だ ちの考 えを加筆す る。 そ して、同意点・相違 点 を明確

にでき るよ うにす る。

ゥ、相 談 タイム、の設定

解決 の途 中、先 に進 まない。 どこか ら手 を付 けた らよいか分か らない。 自信 が もで

ない。 これ らの子 はなかなか 自分か ら聞 こ うとす るこ とがで きない。 そ こで、学び合

いの場 の中で相談 タイ ムを設定 し、 自由に話 し合 えるよ うにす る。何 か一つの ヒン ト

で解決 で き るこ"と が多 くあ るので、児童一人ひ と りが互 いに分か り合 う、聞 き合 う場

に してい く。相談 タイ ムの設 定は指導者 が指導計画の中で事前 に設 定す る場合 と授業

の流れ の中で設 定す る場合 があ る。授 業 の中では、指導者 が教 えるよ り、児童 簿]士 が

学ボ (話す )こ とで進む と感 じた とき (教 えるものではな く、考 えて導 き出せ るもの )

に入れ てい く。     、

③見つめ る 日、感 l〕 る心、育て る技 を高 め る工夫

ァ、個別 目標 の設 定 し、子 どもを見つ め る意識 を高 める (ワ ー クシー ト)

・ プ リテ ス トを もとに、児童一人ひ と りが単元の個別 目標 (学 習 内容・学習態度)をI

設定す る。 それ をも とに、教 師は個 々の児童 に対 しての毎時間個 ll1 6D指 導対応 を行

う。 それ は、個 々に合 う言葉掛 け (も う少 しだ よ、いい考 えだ よな ど)、 補 `騨〕教 興r

(考 えを見つ け られ る物 、広 げ られ る物 な ど)を 与 える。

・ 毎時 間個別評価 を行 う。個 々の ノー トな どか ら個別評価 を行 い。 それ にあつた毎時

間の個別 目標 を設定 し、次 の授業 の 目標 を設定す る。

ィ、評価 の工夫 (指 定座席表 )

・ 評価 は単元の評価 に止 ま らないで、授 業毎 の評価 を行 うこ とが大切 であ る。 これ を「

行 うこ とは、教師が子 ども一人ひ と りの学習内容・ 意識 を感 じるこ とができ ると考

えた。 また、授 業 の中で問題把握場 面・ 問題解 決場 面。検討場面 。ま とめ場 面 とそ

れ ぞれ の場面 で個 々の児童 の様子 を観 察す るこ とで よ り良い評価 を行 うこ とがで き

る と考 えた。

ゥ、学習後 の評価 (ワ ー クシー ト)

・ 学 習指 導後 、毎時 間 の ワー クシー トか ら各 自の考 え を検 討 、 また他 の人 の考 え を

どの様 に受 け入 れ てい るか記 録 か ら読 み取 り、児童 の考 え (発 想・ 思考 )を「受 け

止 め肯 定的評価 を行 い児 童 が 自 ら解 決 し、 よ り良い方 法 を模 索 で き る よ うに コメ

ン トを行 う。 また、 良い ワー クシー ト (発 想 0思 考 )を マ ス刷 り1/多 くの 児童 の

参考 にで きるよ うにす る。

ェ、 自己評価 の設 定 (満足 曲線・ 学習感想 )

・ 満 足 曲線 を議l入 させ るこ とで、児童 が授業 での取 り組 み と理解度 が把握 でき る。 ま

た、児童 自身 が学習 に どの様 に取 り組 み満 足 したかが児童 自身 が知 るこ とがで き、

学習 の喜 び を知 る こ とにな る。 更 に、学習感想 か ら教師 は個 々の授業が児童 に とつ

て どの様 であ つたかわか り、次時の学習 を計画 を児童 に合 った学習 をたて ることが

でき る。
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1,単 元名

6年算数科学習指導
1組  28名

立体 のか さの表 し方 を考 えよ う

2組  28名  計 56名

2,単 元の 目標

体積の概念や測定1及 びその単位について理解 し、直方体や立方体の体積 を求めることが

できる。

【関心・意欲・態度 1 ・ 身の回 りにあるものの体積 に関心 をもち、それ らの体積 を求め

よ うとす る。

I数 学的な考え方 】 ・ 体積 について も長 さや面積 な どの場合 と同 じよ うに、単位の大

きさを決めてそのい くつ分数値化 して考える。

【 表現・ 処理  】 ・公式 を用いて直方体・ 立方体の体積や容積 を求めることができ

る。

【 知識・ 理解  1 ・体積 の単位や直方体・ 立方体の体積 を求 める公式を理解す る。

・錐体の体積の求め方について知 る。

3,単 元について

(1)教材の関連

１１
１１
目
憐
Ｖ

水 の か さの は か り方 と表 し方

・ 具 体的操 作 で量 を量 つた り、

(現 三学年 )

比べた りす る。

第二学年

第二学年

第 四学年

が い くつ→ 長 さ X長 さ→ 公 式

第工学年 小数 のか け算 (mII1 2)

第六学年 直方 体 と立 方 体

・ 直方体 、立方 体 の概念 を見取 り図、展開図

・ 空間概念 の基礎

・ 普 :遍 単位 (lc慮・ 1ぷ )

・ 体 :積 =縦 X tt X高 さ弓>(底 面積 X高 さ)

02年 生 で1と d2の 単位 を用 い てか さを直接測 定 し、 4年 生 ではぶや Ifを 用 いて広 さ

を公式 を理解 し、普遍 単位 の何個分 で理解 した。公式 も長 さ X長 さて,求 め られ′るこ

とを理解 してい る。更に五年生 の小数 のかけ算で EE1 2を 学習 してい る。

ここでは、 こ うした考 えを使 つて体積 の表 し方 (lc遺・ ]_ぷ )・ 求 め方 (縦 の長 さ

X横 の長 さ X lk~さ )を 学習す る。 この時、 4年 生で学習 した面積 の求積 と同 じ考 え

で、体積 も 1〔」の単位 い くつ分 を長 さ (縦 )X長 さ (横 )X長 さ (高 さ)求 め|ら れ

るこ とを知 る。発展学習 として難体 の体積 の求 め方 を知 る。 錐体 の体積 につ いて
｀
|ま 、

興味・ 関心 を持:t,柱 体 の 1/3で 求 め られ るこ とを視覚的 に提 える程度 にす る。

層

サ

普遍 単

面積 の |ま か り方 と表 し方
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(2)教 材 につい買r          ‐

個 々での学習では、既習 の こ とを元 に して、各 自が個 々に学習 してい くこ とが重要i   ・

で あ り、 (長 さ)→ (広 さ)→ (か さ)と 学習 して きてい る。 そ の学習 を利 用 して体

積 も同 じよ うに.表 し・ 求 め られ るこ と理解す る。 そのた めに次 の四点で理解 させてい

きたい。

① 具体 的操 作 を通 し、具 体 的 立体 (自 作 )の 直方 体① (縦 5 cm横 41 cll高 さ 3 cm)

直方体② (縦 4 cm横 4 cm高 さ 5 cln)・ 立方 体 (一 辺 4 cm)を 使 い、大 き さの 1叱:べ 方

を自力で考 え、他 の人 の考 えを知 り自己の考 えをよ りよい物 にす る。

・ 直方 体、立方体 3つ 比べ るこ とでか さ (体積・ 容積 )に ついて理解す る。

・ 具体物 を直接扱 うこ とで体積 について Hll定 か らも理解 できるよ うにす る。

② 面積 の普遍 単位 c戴・ ぷ と同 じよ うに体積 も普遍 単位 cf・ ポを用 い表せ るこ と知

り、数値イヒπFき るこ とを知 る。

・ ここでは、 lc」 の積み本 を使 い (何個・ 何 p‐ll.何 段 )を 具体的操作 を通 して体

積 の大 き さ、表 し方 を理解す る。

③長 さ X長 さで面積 が求 め られ た よ うに体積 も長 さ X長 さ X長 さで求 め られ′る こ

とを知 る。     、                            ぜ

・ 求積 方法が単位 体積 の個数 を直接 測定可能 な長 さか ら誘導 され るこ と

・ 乗法 の意 味 を適用 して、間接 的 に単位 体積 の個数 が求 め られ るこIと

④ 直方 体 の 高 さ と体積 の関係 を理解 し、そ の関係 を使 い 、底 面積 X高 さで 1牢 積 が

求め られ るこ とを知 る。

・ 高 さが 2倍 3倍 ,¨ にな る と体積 も 2倍 3倍 … とな る こ とか ら理解 を図 つてい

く。

◎ ここでの 「数学 的な考 え方 J

ァ、数化 の考 え

ここでは、 ものの大小 を単 に感 覚的 に提 え判断す るのでは な く、大小 の ltl係 を

差や 商 を用 いて表 そ うとす る。 それ ぞれ の量の大 き さを数値 で表す ことが必、要 に

なって くる。数値化すれ ば大小 の順序性 ばか りでな く、量 を演算 によつて関係づ

け られ る。

ィ、関数 の考 え

関数 的 な依存 関係 、 Ellの 物 に置 き換 えて考 えるこ とがで き るこ と、 この こ とが  ャ

直接 単位 体 1費 の個 数 を数 え られ ない もの を、直接測定可能な長 さに置 き換 え.て 計

算 に よつて測 定値 を得 るこ とを知 る。

ここで:も 必要 な全 ての数値 を 自 ら見つ け、計算 に持 ち得 るこ とが関数 の考 えを

も育 て る。

ゥ、統合 の考 え

既 習 の求積公式 (正 方形・ 長方形 )が 乗 法 で組 み立て られ てい るの と同 じよ う

に体積 の求積公式 (立 方体・ 直方体 )も 組 み立て られ てい るこ とを測定 の考 えか

らも統合 的に理解 させ るこ とが重要 とな る。

これ らの考 えを通 しての実践 を行い、子 どもの変容 を探 ってい つたも
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第 4分.科会

会場      3年 2組  3階

助言者     創価大学教育学部教授

関田 一彦

発表者 IC)  13:50～ 14:35
、「自ら考え、主体的に学ぶ児童の育成」

～基礎的・基本的な学力の定着を目指して～

算数科

小平市立小平第人小学校

教諭   鈴木 朝代

教諭   平  一美

教諭   高本 潤子

発表者 0   14:40～ 15125
「夢を持ち、仲間と学び合 う中で、自分を拓 く子」

～自分づくり、仲間づくりをはぐくむキャリア教育～

大山市立犬山南小学校

教論   川井 栄‐治

世話人    練馬区立上石神井北小学校教諭  林  崇
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第 4分科会

自ら考え、主体的に学ぶ児童の育成

嘲 題嵐 基本的な学力の定着を目指して～ 算数科の授業

小平市立メJヽ平第ハ小学校  鈴木朝代  平崎一美 高本潤子

1 研究経過

本校では、平成 15年度より、「自ら考え、主体的に学ぶ児童の育成」という研究主題を掲げ、算数科,

の授業を通して、研究を行ってきた。平成 16, 17年度は、小平市の研究推進校、協力校として市内外に

本校の研究を発表する機会を得ることができた。

当初、本校の児童は、数学的に考える力が身に付いていない児童が多かった。そこで、課題解決型の学習

過程を取り入れ、子どもたちに学習内容が定着するような手だてを工夫し、学習形態や評価について13研究

を重ねてきた。

そして今年度、研究の柱としたのが、「学びのトライアングル」である。これは、 1時間の授業C)中で、

操作・立式・説明という3つの要素を関連付けて行う人小型課題解決学習のことである。このような輩難業を

繰り返し行うことにより、子どもたちは自ら考え、主体的に学ぶ子になるのではないかと考えた。そして、

1人でも多くの子どもた13が算数を好きになり、よく分かり、楽しく授業に取り組む姿を目指して、今なお|

研究を続けている。

2 研究の概要

(1)学びの トライアングメロこついて

昨年度,この学びのトライアングルを取り入れた授業を実践してきたが,操作を通して自ら考える力が子

どもたちに徐々に身に付いてきたという成果が得られた。この3つを関連付けた授業が,子 どもたちが分か

る授業につながるということが分かってきた。しかし,本校の児童は,自分の考えが書けてもそれを説明し

たり,友達の考えと比べたりしながら,よ りよい解決方法を導き出したり,いつでも使えて合理的なものを

考え出したりする力が十分には身に付いていないことが分かった。

そこで,今年度は,これまでの研究の柱を土台に、自分の考えを友達に分かりやすく説明すること二重点

をおいて, 日々指導して量くことにした。

(2)説明とは

学びのトライアングルの中の説明

は,次のように捉えている。重〕「操

作」、「立式」をする過程で22ぶや

きやそのものの説盟、②既習壺項を

使ったり、算数のJIB語を使っょりし

ながら、自分の考えを友達に丘〉かり

宝立■重墓工盤ムゑ二上、C整数の

考えからよりよい考えを導豊出し

たり1_その時間の学習内容をまとめ

たりする時に行われる話し金二で

ある。そして, 自多)が分かつたこと

を説明する段階からみんなに分か

る説明の段階へと、学び合いへつな

がる説明ができるように指導する。
このような説明する力をつけさせるために,①自分の考えの根拠となるもの (なぜそうなるのか,なぜそ

のように考えたのか)41明確にすること、②話型 (まず,次に,だからなど)の指導、③説明の機会を保障

するような学習形態のコE夫、の3つのことに取り組んでいる.
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3 研究の内容

(1)友達との学び合い=説明の場面=
本校では、低・中・高学年の3つの分科会に分かれて、研究を進めており、各分科会で、児童の実態や)

成長段階にあつた学び合いの場面を設定した。

① 低学年  ・自分の考えた式や答え、操作のやり方などを、となりど立しで説明堕 ユ。
0全体l璽向かって、話型を使ったり、操作をしたりしながら順序よく説明する。
。このckう な活動を繰 り返し行 う。

②中学年 ・ 3～ 4人のグループ (力のばらつきがあるような)を作つてそれぞれノの考えを説明す
.る

。
t自分のノノ‐―卜を示しながらわかりやすく説明する。*多様な考えを認め合えるようにする。
。お互い6PD考えに対して意見や質問をする。 *話 し手のことを考え,話し手に集中する。

・全体に向かって、自分の書いた図や式を指し示しながら、分かりやすく説1明する。

・発表に対して意見を言つたりや質Fnlを したりしてフ意見交換をする。

・出された考えを比べ、話し合いながら、今日の課題に対するまとめをする。

③高学年 ・     を意図的に作り自分の考えを説明しあう。
,全体に血かつて、自分の書いた図や式を指し示しながら、分かりやすく説1明する.

・発表に対して意見や質問をし、意見交換をする。

・発表者の考えを比べて、どの考えが合理的か、よりよい解決方法はないか、今日の研提亘は何

かを子どもたちの話し合いによつて導き出す。

お互いのブロック操作の

仕方をザ齢 い,や り方を説

明し合つています。

自分が考えたブロックの操作の

仕方を,黒板で操作しながらやり方

を説明しています。

自分のノー トを

示しながら自分の

考えをグループで

説明しています。

聞き手は,話し手

に集中し,説明に

対する意見や質問

をします。

自分の書いた式を指し示しな

がら,自分の考え方をわかりやす

く説明しています。



(2)実践事例

では、6年生の実践から、学び合いの場面を紹介する。
まず、①の矢印のように、本時の目標の中に学習する内容に関わるものと、目指す児童像に関わるもの

を設定した。本時の授業では、自分の考えと友達の考えを比べてよりよい課題解決ができたかを評価すると
いうものである。これは、子どもたちの説明をし合っているときの様子を観察したり、発言やノー トの感想i

から評価している。子 (ビ もたちの感想の中には1「自分の考えより、友達の考えの方がよし1アイガエアだと

思つた。」と.か、「友達の発表を聞いてもつとよく分かった。」など、整び全量産通上玉理解立五ことにつな

がつたと思われるものがくよく見られる。また、自分と違う考えの友達には、なぜそうなるのかという質問を

し、そこで自分にはなかった考えを取り入れることができ、子どもたちの墨産に広がりが見られるようにな

る。日常的にtこ のようなねらいを定めて授業をすると、教師も意図的に子どもどうしの学び合いを生かし、

徐々に子どもたちが作り_上げる授業ができるようになってくる。そして、授業も活気のあるものになくDて く

る。

次にl②の矢印の場面では、自力解決した後に、3人という小グループで自分の考えを説明し合う,。 その

際に友達の良い考えに出会ったり、自分と違う考えに触れたりすることができる。本校では、この小グルー

プの説明の後に、また自分の考えをよりよく修正したり、友達の良い考えをノー トに書き残したりする時間

を与えている。

最後に、③の矢印の場I面で|ま、教師が意図的に指名した子どもが考えを分かりやすく発表する。ここで、

発表者と聞いていた子 (ビ もたちの間で質疑が行われる。なぜそう考えたのか、なぜそうしたのか、考えの根

拠になる事柄について話し合いが行われる。その後、出された考えの共通する部分を見つけたり、分かりや

すい考えを見つけたりしながら、本時の課題に対するまとめを行っていく。
このように、本校の算数の授業では、一人一人が必ず自分の考えを説明する機会を設定し、お互いの考え

を出し合って話し合う中で、課題解決をしていくようにしている。子どもたちには、この授業の流れノが身に

付き、問題に対して友達11二 もわかるように考えを書くようになってきている。そして、自づ)の考えをがこ達に

伝えることを楽しいと感じる子どもや、分かりやすく説明できる子どもも増えてきている。そして、この学
び合いの充実こそが、本校の研究主題に迫るための重要な要素となってきている。

【6年 生1「費耀枚 Xダ耀枚J 2/■ 4】    啓林館「わくわく算数Jよ り

①本時の目標

○分数に分数をかける計算の仕方を理解する。

0自分の考えど友達の考えを比べてよりよい課題解決ができる。

②本時の展開 鱗 :発言 ノ :ノ ー ト 観 :観察):
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雌 学習指導 学習活動 (◇) 評価・手だて (◎)

つ

か

み

予

想

す

る

1 問題を提示する。  |◇ 問題文を読んで 題意をとらえる。 ◎間週提示の工夫    :
・既習事項を想起できるように1数値

の提示の仕方を工夫する。

◎本時の課題をおさえる。

4

ldで 5ぷぬれるペンキがあります。

3 dlのペンキでは何ポぬれます力ヽ

2 立式をさせる。   |◇既習事項を生かして、立式をする。

睡憂1 匡ヨ ・煎時の|謂 を生かして,式を立てる。

5 問題解決に取り組ま

:せる。

◇既習事項をもとに、問題解決に取 り組 ,

机

◎既習事項を活用して間選胸竿決に

取り組むように助言する。



調

ベ

確

か

め

る

◇自分がどのようにして問題を解決した

かを説明し合う。

…

◇グループでの説明が終わったら,自分の

考えに戻り,自 分の考えを力目筆、修正した

リミ友達の考えを自分のノートに写したり

する。

日分数X分数の計算の仕方を考え

ることができる。 (観・ノ)

◎アイディアが浮かばなしザ己童に

は、ヒントを与える。

・自分が行つた操作やし自分の

考え方を腰]や絵などを使つ

て誰が見てもわかりやすい

ように書き表すよう鋤言す

る。

◎説明に肘 る手だて

・ノートの「マイアイディア」をも|とに

既習事項をどのように活用lィて解

決したのかを説明するように1す

る。
・司会役の児童が話し合いをrスムー

ズに進められてゝように必要な児童

には司会カードを用意する()

。自分の考えを筋道を立てて分かり

やすく説明するために、1則芋を表

す言葉を活用するように助言す

る。

◎多様な考えを引き出せるように、

教師が意図的に指名し発表させ

る。

◇自分の考えを発表する。

,日 自分の考えがと友達の考え.尾掛ヒベ

てよりよい課題解決がで逮Fる .

(発・ノ)

□分数X分抑 :計算の仕方を理解

する。(観・ノ)

数直線や`面積図などを使って、計算の仕方を考える.

・数直線や面積図などを使って,自 分の考えをノートにまと

める。

自分の考えを友達にわかりやすく説明する。

題国 。自分がくビのように考えたか友達にわかりやすく説明する。

8 考えを整理させる。 ◇友達から出された考えの共通している

部分を見つけたり、分かりやすい考えを

整理したりする。

本時のまとめをさせ

る。

◇分数X分数の計算の仕方をまとめる。

10 本時の学習の1辰 り返

りをさせる。

◇本時の学習を振り返って,わかつたこと

や気づいたことなどを書く。

◎本時の学習内容にそった振 り返

りができるように、具体的に感

想を書くように声を力鶏すこ3。

グループで考えを説

明させる中

全体でいろいろな考

えを発表させる。

4 研究のまとめ

説明の指導に力を入れてきたが、算数の授業だけでこのような取り組みをしても十分な成果は得られない。

相手に何かを伝えることは、普段の人間関係が良好であることや個々のコミュニケーション能力が発1達 して

いることが不可欠である。また、伝えることで、役に立ったり、充実感を覚えたり、お互いの幸福に,つなが

つたりという意義を感 lン安いことに|ま、積極的な説明の場面にはつながらないであろう。今後は、他:の教科

でも、「学びのトライアングノ町 を生かした授業を実践し、友達と学び合うことに楽しさを感じられノる子ど

もたちの育成に努めていきたい。    i
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第 4分科会
夢を持ち,仲間 と学び合 う中で,自 分 を拓 く子
～自分づくり,仲間づくりをはぐくむキャリア教育～

愛知 犬山市立犬山南JInL学校 川井栄治

1 主題設定の理由
フリーターが増加 ヒノている。その数は 200万人にものぼるといわれ,高卒就業者の 38%,大卒

就業者の 31%が フリーターとしての就業である。また,最近ではニー ト (NEET)と 呼ばれる
働かない

,・ 学ばない若者の増加も話題になり,そ の数は内閣府の調査 (平成 17年 3月 )では 85万
人を数えている。これらの原因は, 日本経済の長引く景気の低迷 といわれるが,そ れ以上に深刻だ
と考えられるのが,将来に夢や希望を描けなくなった子どもの増加であろう。
少子高齢化が進むヰ1で,産業・経済の構造的変化や雇用の多様イヒ・流動化を背景として,将来ヘ

の不透明さが増幅 している。こうした中,街には物が溢れ欲求ばかりが膨張 し,日 先の安易なかっ
こよさや気分に浸つて, 自分さえよければよいという風潮が広がっている。 自分の権利は主張する
が,誰かのために,みんなのために働こうとい う意識は薄れ,新 しい社会を形成 していこうとする
気概は見られなくなってきている。私たち教師が子どもたちを教え育む目的は,子 どもたちC)学力
を高めることも勿論であるが,そ の本義は一人一人のよさや可能性を見つけ,社会の形成者 として
のふ さわしい資質を育成 し,豊かな自己実現を図ることであると考える。

いつの時代でも,学校は夢を語れる場所であるとともに,限 りない可能性を秘めた子 どもたちの
夢を育む場所であってほしい。明 日の社会を担 う子どもたちの成長に,私たち教師の大きな夢を託
して,本研究主題 「

夢を持ち,仲間と学び合 う中で自分を拓く子」を設定 し,「 自分づくり,仲間
づくりをはぐくむキャリア教育」の研究に取 り組むことにした。

2 キャリア教育の提え:方

キャリア教育とは,中央教育審議会答申 (平成 11年 12月 )における定義では,「望ましい職業
観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身につけさせるとともに,自 己の個性を理解 し,主体的
に進路を選択する能力・態度を育てる教育」とされている。
本校では,キャリア教育を,全ての教育活動を通 して子 どもたちの夢を育み,生き方を支援:し て

いく教育,現実社会の中で生きる力,主体的に選択決定できる力をつけていく教育として捉え,キ
ャリア教育の視点で教育活動を見直 していくことにした。
本校のキャリア教育は,学校 と社会とをつなげ,仲間と学び合 う中で,い ろいろな思いや考え方 ,

経験に触れて,豊かな人間性を培 うとともに,自 分や友だちのよさを見つけ,肯定的な自己概念や
自己有用感を持つことを目指す。そ して,子 どもたち一人一人に毎 日の生活の中に,将来にむけて
の夢や希望を持たせるとともに,現実社会の中で生きる力を培い,主体的に自分の生き方を選択決
定できる力を育てていこうと考えている。

3 目指す子ども像と具現化するための手だて
研究主題を具現化するために, 目指す子 ども像を次のように設定した。

目指す子ども像

① 自分のことが好きといえる子に育てるためには → 自己存在感上自己有用感10実

将来の よりよい生き方を決めるには,ま ず 自分のよさや可能性に気づき,それを生かす ことが

大切になる。 自分 1の よさを見つけ,かけがえのない存在であると感 じることは,将来に対する夢
や希望を持ち,前向きに生きる原動力になるであろう。また,誰かのために役に立っているとい
う有用感を持たせることは,社会を形成する一員としての意識を持たせ,人 とのつながりの中で ,

自分の価値を見いださせるために必要なことである。
そのためには,教師は子 どもたち一人一人が, 自己存在感・ 自己有用感を実感できるように,

子 どもたちのよさや可能性を発見 し,伸長,充実,発揮 させるような構えを持つことが大切であ
る。そして,一人一人の存在を認め, 自分が誰かのために必要 とされているとい う感覚を持つこ
とができるように働きかけをしていかなければならない。
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① 自分のことが好きといえる子
③ 目標を持って,前向きに取り組む子

② ともに学び合い,高め合える予



② ともに学び合い,高め合える子に育てるために:ま → 感的関係の構 び合う場ldp設

学校は,一人で学ぶ場ではなく,常に友だちや教師,地域の人々とかかわ

場である。社会は多くの人との連携で成 り立っている。明日の社会をつくる
もたちを育てていくには,仲間とともに学び合い,高め合 う共同体的な感覚
切である。

そこで,子 ども,た ちの学びを教師中心から子 ども中心の活動へと質的に変
る。仲間とともに.共 同で取 り組む活動を増や し,互いを認め合 う学び合いを
り,集団に共感的関係を築き,子 どもたちが安心 して自己表現できる学び合
かなければならな|い。

子どもたちが自己決定をする場面を多くする。

課題が子どもた.ち にとって身近なものと考えられるよう

や提示の仕方,発問などを工夫する。

授業の最後に振 り返 りの場面を設定 し,個々の振 り返 り

る。 (振 り返 りが生きる=つ ながる授業づくり)

学級 目標が具現化 されていることが感 じられる授業づく

りながら学ん¬,い く

形成者 としての子ど

を持たせるこ11が大

換 し′ていく必要があ

随所で行 うことによ
いの場を設定してい

③ 目標を持って,前向きに取り組む子に育てるためには → 1自 己決劇 匡 り通 り活国
本研究における夢 とは,「 将来こんな人になりたい」とい うことだけをさすの|で はなく,た え

ず毎 日の生活の中IF意識 される 「未来への希望JF願い」「目標」としてとらえている。夢を実
現するためには,自 分の意志で目標を決定していくことが大切である。そして,自 己決定ヒ/た 目
標に向かって絶え間なく努力をし,活動後に自分自身を振 り返って,新 しい 目標を設定する段階
的なステップが必・要となる。

また,振 り返 りの活動においては, 日標に向かつて取 り組んだ活動を振 り返 り,自 己の学びを
価値づけ,自 分 自身の中に内在化 して,今後の活動に反映していく力を養つていかなければなら
ない。このような活動を継続 して行つていくことで,日標を持つて前向きに取り組む子どもに育
てていきたい。      ｀

4 授業の基本的な考え方

(1)授業構想の視点

子 どもたちが個々の考えを発表 し,そ の中から交流が生まれるような授業を創 り出していくた
めに,授業構想の段階で以下のことを意識 してプランを立てた。

導入の場面で課題設定の方法

と集団での交流が図れるようにす

りを心がける。   ｀

(2)授業の基本的な流|れ

Ａ

月

研

Ｆ

‐ｌ

ｈ

ｉ

(3)学びを深めるた1め の具体的な手だて

自己決定を促 し,話 し合い活動がより効果的に進んでいくようにするために,次のような工夫
を取 り入れてきた。
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1課題設定

2課題追求

畢・/とα凛翻活
1〕

3相互交流

畢
た嚇

畢
4振 り返 り

司
ク

ｒ
ｉ
ヽ↓早

学習内容の目的やねらいを明確にし,学習課題をつかませる。
学習の目標を各自で設定する。

子どもたちの多様な考えを引き出す手法を導入する。
半具体物,図 ,文字,言葉などで表現する活動を取り入れる。

ノー ト,小黒板,ホワイ トボー トなどを活用しながら,ベア交流や
グループ交流で意見を出し合つたり,全体交流で意見を深めたりする。

学習したことを振 り返り,分かったことやできるようになつたこ1と を
確かめたり,自 分のがんばりや友だちのがんばりを認め合つたりする。



① 仲間と学び合うjかかわ りを深める工夫

ア 机の配置
一斉学習や話 し合い,グル∵プ活動など学習のねらしヽ こ合わせて形態を工夫するようにして

いる。聴き合 う関係づくりを進めるために,コ の字型の机配置や,話 し手が前に出てきて話す
など,場面に合わせた効果的な机配置を考えてきた。

イ うなずき

聴く力はなかなか見ただけでは分か りにくい。そこで,話 し手に 「聴いているよ」 とい うシ
グナルを伝えるために うなずきをするよう働きかけている。「うんJ,「 はいJ,「へえ―」など
の簡単な言葉だが,声に出して反応することで,よ り集中して聴こうとする態度が生まれ,話
し手にも聴いてもらっているとい う安心感が伝わ り,やる気が生まれてくるメッセージ交換の

役割を果たしている。

ウ 子どもの発言が生きる.つながる板書

多様な考えを整理 し,つなが りや違いを意識 しながら子どもたちが話 し合いを展開 L″ ていく
ことができるようにするために,ネ ームプレー トを活用しながらの板書に取 り組んできた。

② 仲間との話 し合いを深めるために

ア 起立発言

子どもたちが自由に発言し,一人一人の自己決定力を高めるために起立発言を取 リス、れてい

る。指名発言との効果的な使い分けをするよう心がけてきた。
イ ホワイ トボー ド

ー人一人が自分の考えを持ち,それをできるだけ多く

するために,ホ ワイ トボー ドを活用してきた。

ウ スピーチ

話す・聴 く力を高めるために,朝の会や帰 りの会で ,

や うなずきを取 り入れながら,一人一人の話す力・聴 く

た。
工 話し合いのルール作 り

学級の実態に合わせ,話 し合いのルール作 りを行い
,

紹介する中で話し合いが広がるように

スピーチや振り返りを行い,起立発言
力を身につけるトレーニングをしてき

常時掲示している。

5 実践例

(1)各教科での実践

各教科では,自 分の好きなこと,得意なこと,興味や関心の持てることを探 ヒ′,将来自分の就
きたい職業や仕事への関心・意欲へつなげることをねらいとした。また,教科で取得 した.知識や

技能が,子 どもたちの夢の実現のための基本 となり得ることを意識 させて授業を実践 した。
～中学年社会科の例～

地域の産業や消費生活の様子,人々の健康な生活や安全を守るための諸活動について理解する
ことをねらいに授業を行つた。生産や販売:地域の人々の生活にとつて必要な飲料水,廃1棄物の

処理,人々の安全を守るための仕事に携わっている人々の働きやそこに従事 している人々θD工夫
や努力を考える学習を進めてきた。これ らの学習を通 して,私たちの生活が,多くの人の1努力や

働きによつて支え_ら れ,成 り立っていることに気づかせてきた。

具体的には,以下の職種の人たちに直接,その仕事の意義や役割の大切 さ,や りがいについて

話を聞き,働 くストの思いや願いを考えさせるようにした。

ス,パーマーケッ

桃作 り農家  ・

卜で働 く人

警察官

工場 (う いろう,牛乳,つけもの)で働 く人

消防士  ・市の環境課職員  0浄 水場職員

(2)総合的な学習の時FH7で の実践

総合的な学習の時間のねらいの 1つは,自 己の生き方を考えることができるようにするこ1と で
ある。これは自分自身の現在および将来の生き方について探究する学習であり,キャリア教育の

ねらいと一致する部分である。教科では,キ ャリア教育とのつながりや関連性に乏しくなりがち
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な活動も,総合的な学習の時間を使 うことで系統立てた指導ができると考え,各学年のカリキョL

ラムの見直しを行つた。

① 3年生

たくさんの経験 と知恵を持つているお年寄 りとの交流は,時代を超えた生きる知恵を学ぶこと
ができ,生きる力の大切 さを教えてくれる。お年寄 りと給食を食べたり,昔の生活の様子や携わ
つてきた仕事のこと,戦争の話を聞いた りというふれ合いを年に何回か継続 して行 うことで,お
年寄 りに対する尊敬の気持ちを培い,同時に福祉やボランティアヘの関心や理解を深めるように
した。

・

夏体み中に,地域の老人会とともに地区の公園清掃を行つた り,実際に福祉施設を訪問し,介
護の手伝いや話 ヒノ相手として介護士の仕事を体験 した子 どもも多数お り,学び合い助け合 うとい

う共感的関係を築くことができた。

② 4年生

過去の自分を振 り返るために,自 分の生い立ちに関わった人々 (両親・祖父母・幼稚医1教諭・

保育士)への取材を行つた。そ して,今の自分を見つめるために,何が好きか,何が得意か,滴
性は何かとい うことを考えさせた。身近な人の仕事調べから,社会には多様な職業がありそれぞ

れが支え合っていることを知った上で, 自分の夢を実現するためにはどのようなことをしていっ

たらいいのかを調べた。今,自 分は何をすべきなのかを考え,互いに発表 し合 う中で,様々な瑠t

業を友だちが目指 lノ ,努力 しようとしていることを知って応援 し合 うようになった。 1/2成 メし

式でこの思いを保護者に知らせ,lo年後の自分へ宛てた手紙を書くことで, 目的に向かつて生

活を送れるような活動を行つた。

0 5年 生

田植えや稲刈 りの農業体験,大 山近郊の工場などの見学を行い,子 どもたちは米や牛茅[ュ ,新聞

自動車などができるまでを自分の日で確かめ,働いている人がどれだけの努力や工夫をしている)

のかを知つた。見学を通 して,社会にはいろいろな仕事があることや様々な役害Jが あることにも|

気づいた。これ を)の活動を通 して,働くことの大切 さや苦労を知 り, 自分の将来の夢や職業を考
えるよい機会となった。

④ 6年生

大山で将来働 くこ1と のできる場所を調べようとい うことから「12歳 のハローワーク (大直1編 )」

の冊子作 りを行つた。 自分のふるさと大山の今を知 り,自 分の将来を考え,夢にl向 かつて努力で

きる子にしたいとい う願いを持つて取り組んだ。

働 く人の調査は 「物を売る仕事」「技術のある仕事」「その他の仕事」に分かれて行った。 自

分たちの住む町にも様々な職業があることを知 り,生活を支えていることに気づくことができた。

6 研究の成果

本研究の成果を測定するために, 自己肯定感,他者受容感,学習意欲動機づけなどを測定
・
する尺,

度を作成 した。昨年 11月 と今年 7月 に 3年生以上の児童を対象に測定を行い,そ こで得られた結

果を分析 したところ,以下のような結果が得 られた。

① 自己青定感 口促1者受容感の変化について

両方とも昨年⊂)H月 に比べて,7月 の数値の方が大きく上昇 し統計的に有意な差が見られた。

②働 く目的の変化について
「生活に必要なお1金 を得るため」や 「お金を儲けるため」 と回答する数が減 り,「や りたい仕

事をするため」,「 人の役に立つため」と回答 した数が増えた。また,F早 く大人:に なつて仕事を
したい」 と回答 L〆 た割合が,66.12%か ら79.34%ま で上昇をした。

0学習意欲の動機づけの変化について

学習意欲の動機づけの理由については,「家の人に言われるから勉強をする」 と回答する対人

動機が減少 し,「将来大人になって役に立つからJと い う希望動機や F問題が解けるからうれ し

い」とい う興味動機で回答 した数が増えた。

7 今後の課題

キャリア教育を進:め ていく上で,家庭や地域 との連携が不可欠であると感 じている。今後はこれ

までの研究の成果をヽ t)と に,さ らに家庭や地域社会,進学先の中学校 とも連繋を取 りながらキャリ

ア教育の研究を進め,子 どもたちの夢を広げ,生き方を支援 していきたいと考えている。
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第 5分科会

会場      算数教室  3階

助言者     大山市立楽田小学校校長

有田 高尉

発表者 0  13150～ 14:35
1学び合 う子どもの育成を目指して」

～算数科 4年 分数の指導～

練馬区立練馬第二小学校

教諭   園部ゆう子

発表者 0   14140～ 15:25
「自ら学び、生き生きと表現する子」

～算数科における弧に宇治日指導の工夫～

野田市立南部小学校

教諭   縄田 浩子

世話人     文京区立青柳小学校教諭  江口 育子
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第5分科会 ①
学び合う子どもの育成を目指して

～ 算数科CD学習指導を通 して ～

東京 練馬区立練馬第二小学校  園部 ゆう子

I 研 究 の ね らい

新学習指導要領は、「生きる力」を培 うことを基本的なねらいとしている。社会・経済が次々

と変化を遂げていく今 日、様々な問題を解決していくためには「生きる力」を身に付けてtr hく こ

とが必要となる。
「生きる力」を支史Lる ものの一つに「確かな学力J力ま挙げられる。確かな学力 とは、知識・技

能に加え、自分で課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動 し、よりよく問題
を解決する能力や資質のことである。確かな学力を構成する要素として「学び方」や「学ぶi蓄:欲 J

がある。意欲的に学習しようとする態度を育てることが、確かな学力の育成につな:が る。

意欲的に学習するためには、自分の考えをもって学習に参加する必要がある。自分なりの考え
がなければ、他者 と考えを比べることができず、学習意欲が低 くなってしまう。 1主 た、自分'の 考
えと友達の考えを比べることで、考えの幅が広がり、よりよい考えに触れることができる。指導

者が子どもたちに自分なりの考えがもてるように手だてを講 じ、学習中に学び合 う場を設けるこ

とが、子どもたちの学習意欲につながると考える。

学習は学校だけで行われるものではなく、それ以後も一生涯、続けられていくものである。社

会生活を送る上で、自ら学び、他者から学ぼうとする姿勢を身に付けていくことは、必要不可欠

なものである。その姿勢を身に付けていくための一方法として、学習の中に学び合いの場を設け、
算数の学習を通して、学び合 う子 どもを育成していこうと考えた。

“  Ⅱ 研 究 の 内 容

1 学び合いについて

本来、人は知的好奇心が旺盛で、知 りたい と思 うことにはおのず と関心を示す ものである。そ

れは、子 どもたちにもいえることである。学校では、主体的に学吾に取 り組む学びの場を、学習
の場で設けていきたい。

また、学校のよい面6D一つに、一人で学習 したことを皆で分かち合 うことがで 1き ることが挙げ

られる。子 どもたち一人一人の学びから、他者 との学び合いへ と学習を進めていきたい。

学び  … 学習者が主体的に学習に取 り組む活動
→それを支えるもの … 学習者の学習意欲 と、学習への動機付け

―    学び合い… 自分以外の考えを知 りたい とい う思いをお互いが くみ取 り、友達同士、信頼 し合
いなが ら、考えを高め合っていく活動

子 どもたちが学び合 うようになるには、次のような過程を踏んでいくと思われ る。

・ 自分の考えをもつ ことができる。
・ 自分腸t外の人の考えを認識することができる。
・ 自分の考えと比較することができるふ
。自分以外の人の考えを受け入れメることができる。
・ よい考えを合理的に選択することができる。

自分の考えをもてるよ うにするとともに、人の考えを受け入れ られ るように し、最終的に,よ り

よい考えを選択できる力を付けていきたい。

2 学習指導の工夫

び合い活動を取 り入れ る(1)
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学び合い活動を子どもたちが農農襲沈庇上五館ゑ賜爛iと 、      ■駐嚢場頭〕で取    ゛
り入れる。

具体的には、以下の二つである。

① 自力解決の場面で、「本目談タイム」を取 り入れる。

② 検討の場面で、子どもたちの学び合いの過程を指導者がとらえ、よりよい学び合いを

するための手だてをもち、一人一人の子 どもに働きかける。

① 《言力解決鍔 層

“

畔 り け ιl ―
「相談 夕4錆 ―》

相談タイムとは、問題を提示 し、子どもたちが自分である程度問題を解決した後で、自

分の学習状況を判断 し、それぞれのコースに分かれて学習を進めていくものである。相談
タイムを取 り入れると、子どもたちは安心して学習に参加 した り、考えを深めたりするこ

とができる。
・二人で盤決できない子どもは、教えてもらうことで解決の糸口を見つけることがで

きる機会が増える。
・自分の考えに自値のない子どもは、同じ考えの友達と意見を交換することで、自分

の考えに自信をもち、安心して学習に取り組むことができる。
・自信の

`墾

ろ子 どもたちにとっては、説明することで自分の考えをより確かなものに   ぜ

すること」ができたり、新たな考えに出会い、考えの幅を広げられたりする。

相談タイムを設定することで、検討場面にはいるとき、全員が自分の考えをもち、話し

合いに参加 しやす くなり、学習内容が全部できていると思つている子どもには、さらに理,

解を深めることができる。

相談タイムのコースの選択については、次の 4コ ースを提示している。            ・

・教えたい  ・教わりたい ・相談したい ・一人で考えたい

②《験討塀層でのギび_Aι l》

②の検討の場面では、子どもたちの学び合いの過程を以下のようにとらた。

子どもの学び合いの意識過程

B

C

D

E

。合理的な選択ができる。

↑
0考え方の比較ができる。

↑
・ 自分以外の考えを認識 しようとする。

↑
・ 自分の考えに固執する。

自力解決できない。

この意識過程に沿つて、一人一人の子の学び合いの実態をつかみ、単元を通 して手だて

を講 じ、よりよい学び合いができるようにしていこうと考えた。

<″への手だ τ>
具体的には、以下のような助言を学習中やノー ト指導などを通して行つて「いった。

「その考えのよいところはどこか。」「より正確にできるものはどの考えか。」
「友達の考えに目を向けていてよい。」「あなたの考えと似ているのはどれか。」

自力解決が難 しいと思われる子どもには、「できたような感 じ」、「分かつたような感じ」
をつかませていきたい。何も書けていない子 どもには解答を書かせて、「みんなで話 し合    =
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うときに、同じような説明があるか、よくきいていてね。」 と助言 してい く。安心感を作

り、参加意欲 を高めることができると考えられる。

(ア )の学び合お うとするような発間とは、以下のようなものである。

「自分の考えと同じか どうか。」

「解決の仕方でよいと思つたものはどれか、それはなぜか。」

「この次、使つてみようと思つた考えはあるか。」

など自分以外の考えに目を向けられるような発間をしてい くことを心掛けた。

発表・検討に入 る前に「自分の考えと同 じか どうか聞きま しょう。」 と声を掛 け、発表

後に 「同じで したか。Jと 発問 した り、発表がい くつか終わつた ところで、「友達の考えで

よいと思つたもの |ま あ りますか。Jと 発問 した りす る。子 どもたちの中には、 自分C)考 え

にこだわ りをもつている場合がある。まずは、自分以外の考えに目を向けられるように、

「子 どもたちの学び合いの意識 ill程 」でい うところの Cの 「自分以外の考えを認識 しrょ ぅ

とする」過程を目指 した発間をしていこうと考えた。

また、友達の考えにどのくらい 目を向けているのかを評価 してい く。そのためにも:、 そ

の 日の学習の中で、まずは 「よい と思った考えをした友達の名前」を、次に 「どんな考え

か」、「どのようなところがよいか」な ど、段階を踏んでノー トに書かせていく。少 し′ずつ

友達の考えに目を向けられるように取 り組む。

(イ )の 自分の 考えをもてるような手だてとして、相談タイムを取 り入れようと考えた。

集団で検討する場合、自分の考えをもつて学習に参加す るのとしないの とでは、学習意欲

に差が出る。自分の考えをもつていれば、他の考えと比べることができ、意欲 も向上する。

相談タイムは、 自力解決の場面での安心感 をもつた り、考えを深めた りす る学び合いの

場でもある。同時に、検討場面では、自分の考えをもつ機会にもな りうる場である。

(ウ )の話 lノ 方、聞き方の指導とは、学習全般 にかかわることである。一番伝 えたいこ

とを順序 よく話す、相手の顔 をみなが ら話をきく、分からないことは質問するな ど:基:本的

なことを日々の学習の中でお さえていく。

学び合い活動 としては、よく分かると思つた ら「なるほ どJと うなず く、いいな と思っ

たら言葉で伝 えた り、拍手をした りする、似ているような考え方をした ときに 「～ さんの

考えと似ているけれ ど…」 と付け加えなが ら発言するとい うことなどを大切にする。

(2) 別 目標を設定 し、子 どもを見つめる意識を高める

学び合 う子 どもを育てるには、教師が子 どもを見つめる目を高めてい く必要がある。そ

の一方法 として、①個別 目標 を設定すること、②各時間での子 どもの解決の予想 を立1て る

ことが有効であると考えた。指導者が個別 目標 を設定す ることで、子 どもを見つめる意識

を高めることができる。また、各時間での子 どもの解決を予想することで、子 どもを「見つ

める目をより確かなものに していくことができる。子 どもが予想通 りの解決をしていれば、

指導者が とらえる子 どもの姿に近い といえる。予想 と異なっていた場合は、指導の前後や

途中でも、子 どもを見つめる目を修正することができるか らである。
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号り筆凸|ヤ
与晨咆季予野鷲‰轟纂勤の到達度により、指

導者が目標設定をする。

O態度的な目標  …指導者が子 どもに期待する姿を書き出してい く0

「よりよい考えに目を向けよう とする。J「友達の考えのよ ィ``とこ

ろに気付 く。」「自分なりの考えをもとうとする。Jな ど

○学習内容的な目標…ABCの 3段階で 目標を設定する。

肇ぎ警謂]著響摯繁警Tttγttγ腎
爾

芳
t決

の予想を立てる。初めのう

どもの実態 と合わないかもしれないが、学習を追 うごとに修正をカロえる

実態に近付いていくと思われる。

(3)澪 どもの発言2
まずは子ど  `       とする努力をしていく0

また、子どもの発言の後にカロ点的なコメントをつけるようにする。そうすることで子ど

もは受け止められていると感じ、安心して学習に参加することができる。ほめられると意

欲も増し、「ちよつとやつてみようかな」と前向きに取り組もうとする姿も見られる。

(4)       学習指導を行 うl内
容に見通しをもつことで、安心感と学習への意欲が高

子 どもたち

ま る。単元の学習前に未習 内容 のプ レテス ト (単 元末の評価問題)を実施 し、学習 内容の

どの部分を分かるようにすることが自分の課題であるかを認識 させていく。

プレテス トを返却するときには、学習内容がどのくらい分かつているのかをめあての紙

にチエツクさせる。単元後に同じテス トを実施 した後にも、同じ項目のチエツクを行い、

学習前と学習後では、どの部分ができるようになつているのかを比べるさせる。そ うする

ことで、子 ども自身が自分の変容を実感することができる。成就感、満足感を得ることが

できると考える。

I 成 果 と課 題

・学び合い活動を取 り入れることで、学習感想に友達の考えのよいところを書いた り、自力解決

中に自分の考えをたくさん書く姿が見られたり、相談タイムで進んで自分の考えを発表しよう

とする姿が見られたりと、意欲の高まりが見られた。

・プレテス トとポス トテス トの結果を比べると、以下のような変化があり、学習内容の定着にも

つながつてli

相談タイムで、自分にあつたコ~ス ど は うに選択 させてい くのかヽよりよい指導者のかか

二丁努、

・

助言あ仕方を探っていく必要
rlあ

る
∫わ り方、助言の仕方を探つていく必安刀ゝのOo

子 どもたちの様子に合わせて、
~斉での相談タイム、 とな りの人との相談タイム、班での相談

・一 ヽ 一  ↓nョkン ノλ∩勢壼か1/な どいろいろな形を取 り入子どもたちの様子 に合 わせ【、
~貧 てυノ1｀国Ⅸ /‐

17kぁ 裏是な し、な どいろい ろな形 を取 り入

タィム、考 えごとに分かれ る相談 タイム、相談
―‐一 ヽ 一 ユニ h・ ふ スハバ トn右勧たのかを探 つてい きたい。タィム、考えごとに分かれる相訳 7■ ‐ヽη日

=入

∴葛あLi″Iり 有効なのかを探つていきたい。

れてみたoいつ、どのような相談タイムを取 り
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第 5分科会
自ら学び、生き生きと表現する子
一算数科における個に応 じた指導の正夫一

野田市立南部小学校 縄田 浩子

1 研究テーマ設定の理由

本校の児童は、明るく元気で行動的とい うよさを持つている。平成 10年度から平成 16年度ま

で、生活科及び総合的な学習の時間についての研究を通 して、子 どもたちのよさを伸ばし、「生き

る力」の向上に取 り組んできた。その結果、子 どもたち一人一人が、本気になつて学習活動に専念

することのできる場で、子 どもたち自らが「生きる力」を向上させることを実感できた。教科・領

域の学習にとらわれない横断的・総合的な学習の中で 「生きる力Jを向上させる単元を開発 L/て き

た。今後は、これまでの研究の成果を生かし、教科そのものが「生きる力Jと どうかかわるかとい

う観点から研究 していく必要性があると考えた。

そこで、本校では、前年度までの研究を生かし、算数科の学習を通 して、「自ら学 |ゴ うとする力 J、

「生きる力」の育成を図つていくことを目標に、上記テーマを設定 した。

2 研究の方向

・ 子 どもたちの「生きる力」「確かな学力Jを育み、

目指す。

・ 算数科における個に応 じた指導や 「学び合い」を実践 し「生きる力J「確かな学力Jを育んで

いく。

個に応 じた指導

一人一人の力を見極め、個に応 じてその子なりに伸ばす。人と比べるのでなく、一人一人C)学ぶ

意欲の向上を助け、一人一人の成長を喜んでいきたい。得意な子に足踏みさせてもいけない。個に

即 して評価 し、その子にあった適切な指導、助言、援助をしていくことが大切である。つまり、個

に応 じたきめ細かな指導がよりいっそ う求めらる。そこで、少人数指導の工夫による単元を実践 し

ていく。

また、基礎的・基本的な内容の指導を徹底するには、子 どもたちにとつて学習が自分のものと感

じられなくてはならない。子どもたちにとつて、学習する意味が感 じ取れる必要感1の ある機会 と場

に立たせる必要がある。そ うい う場で、自分から本気になつて学習する子 どもたちに効果的な指導

や支援をして、一人一人を伸ばしていく。一人一人が目的を持つて学ぶ中で、その子の基礎的・基

本的な内容を指導 していく。自らの精一杯の学びにより、「学力Jの向上を図ることができると考

える。さらに、子どもたちにとつて算数の学習が身近で楽 しいものになっていく多くの機会や場を

つくることで、学習 したことが自分のものとなり、基礎的・基本的な内容が身に付い ていくと考え

る。

学び合レヽ 11,みを主主主昌

本校では、「学び合いJを 「みんなと学ぶ」 と捉えていく。特に、今年度は授業の中で、「みん

なと学ぶJこ とを大切にしていく。

子どもたち一人一人が学習に主体的に取 り組み、自分の考えを表現することによつて、「みんな

と学ぶ」ことができると考える。それは、研究テーマである「自ら学び、生き生きと表現する子 J

を目指すことになる。 自分の考えを持つた り、発表 した り、友達 と共に、考えた り活動 した り、友

達の考えを聞いたり、質問した り、新たな考えをみつけたりと様々な活動が「みんなと学ぶ」時間

となる。その「みんなと学ぶJ時間を十分に確保するために、単元の見通 し計画や
11時

間の指導・in

程、少人数の指導形態を工夫 し、授業改善を図つていく。
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さらに、学級の仲間と交流する中で、おもしろさを感 じた り、自分の考えを整理 した リヒ〆て、

考える力を伸ばしていくことができると考える。また、「みんなと学ぶ」ことにより、考えるこ   ~
と、学ぶことの楽 しさにふれ、子どもたち一人一人の「生きる力」を伸ばしていけると考えた。

3 実践事例 1

(1)単元 た しざん (2)  第 1学年  10月 、 11月 実践  13時 間

(2)単元について

子どもたち:ま 、和が 10以下のたし算の学習を通 して、たし算の意味についてすでに学 Aノでい

る。この単元では、繰 り上が りのある場合の計算をどうしたらいいか考えていく。子 どもたちが

精一杯学習に取 り組む場をつくり、進んで計算の仕方を考えた り、表現 した りすることを通 して、

繰 り上が りのあるた、し算ができるようにさせていきたいと考えた。

そこで、まず、た し算をする必要性のある場をつくった。「プロックとば しゲームJを単元の

はじめに行い、勝敗を決めるために、た し算をしなければならない場を設定 した。立式 しなけれ

ばならない場をつくることによって、子 どもたちが進んで課題に取 り組んでいくと考えた。 10
個のプロックをとばし、円の中に入つたプロックの数を数える。 2回 とばす。 1回めと2回めの

得点を合わせる。得点の合計を計算する式をカー ドに書いていく。8+5、 5+5、 2+9な ど、

様々な式がでてくる。 1時間めは、そのカー ドをみんなで出し合い、その中から今まで学習 した  け

繰 り上が りのないたし算のカー ドを見つけ出し計算する。次の時間から繰 り上がりのある計算の

カー ドを取 り上げ、計算の仕方を考えさせていく。この活動によつて、子どもたちが、これから

どんな学習をしていくか「学習の見通 しJを持つことができると考えた。

また、この単元では、学級を名簿順に 2グループに分け 2教室で学習 していく。人数を少なく    `
することによって、子 どもたちは、学習に緊張感や責任感を感 じることができる。少ないメ、数な

ので、気軽に素直に発言できるよさがある。少人数であるからこそ、自分の興味ある教具を使え   ―

た り、具体的な操作i活動が頻繁にできた りする。そんな中で、一人一人の学習の場を確保 L′ てい

きたいと考えた。

また、自分の考えを 1年生なりに、自分の言葉や絵・図で表現 させていく。そして、一人じ一人

が主体的に学び、表現する中で、自分の学習を成立させることができ、「みんなと学ぶ」ことが

できると考えた。 さらに、自分 と異なる考えがあることに気づいたり、多様な考えを受け入れた

りできるようになり、学びの場を広げ、「学び合い」がなされていくと考えた。

また、問題づくりにより多く取 り組ませたいと考えた。自分で問題をつくり、解答を書く.つ
くつた問題は、友達に解いてもらう。問題づ くりでは、身の回 りの生活から、問題をつくらせる。   v
生活を学習に生かしていくことができる。問題をつくる量、解 くペース、解 く量は、一人一人違

つてくるが、友達の〉問題を解 く、友達に自分の問題を解いてもらう楽 しさがある。これ t)、 「み

んなと学ぶ」時間であり、「学び合い」と提えた。

一人一人が自分の考えを持ち、表現できるよう机間指導 し支援 していく。また、まちがいや考

える過程を共有 していけるよう指導過程や具体的な発間を考え支援する。

(3)単元の目標

・具体物を使いながら、進んで加法の計算をしようとする。      (関 心・意欲・態度 )

・既習の加法や 10の まとまりの考えを用いて、繰 り上がりのある場合の計算の仕方を考え.る 。

(数学的な考え.方 )

・ 1位数 と 1位数の加法で、繰 り上がりのある計算が正 しくできる。     (表 現・処理)

・ 1位数 と 1位数の加法で、繰 り上が りのある計算の意味やその方法がわかる。 (知識・理解 )

(4)単元の流れ (13時間)

①プロックとばしゲーム1をする。・・・・ °・・・・・・・・・・1時間              C
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②繰り上がりのある加法の答えの求め方を考え、計算する。・・・ 7時間

③文章問題を作つたり、解いたりする。・・・・ 二・・ .....2時 間
④計算の練習をする。学習のまとめをする。・ 攀・・・・・・・ 。3時間

(5)学習の様子と指導の実際

1時間めにプロックとば しゲームをした。ゲ

ームのや り方を説明 L′ 、得点の合計を計算する

式をカー ドに
'書

いていくことを話 した。子 ども

たちは、ゲームに夢申になった。そ して、た し

算の式を書いたカー ドを見合い、誰の得点が高

いか、た し算をみんなで した。今まで学習 して

きた繰 り上が りのないた し算は、す ぐに答えが

出せたが、繰 り上が りのあるた し算のカー ドを

子 どもたちが計算 しようとしたとき、す ぐに答

えが出なかった。そこぅで、今まで学習 した計算

の式のカー ドと、これノか ら学習 してい く計算の

式のカー ドにわけ、掲示 した (資料①). 資料①[1年 たし算 子どもたちが書いたカード]

子どもたちは、この結動により、今までどんな学習をしてきて、これからどんな学習をしていくの

か、はつきりと「学習の見通し」を持つことができた。そして、次の時間、このカー ドを使い、「き
ようは、野目さんの『 9+6』 の計算の仕方をみんなで考えよう。Jと 学習を進めた。子どもたちが、
「9+○」|ま、一つプロックを動かせば計算できることに気づいたところで、他の友だちのカー.ドで

同じように計算できるカー ドがないか見つけさせた。「平井さんの F9+7』 もでき'そ う。」 1ヒ 子ど

もたちは二自分たちのカー ドを中心に学習を進めていくことができた。「次は、誰のカー ドかな。J「ぼ

くのカー ドは、まだやらないのかな。」「次は、きっと佐藤さんのカー ドだよ。』と次の時間を楽:し み
にしている子もいた。

自分とかかわりのある意味のある課題であり、今までとは違 う「こんな学習をするんだ。」 1と いう
「学習の見通しJを持てたことで、子どもたちが、進んで学んでいくこ.と ができた。

単元の4時間めに「4+8Jの 計算の仕方を考える学習をした。一人一人がノー トに自分の考えを

書いた。 4人の子に入つ切り白画用紙に大きく書き写させ、黒板にはり、説明させた。説明が1冬
:わ る

その考えを別の子にプロックで操作させ、みんなで考え方を確認 した。この活動により、自分の考え
が誰と同じ考えなのか1を 考えたり、自分と違 う考えがあることに気がついたりすることができ、友だ

ちと共に学ぶ時FE5と なった。

また、9時間めに問題づくりをした。人つ切り自画用紙の4分の 1の大きさのカー ドの表に問題を、

裏に式と答えを書かせた。多い子で 3枚、少ない子で 1枚の問題カー ドをつくった。 10時間めに友

達の問題を解いた。自分のペースでどんどん解いていくことができた。友達の問題文を読んで、字が

読めないと、その子のところにいつて質問したり、「近藤 さんの問題、やつたよ。J「ぼくと同じ式の

問題だよ。」と友達とかかわりながら学習していくことを、子どもたちは楽しむことができた。

4 実餞事例 2

(1)単元 図形の面積   第 5学年  11月 実践 15時 間

(2)単元の目標

・図形の求積に必要な部分の長 さに着 目して、計算で面積を求めようとする。

(関心・意欲・態度 )

・既習の1求積方法をとにして、三角形や平行四辺形の面積の求め方や公式を考える。

求積公式を活用 し、基礎的な図形の面積 を求めることができる。
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・平行四辺形・三角形の面積の求め方や求積公式の意味がわかる。

(3)単元の流れ (15時間)

①平行醜辺F//の 面積・ 0・ ・・・・・・・・・・・ 4時 FH5

0三角形の面積
・・・・ 0● :● o● ...|...4時

FHl

③いろいろな形の面積の求め方・・・・・・・ :・ 2時間

④辺の長さと面積の関係・・・・・・・・・・・・ 2時間

⑤学習のまとめ 発展・・・・・・・・・・・・・3時 FHl

(知識 `理解)

(4)学習の様子 と指導の実際

学級全体をTl、 T2の 2名 で学習を進め

た。 自分な りの考えを持たせ、多様な考えに

ふれ させながら、グループの活動を取 り入れ

てい くため、少人数に分けずに取 り組んだ。

1子 どもたちす人一人が、 目的意識 をもち、

進んで学んでいけるように公園絵図を素材 と

して提示 した (資料② )。 公園の遊具の面積を

順番に考え計算 していった。子どもたちは、「次

は、この面積の求め方を勉強するんだ。J「 こ

の面積の求め方は、勉強 して、もうわかつた。J

など「学習の見通 しJ:を持つことができた。

三角形の面積の求め方を考えさせる授業で:ま、 4人 グループで学習を進めた。まず、課題に対し

て一人一人が自分の考 :え をノー トに書く.それから、グループの中で自分の考えを順番に発表する。

次に、グループの中の一人の考えを学級全体で発表 させた。

学級全体で発表す 15考えは、Tl、 T2が各グループから意図的に選んで四つ切 り画用紙の大き

さのボー ドに書かせておいた。発表は、ボー ドに書いた子で|まないグルニプの友達がすることにし

た。友達の考えを自分の言葉にしてみんなの前で発表することになる。書いた子は、友達にわかつ

てもらお うと一生懸命に自分の考えを伝えようとする。発表する子は、自分がわからないところを

書いた子に「どうして ?J「 ここは、なんて言つたらいいかな ?」 と質問する。 もちろんグループ

の他のメンバーも「こう言つたらいいよ。」「こうい うことだよ。Jと 自分なりに表現 しながらア ド

バイスしていく。少人数だからこそ自由な雰囲気の中で自分の考えを言 うことができ、友達の考え

をしっかり聞きとろうとする姿もみられ、友達と共に学んでいく時間となった。

5 成果 と今後の課題

少人数指導により、授業の中で、一人一人を評価 し、指導・支援 していく機会や場を多く持つこ

とができ、子 どもたちの学習意欲 も喚起できた。また、「学習の見通 しJを持たせることによつて、

子どもたちが、進んで学んでいくことができた。そして、友達とかかわ り合いながら共に学ぶ時 Fil

を設定することにより、自分の考えに自信が持てた り、考えを深めたりなど、「みんなと学ぶJこ
とができたと考える。

今後はさらに、子 どもたち一人一人の実態をしつかりとらえ、授業実践をしていく必要がある。

どの子がどれだけ伸びたかを単元全体で しつか り評価 し、子どもたちの学習意欲の向上につなげて

いきたい。また、一斉指導においてTl,T2の 役割をはっきりさせた り、少人数の分け方を正夫

した りすることにより、さらに個に応 じた指導・支援ができ、子どもたちの力を伸ばしていくこと

ができると考える。また、学年の発達段階に応 じた「学び合い」の指導形態やグループ編成等につ

いても研究を深めていきたい。

資料①E5年 面積 公園絵図]
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第 6分`科会

会場      6年 1組  4階

助言者     大山市立大山北小学校校長

加地  健

発表者 10  13:50～ 14:35
、「学び合 うよさを感 じられる学習指導を目指して」

～学習意欲を高める工夫 算数科～

練馬区立関町北小学校

教識   定方 久枝

発表者 0   14140～ 15:25
「わかる喜びを味わえる算数科学習」

野田市立山崎小学校

教論   船橋 高志

世話人    杉並区立人成小学校教論   山内 江美
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第6分科会 ①
学び合うよさを感じられる学習指導を目指して

学習意欲を高める工夫

東京 練馬区立関町北小学校 定方 久枝

1.主 題設定 の理 由

少子化の問題が問われる時代において地域社会のあり方が変わってきた。家族という範囲でも)自 分以

外にかかわる人の数は,減っている。近所づきあいも希薄となり、地域の中でのかかわりも減ったこ1と は

事実である。だからこそ、学校は子どもたちにとって限られた社会ではあっても様々なタイプの人とか

かわりを持つことができる場として成長には欠かすことのできない場所である。学校生活すべてにわた

る様々なかかわりの中で豊かな人間性が培われる。学習の場においても豊かにかにかかわりあっていく

ことで自分を見つめ、他者を認める心を育てていくことができると考える。

そこで算数の学習においても豊かにかかわりあっていく場を大切にしながら学習内容をしっかりと,

、身につけられるようにしていきたい。かかわりの中で「学び合うよさ」とは、

・学習内容が一人で考えたときよりもはっきりわかるようになる。

・ 自分の考えの価値が分かる。

・ 自分の考えを伝えることを学べる。

・相手を認めることを学べる。

の 4つの点であるととらえている。これらのよさを感じるためには、自分の考えと他者の考えを比較す

ることができなくてはならない。他者の考えを一方的に受けるのでは学習の効果は十分であるとは考え.

られない。担任する学級児童においては自分の考えを持っているが発表することに消極的な傾向が見ら

れる。学習が受身的になりがちである。そこで、まず自らが課題に取 り組んでいこうとする態度を育て

ることが大切である。児童の学習意欲を高められる学習指導を目指 していきたい。そして、学び:合 うよ

さを感じてほしい。

2.指 導 の工夫

(1)プ リテス トの活用

プリテストは本単元で学習する内容とする。このプリテス トによって児童に学習前の状況を把握させ

る。わからなかったことがこの単元でみにつける学習内容となる。児童には「わからないところをわか

るようにするJと方向性を持たせる。また、先行して学習し、学習内容が十分理解できていると思われ

る児童には、「わからない人にもわかりやすく説明できるようにしよう」という課題を持たせるように

する。

(2)1単 位時間の目標の設定

1単位時間ごとに、課題を把握 した後に自分の目標を書くようにすることで、自分の目標を明確にも

ち学習に取り組めるようにする。

(3)小集団での話し合いの時間の設定

○自力解決の時間の設定

自分の考えを持つことや、発表することに消極的な傾向が見られるが、まず、自分C)考えを持ち、そ
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の考えと友達の考えとを比較することから学習が始まるととらえ、1自 力解決の時FHIは必ず設定する。

○小集団での話し合い

自力解決後すく
゛
に全体:で話し合うと消極的な態度が強く現れ、一部の児童によって話し合いが進んで

いき、人任せの学習になることが予想される。そこで、話しやすい小集団で相談したり、教え合て〕たり

しながら安心感を持つて学習していけるような時間を設定する。

●小集団での話し合いの方法

① 4人又は3八、のグループを作る。基本的には座席順でグループを区切っていくが、わからな

いもの同士ばかりが集まってしまうと話し合いが行き詰まってしまうことを考え、学ブJ差を

配慮しながら)指導者が決めていくようにする。

② 司会、発表、最初に意見を言う人の役割を決め、学習への参加のしかたを明確にする。役割|

は、毎回交1替 し、全員が当たるようにする。

③ 司会の進め方を決め、話し合いが円滑に行えるようにする。

それぞれの考えを言う→「○○さん発表してください」 (司会も含めて全員)

質問を受ける    → 「質問はありませんか」

「今の質問に答えられる人はいませんか」

検討していく    → 「意見はありませんか」

④ グループでの話し合いで目指すものは、

◇ 全員が自分の考えを言う。

◇ 一人では解決ができなかった児童はわかるまで質問する。

◇ グループ全員が納得し、わかりやすく説明したり表したりできるようにする。

⑤ 各グループ|こ 画用紙を配 り、グループで話し合ったことをまとめる。それをもとに発表でき

るようにする。

③ 指導者は、話し合いの状況を観察 し、うまくいっていないグループに司会として入つたり、

司会者や発表者に助言したりして支援していく。

(3)学級全体の話し′合い.

・各グループの解決の方法を発表し、比較・検討していくことで、既習の内容から、有効なアイディア

や、手順、処理の仕方、工夫したまとめ方を獲得していくと考える。子どもたちから1出てきたことを

その良さに気づけるよう支援していくことが指導者の役目と考え、「○○すると分かりやすいね」「○

○の考え方だね」などと言いい、価値付けでききるようにしていきたい。

・各グループで話し合ったことを発表し、発表者の説明が不十分なところは同じグループの児童が補助

説明をする。

・聞いている児童はわからないところは質問し、解決法を明確にしていく。

(4)環境の工夫

問題解決で用いたアイディアをまとめ掲示し、以後の学習の手がかりとなるようにする。学習じ

たことを使えば、新しいことも見出していける良さに気づかせたい。

(5)評価の工夫

○学習中の評価
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・学習前に児童の学習の状況を予想し、実際の学習時の支援に役立てていく。

・ 自己解決やグループでの話し合いの様子を観察し記録していく。

・ワータシー トを用い、自己解決とグループや全体での話し合いで分かったことやなるほどと思った友

達の考えを書くようにする欄を設け、学習状況を見取る。

○満足度曲線による評価

・毎時間ごとに「課題をつかんだ時」「一人解決J「グループ解決J「まとめ」の時点のやる気度を数値

に置き換えてグラフに記録していく。

・「課題をつかんだ時」はその時点で記録するようにし、「一人解決J「グループ解決J「まとめ」の時点〕

は終末のまとめで振り返って記録していくようにする。

○学習感想による評価

・満足度曲線に現れた気持ちの変化の具体的な要因を知る。

・学習の理解の程度を知る。

○ポス トテス トによる評価

学習後の学習内容の理解をポストテストによって見取るようにする。ポストテストは「わからないと

ころを分かるようにするJと いう目標の達成が児童に実感じやすいようにプリテストと同じ内容:の もの

とする。

3.「小数のか け算J(第 5学年)の実践                          "
(1)単元の目標

○乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算のしかたについて理解 し、それを用いるこ1と ができる。ま   ・

た、計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

[関心・意欲・態度]乗 数が小数の場合でも既習の数量関係をもとにして、乗法の意味を提えよ.う とす

る。

[数学的な考え方] 既習の計算の仕方に関連付けて、乗数が小数の乗法の計算のしかたを考える。

[表現・処理]   乗数が小数の乗法の計算をすることができる。

[知識・理解]   乗数が小数の乗法の意味やその計算のしかたを理解する。

(2)学習の流れ                                        v
時 目 標 学 習 活 動

○ プリテストで、こオ■から学習す

る問題を知る。

プリテストをする。

2 ○ プリテス トの結果から学習の

目標を立てることができる。

プ リテス トの結果か らできた ところとできていないとこ,

ろをチェックして学習の目標を立てる。

学習のきまりを知る。

3 ○ 月ヽ数をかけることの意味を理

解し、整数×小数 (1/10の位

まで)の計算ができる。

lm80円 のリボン2.7mの 代金を求める。

友達の考えから、いろいろな計算の仕方があることに気

づく。

4 ○ 珂ヽ数X小数 (1/1_0の位まで)の

筆算のしかたを理解し、その計

算ができる。

題意をとらえ立式する。

2.3X2.8を 求める。

2.3X2.8の 筆算の仕方を考える。
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小数 X小数の筆算の仕方をまとめる。

計算練習をする。
ｒ
０ OJヽ数どうしのかけ算で、末尾の

0を処理する場合や、一の位に

0を補う場合の筆算ができる。

4.2文 7.5の筆算で、

0。 4× 2.3の筆算で、

計算練習をする。

0の処理に気づく。

の位に0を補うことに気づく。

6 ○ 純小数をかけると積<被乗数

であることを理解する。

l m80円 のリボンが 1.8mと 0.8mの 代金|を予想する.

それぞれのリボンの代金を求める式 80〉(1:8と 80
0,8を 計算し、積と被乗数の大きさを比べる。

積とかけられる数の関係を考える。

X

7 ○ 長方形の辺の長さが小数の場

合でも、面積を求めることがで

きる。

たてが 2.3c m、 横が 3。 6c mの長方形の面積の求礎〉方を

考える。

辺の長 さが小数の場合でも面積公式が使えるか調べる。

8 ○ 川ヽ数の場合でも交換、結合、分

配法則が成 り立つことを確か

め、計算のきまりを利用して工

夫して計算できる。

整数のときに成 り立った計算の決まりが小数の場合でも

成り立つことを調べる。

計算のきまりを使って工夫して計算する。

9 ○ 学習したことを用いて問題を

解くことができる。

ポストテストをする。

4.成 果 と課題

この学習指導では、「自分の考えを表していこう」「自分の考えを伝えていこうJ「教えたり教えても

らったりしよう」「友達の考えをよく聞いてわかるようにしようJと いう学習意欲が見 ら才lた。

プリテス トの活用は、単元を通して何を学習するのかがはっきりとわかり、日標を持:ち やすく、ポス

トテス トでの学習の効果がわかりやすかった。

1単位時間ごとに目標の設定をすることが、学習へ向かう心構えとな 3た。さらに、学習感想とつな

がるような目標設定の指導を行うことで単位時間と単位時間とのつなが りをもっと意識して学習を進

められたのではないかと思う。

小集団での話し合いを取 り入れた学習指導を行った。小集団の話し合いは児童にとって安心感 )を 持っ

て学習に臨めたと感じ13.初めは話し合うことに意欲を出し、次には一人でもできるようにしよ うヽと個

の学習を高めていこうとする姿勢が見られた。わかりやすく伝えようとする態度や友達の考えをよく聞

いてわかろうとする態度も高まった。その中で指導者の役割は「①話し合いの支援②全体の話し合いで

発表する内容の抽出③理解できていない児童への支援」である。②の役害Jを 主にすべきではあるが、①

の役割に時間をとられてしまった。その原因としては話し合いのさせ方が不十分であることが考えられ

る。話し合いのさせ方では課題の選択や、課題の与え方、話し合いのしかたの指導などについてこれか

ら検討していく必要がある。

学習意欲を持って、学び合うよさを感じてほしぃとぃぅ指導者の願いはあるが、理解が十分でないこ

とや、自分の考えをうまく表現できないこと、友達の考えを受けとめようとする態度が十分でな 1/hこ と

によって学習意欲が高まらなかったと思われる児童もいるので、今後の課題にしていきたい。
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第6分科会 10
わかる喜びを味わえる算数料挙習

千葉 野田市立山崎小学校  船橋 高諸i

1.は じめに

学校教育:ま、健康で知性 と徳性を備えた、心豊かなたくましい子 どもの育成をめざすと

ともに、生涯学習の基礎作 りの役割を持つている。また、大きく変動する社会に対し、心

豊かにたくましく生きていく児童の育成には、従来の知識伝達型の授業から、饉1ら 考え、

解決 していく創造型の授業に転換する必要がある。

本校教育目標 (つ 「積極的に学習する子Jを達成するには、児童の興味関心を高め、「わ

かるJ喜びを体感 し、一人一人が充実感を持てるようにすればよいと考えた。そこで、学

習活動の工夫や、一人一人の個性に応 じた支援や教具の工夫・効果的な学習形態の活用の

あり方の検討を始めた。これらの活動をベースとして、児童自身が持つている自分の良さ

を見つけ出 し、その力を発揮 しよりよく生きたい、より向上したいとい う願いを達成 し、

学校教育目標の「,い豊かでたくましい子J「積極的に学習する予Jの育成を図ろうと考え̀

た.

2.平成 16年度の取 り組み

本校は、平成 11年から5年間、総合的な学習・生活科の研究にとりくんできた。平成

16年度から、算数の研究に取 り組むことになつた。教科の変更により、最初に先進校を

視察 し情報集めを行つた。まだ、研究の方向性を見いだせないままだったが、実践を通 し′

て研究を進めていくことにした。 2学年ずつ 3回の授業研究では、学級T・ T、 少人数指

導、学年T`Tと 言つたさまざまな学習形態を試みた。プロックなどの具体物の操作を生:

にした展開や補助プリン トを活用した展開など、いろいろな形の授業を行つた。また、授

業研究とは311に 、学習資料の作成にも取 り組んだ。その一つとして「数 と計算」の領域に

関するステップ型 fFp「計算プリン トJを 自作。それを朝 15分の基礎・基本の時間で活用|

した。

3,平成 17年度の取 り組み

(1)研究の概要

本年度は、野田市の南部地区の 4校 (小学校 3校、中学校 1校)が 「学力向上拠点形成

事業Jに指定された。本校は研究主題を昨年度に引き続き、「わかる喜びを味わえる算数

科学習Jと し、研究主題の中の 「わかる喜び」を、次のように定義 した。

「わかる喜びJは結果も含め、過程にかかわることが明らかになり、納得 した喜びで

ある。

※「できる喜びJはできたという結果が表れた事に対する喜びであり、「わかる喜び

とは違 L
同時に、研究仮説 lま 「単元の内容に即 した指導法を工夫すれば、一人ひとりがわかる喜
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びが味わえる算数科学習が行えるだろう。Jと した。その上で、今年度の取 り組みの 3だ )

の重点を以下のように決めた。

A 学習形態や授業展開の工夫

B 学びあいを学習に取り入れていく。

C 資料の一つとして、「振 り返 リカー ドJを活用する。

(2)授業研究

① 10月 20日  第1回校内研究会

ア.3年 「Iし まりのあるわり算 J

〔学習のねらい1 あまりが出る場合も除法として計算のしかたを考えることがで

きる。

A l学 級を 2つに分けでの少人数指導で展開。

B はじめに「○人のグループ作 りJのゲームで導入。次に提示された素材から学

習問題をつかみ、出力解決を行つた。そのあと4人または 3人のグループでそF

れぞれの考えを発表 し、まとめたことを紙に書く。書かれた意見を黒板に掲示

し、各グループごとに発表。

C 授業CFD最 後に 「ふりかたリカー ドJに記入。まだ、使い始めて間もないが、き

ちんと記入することができた。

イ`6年 「分数 J

〔学習のねらい〕 分数十整数の意味と計算のしかたを理解する。

A 担任のみの指導で行 う。

B 素材1是示から学習問題をつかみ、自力解決をしたあと、 4人から5人のグルー

プの中でそれぞれの意見交換を行つた。そして、良いと思われるいくつかの意

見をホワイ トボー ドに書き入れていつた。そのなかで、 1番いい意見を選び、

各グループごとに発表。

今回の 2つの授業で、はじめて、グループでの話 し合いの場画を取 り入れた。グルー

プに分かれての話し合いで、多くの発表の機会が生まれ、意見交換が活発に行え、た。今

回の取 り組みで、教師の指示がグループでの学習の質を左右することがわかつた。次巨|

から、教師の発間を明確にし、指導案にも明講していくことにした。

② ll月 25日  第2回校内研究会

ア.2年 「か |す算 (3)J

〔学習のねらい〕 答えの増え方や交換法則で答えを求められることがわかる。

A 二人の教師によるT・ T指導で行 う。

B 九の段の被業数が 5ま でについて自力で解いた。答えの求め方をグループで仕|

し合い、全員が納得 した方法で残 りの九九を構成 していった。次に、九の段C)

秘密を |グループごとに探 し、ホワイ トボー ドに書き出していつた。いくつかα〉

班が発表 し、それについて意見や質FHlが たくさん出され、活発に学習した。

C 本時CD中 で書く時間が足 りなくなり、翌日に記入。

57



イ: 4年 「面積 J

〔学習のねらい〕 自分で考えた方法を用いて、ベン トミノを作ることができる。

A 二人の教師によるT・ T指導で行 う。

B 今年度から新 しく教科書に取 り上げられた、 5個の正方形を組み合わせ

た「ペン トミノJを使つた発展的な学習を展開 した。まずは、いろいろなペン

トミノを自力で考えていつた。次に個人が考えたペン トミノをグループの中ЦF

発表 し合つた。グループの話 し合いでは、発表順序や役割をあらかじめ決め、

一人一人の役割に従つてグループの話 し合いを行つた。その後、全体で検討 し、

発表されたペン トミノの落ちや重なりについて意見を出し合つた。

今回 |ま、児童が学習内容を見通せるように、教師の発FH5を 細かく検討 した。それを掲

示物にして、児童がいつでも確認できるようにした。学び合いの場面での役■ll分担を試

みて、学び合いと話 し合いの違い、本校の学び合いの定義を明確にしていく必要を感 じ

た.           _

012月 12日  第3回校内研究会

ア.1年 「ひき算 (2)J

〔学習のねらい〕 減法の場面に合つた言葉や絵を使つて、減法のFHl題を考えるこ1

とができる。

A l学 i級を 2つに分けての少人数指導。

B 既習事項を問題で確かめ、グループごとに話 し合つてひき算の問題作 りを行く)

た。一年生の発達段階を考え、問題文の前半部分を作る予、後半を作る予、作

つた問題を解 く子、作つた問題を絵に描いて表す子 と役割を分担 した。グルー

プごとに作つた問題を画用紙に書き、順番に発表した。

C 「振 り返リカー ドJの記入に慣れてきてお り、スムースに記入 していた。

イし 5年 「分数 J

〔学習のねらい〕 わ り算の商を分数で表せることを説明する
｀
ことができる。

A l学 級を 2つに分けての少人数指導.

B 今理]は 2+3="卜 を教師の方で教え、児童には 争 になる理由を考威L

させ、説明できるような授業を展開 した。考える手だてとして、教科書を見

て自1カ解決をする。 自力解決の時間を 5分 としたが、なかなか理由が思いつか

ない児童もいた。次に、グループ間で説明、教え合い活動を行つた。そこでは、

理由が考えつかなかった児童が友達の説明を聞き、質問する姿が見 lbれた。そ「

の後にそれぞれのグループでまとめた考えをホフイ トボー ドに書き、発表。

今回は、前回の授業の反省を生かし、「グループ解決Jを行つた。個人で考えるのと

は違い、みんなで考えていくことで、学習の理解を深め、自力解決が得意でない子も学

習する実感を持てた。ただ、これを学び合いととらえるか、検討する必要がある。

ギ
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(2)その性の取り組み

① 「計算プリントJの活用

昨年度作成した「計算プリントJのファイルを児童一人一人に作り、進級表にそつ

て進めてい、った.こ の計算プリントは6年生まで続け、 1冊のファイルとして保存 Lノ

ていく。

②「復習タイムJの設定

クラブ、委員会がない本曜日6校時に

指導を必要とする希望者に「計算プリン

師が指導に当たり、児童と1対 1ま たは、

の底上げを図つている。

「復習タイムJを もうけ、 3年～ 6年の個 Blll

卜Jを活用 した。「復習タイムJでは、全教

1対 2程度で学習を行い、児童の基礎学メF

4. 終わりに

3つの重点を中心に取 り組んでみたが、初めてのこともあり、試行錯誤 しながらの

研究でる。その申で以下のことが来年度への課題 として明確になった。

①学び合いの定義

学び合いを本校としてどうとらえ、どう考えるかを明確にする。本校職員が理解 し、

実践できる「学び合いJの定義が必要である。また、低学年、中学年、高学年に

おいて、それぞれの発達段階に応 じた児童の学び合 う姿を見いだしていく。

②教師の指示・発間の重要性

グループで学習する場合、教師の発FH5や指示によって、学習の進め方や学習の質が

大きく左右される。授業のねらいを達成するために、どのような指示・発間がよいか

研究する。

③基礎・基本〈つ定着

児童一人一人の学力向上を図るには、 1時間の中に、学び合いと学び合いのもとと

なる基礎・基:本の定着を図る場面を組み込んでいくことも考えていく。

④「振り返リカー ド」について

本年度から使用した「振り返リカー ドJで、児童が、毎時間の自分の学習状況を振

り返ることができた。また、教師が児童の興味関心、取り組み方を知る資料になつて

いる。さらに活用の方法を検討し、内容も充実したものにしていく。

今年度の取り組みで、一番の成果は、学び合いの方向性と職員の意識が高まったことで

ある。指導案検討で、いろいろな意見が出され、指導案を職員みんなで練り上げていく話

し合いができたと思う。 1年間の授業研究を通して、山崎小学校の進静道が少しぶつ見え

てきた。今年度の課題と成果をもとに、来年度の研究を進めていく。
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第 7分科会

会場      6年 2組  4階

助言者     協同学習研究会常任理事

丸山 正克

発表者 0  13:50～ 14:35
「学び合いのある学習指導を目指 して」

～算数 第 2学年の学習指導を通して～

練馬区立大泉西小学校

教論   高山 智子

発表者 0   14140～ 15:25
「学び合いを生む素材 とはどうあるべきかJ

～算数科における素材 との出会わせ方 と教師の指導法～

野田市立みずき小学校

教諭   桑原 伸幸

教論   矢島 基一

世話人    日野市立日野第五小学校教論 青木 裕子

づ
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第7分科会 Q
学び合いのある学習指導 を 目指 して

算数第 2学年の学習指導を通して

東京 練馬区立大泉西小学校 高山 智子

前書き

人は人とのかかわりの中で、いろいろなことを学び、社会性を身につけることができる。

他者と共存して生きていくには社会性を身につけていることが欠かせない。しかし子ども}

の現状としては、地域社会や家庭の中で人と関わり学ぶ機会が減つてきている。

そんな中、学校は、友だちと関わり、社会性を育てることができる貴重な場である。学

級の学習指導の中でも、自分一人の学習だけでなく、友だちと関わり学び合 う中で自分と

違つた考え方をl・inっ たり、それを受け止めたり、友達の考えをもとに新たな自分の考えを

作っていつたりする学びあいの機会を設け、子どもの社会性を育てていきたいと思つてい

る。

1.育てたい子ども

担任していた 2年生にとつての「学びあいJと は…

① 学ぶ意欲を持つて学習に取り組むことができる

② 友だちの意見を聞く姿勢を持つことができる

③ 友だちと協力して一緒に活動できる

④ 友だちの考えのいいところを見つ |す られる

2.指導の工夫

(1)学ぶ意欲を持つて学習に取り組むことができるための工夫

① 単元を見通せる導入素材を用いる

単元導入時に.単元の学習内容を盛 り込んだ絵図を用いることによつて、児童に学習する|

内容の見通しを持たせた。見通 しを持つことによつて、学習意欲を高める可能性がある)

と考えた。

学習時間毎にその時間の目標を持たせる

今日の学習内容がどんなものかを知ったあとに、児童に今 日の目標をワークシー トに書

かせた。目標を書かせることで、より主体的に学習に取り組む意欲が育つのπFはないか

と考えた。学習後には次時の学習の目標を書かせるようにした。それにより学習意欲が

単元を通 して持続するのではないかと考えた。

児童との信頼関係をつくる

意欲的に学習
|に

取 り組んだ り、友だちの意見や考えに積極的に触れるには、その基盤 と

なるものが必、要だと思 う。児童自身が教師によつて受 |す 止められている受容感を感 じて

いて、その学級の仲間との信頼関係が成 り立っていて、自分自身に自信を持つているこ,

とが基盤 と考えた。

その基盤を作:る ために、週末には下校時に一人ひとりと握手をして安心感を持たせたり、

児童のよいとこ.ろ を学級全体の中で誉め認めてやつたり、体み時間はできるだけ児童と

一緒に過ごし、児童の話を受け止めてやったりするようにした。また、学習中に発言を

②

③
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する安心感を持たせるために、児童の発言はまず受け止めるようにした。

(2)友だちの意見を聞く姿勢を持つことができるための工夫

①発表の仕方を教える、児童の発言への評価をする

自分の意見を発表するときに友だちと似ている意見のときは「～さんの意見につけたしで

す」と言 うようにした。言えたときには 「～さんは友達の意見を一生懸命聞いているね」

など具体的に評価していくことではめて価値づけてやり、身につくようにした。

(3)友だちと協力して一緒に活動できるための工夫

①レディネステス トの活用

今回の長い長さ (m)の学習には、既習の学習 (cm、 ■lln)が基本となるので、前回学習時

に行つたものと同じテス トを3ヵ 月後・ 6ヶ 月後に行い、本単元のレディネステス トとlノ

た。学習してから時間が経過することにより、児童の学習定着状況が変わるので、単元指

導にあたり、的確な児童の学習定着状況を知ることが、一人ひとりへの指導の仕方を考え
ψ

る材料となった。

②学習中の児童の様子の事前予想

子どもの実態を把握 して、毎時間、どのように児童が活動するか予想をたて、適切な援助

ができるようにした。学習終了後には、学習中の児童の様子を記録に残 し、ワークシー ト

や学習感想を含めて総合的にその時間の児童の学習状況を把握するようにし、次時の児童

の様子の予想に役立てた。                                   ・

③ 学習グループを作る

3人 1組を作 り、学習活動を進めた。作業をするときや、本時の目標を立てたときに互いの

考えを述べ合ったり、長さの予想の理由を話 し合つた りするときにも学習グループを用い

た。

(4)友 だちの考えのいいところを見つけられるための工夫          .
①学習感想を書く

毎時間、学習後に学習感想を書かせるようにした。今 日の学習についての感想 と、友だt3    v
の意見でいい所を書くとい うことを意識 させ、友だちのよさに積極的に目が向くように lノ

た。

3.実践 第 2学年 「長い長さをはかろう」

(1)単元の目標

[関心・意欲・態度]・ 測定対象に応 じて計器や測定、および単位についての理解を深める。

[数学的な考え方]・ 上位単位の必要性に気づき、既習の長さの学習をもとに、長いもの

の長さの表 し方について考える。

[表現・処理]  ・ lmの ものさしを正 しく用いて長さを測定することができ、その長

さを適切な単位を用いて表すことができる。

[知識 。理解]  ・長い長 さを表す ときはmの単位を用いればよいことや、単位の関係

を理解する。
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悔瞬 輌

学 習 内容

給 図 を見 て これ か らの学

習 につ い て知 る。

教 室 の入 り日の働 さを測
る.mと しヽ う単位 が あ る

こ とを知 る。
1職 とい う単位 の よ さを

実感 す る。

1靴 もの さ しの読 み方使
しヽ 方   ・

1職 =190cmの 関 係 を

理解す る。
lmと 思 われ ζ,と こ ろ

を探 す こ とで 1.皿 の量

感 を育 て る。
405 cm=4職5c激 な ど、
単 位 を変 え_て 表 す こ.と

が で き る。
1職 が 3つ 分 と 懸Ocmあ
る長 さにつ い て複 名 数
による表 L/方 を知 る。

対象に応 じて瀬切 な単位
を用いν

で長 さを表す。

〆

ゝ

　

／
ｔ

,前 関連 単 元 で 仰学 習 内容

の確認
・測 り方 、もの さ しの読 み

取 り方 の確 認
奪大 きな単位 1缶 用 いれ ぽ答

え の 数 値 が 41ヽ き く な:る

の で わ か りや す い こ.と

を知 る。

自分 の 体 な ど、で き るだ

け身 近 な 中か らた く き

ん の lmを 見つ け る よ う

換 を学 ん で い く。

lm=1.00c願 [を 実感 す る

う●cm、  1恥 l凱 甲l位 'で 目

盛 り をrて〕をす
‐
〔しヽ く と言十

測 に役 立 つ こ とに気 付

かせ 、長 さの ま とま りを

意識 させ て tr lく 。
。lmの 量感 蓬rつ か む。

・予 想 を立 て て計 測 し1要:さ

の感 覚 を育 て る。

・幅 だ けで な く高 さに対 す

る長 さの感 覚 を育 て 七Ь。
,計 測 対象 に高Flル てま商切 な

計器 を選 ぶ。
・予想 を立 て マr計 測 し長 さ

の感 覚 を育 て る。

とて も長 いもの、九 1/hも

の も工 夫 して測 れ る こ

とを知 る。
課題 をみで、計器 を工

夫 しよ うとす る。

３
官
ゑ
隠
塁
湖
■
卜
）

（織凛螂写直中瀬Ｔげ

５
燿
藤

げ

1職 テー プ もの さ し′作 り

教 室 ゆた て と横 の長 さ

を測 る

教 室 内 の もの を測 る

〔純
湖
沖
乳
げ

棚 の 高 さを組Jる

図書 室 の もの を測 ろ

ジ ャ ングル ジム lFp高 さ

階段 1段 の高 さ :を 測 る

校 庭 に あ る もの |を 測 る

学 習 の ポ イ ン ト

‐」
，
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4.成果 と課題

成果

単元学習終了後にアンケー トをとり、いつもと比べて今回の学習について感 じたことを

自由に書いてもらつたところ、「みんなで力を合わせ られたことが楽 しかったJ「 3人で力を

あわせるとい うCDが楽しかつたです。また何かをこの 3人でや りたいですJと いう意見が

半数あつた。友だちと学び合 うことの楽 しさやよさを自然 と子 どもは感 じ取つているのが

わかった。

学習時間毎に目標を書かせたのは、意欲的に学習に取 り組む姿勢を作るのに有効だつたD

また、学習感想を書く際にも、自分の目標に対 して振 り返る習慣が身についてきた。

学習に関する感想は以前にも書いていたが、友だちの考えについて書かせるとい うのは

初めてのことだつた。今回の学習後、友だちの考えを聞く姿勢は算数以外の学習時間にも

現れるようになった。「～さんの意見につけくわえで～」「～さんの意見と同じで～です」

とい う発言ができる児童は、この単元学習前はクラスの 30%く らいだったのに、学習が

進むにつれて 600/0く らいの児童が友達の意見を聞いて発言することができるようになっ

てきた。算数の学習を通して友だちの考えに耳を傾ける力がついてきたといえる。

教師が事前に児童の活動の予想をたてること、学習中に児童の様子を記録すること、学

習後に総合的に到達度を考えるということは、初めての取 り組みだつた。自分がいかに児

童一人ひとりをみているようで見えていないかがよくわかつた。また、机聞指導のときも、

偏つて指導にまわつているクセがあることもわかつた。適切にグループの学びあいの援助

をするために効果的な工夫だつた。

課題

・導入素材の工夫

絵図が児童に与える心理的効果はやはり大きい。児童の意欲を持たせるための全体絵図の

つもりだつたが、今回は不安要素に働いた部分も大きかつた。単元学習終了後のアンケー

トで、初めて全体絵図をみたときどう思ったかを聞いてみると、学級の半数が 「できるか

どうか不安だった」と書いていた。絵図をもつとかわいらしくするなどの工夫もあるだろ

うし、それ以上に絵図を提示する際の教師の取 り扱い方が重要な気がした。私は「これが

できたら博士になれるよJと 言つてしまつた。そのため、負荷と感 じた児童が多かったの

ではないか。もつと学習意欲を高める工夫を今後考えていきたい。 しかし最初の提示の仕

方はうまくできなかったものの、学習過程における活用度は高く、児童自身の学習の見通

しに絵図を活用するなどの効果はみられた。

・児童の評価項目の精選

今回の学習では、児童がワークシー トに書く部分がとても多かった。今 日の日標や自己

評価、次時の目標も書いた。2年生の段階で|ま次時の目標を書くより活動に時FH5を あてた方

がいいと思つた。

低学年の うちに、指導者からの受容感を充分に感 じ、友だちの意見に耳を傾ける力を育

てておくことが、中学年・高学年での学び合いの力をつけることにつながると考えた。け

れ ども十分に受容感を感 じることができていない児童や友だちの意見を踏まえて考えるこ

とができない児童もいたので、今後の課題 としていきたい。
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第7分科会 ②

学び合いを生む素材とはどうあるべきか
～算数科における素材 との出会わせ方 と教師の指導法～

千葉 野田市立みずき小学校 桑原 伸幸

1.は じめに

本校 :ま今年度より学力拠点推進事業拠点校として 3年間にわた り算数科を通 して研究を

進める機会を得 ることができた。それは同時に算数 とい う一つの教科を中心に、本校と lノ

ての「学力観Jをもう一度見据える良いチャンスだと考えた。
21世紀を担 う子 どもたちを育てて行 くにあたつて一番危惧されるの|ま、いわゆる従前

の 「学力Jが低下することではなく、「学ぶ意欲」が低下することである。そして、それ

は心配の種がつきない現在の社会の諸問題に少なからず関連 していると考える。ならば、

我々教師がはたしてどのような「学力観Jを持つて学校教育にあたつてきたのかを再度考

える必要性がある。
そこで、本校の目指す学力を以下のようにとらえてみた。
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(1)身につけた知識や技能を日常生活で活用できる力

(2)信頼関係の中から生まれる豊かな発想力

(3)互いに励まし、支え合 う学習態度

(4)認めら:れ る喜びや課題に取 り組む楽 しさから生まれる意欲
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そして、これ らの学力を身に付けさせる具体的な手だてとしてt「新 しい素材の開発 J

「温かい人間関係に基づく授業」「教え合い、学び合い活動の充実J「相互発表、課題解

決の場の設定Jを考えた。

中でも今年度 17rt「新 しい素材の開発Jに重点を置き、子ども達が学び合 う意欲を生む素

材を考え、そして、その素材の扱い方、つまり子ども達の学び合いを充実させる指導の在

り方を研究の柱 とした。
たしか iこ 「学、ぶ意欲Jを伸ばすことと子 ども達の温かい人間関係は密接な関係があるは

ずで、人間的つ |な がりの希薄な学習環境ではどんなに素材を工夫 しようと子ども達一人ひ

とりの「学ぶ意欲JIま向上 しないであろう。 しかしながら、 1年 目の研究をすすめるにあ

たってはまず |ま もう一度それぞれの学年の一つ一つの単元を見つめ直し、その単元の系統

性を考え、子ども達にどのような力を付けるべきかを考えることが重要であり、それを可b

とに子 ども達の実態に即 した素材を考え出し、どのように学ぱせるか、つまり教員の指導

技術をさらに磨くことで今後の方向性が見いだせると考えた。

〆
…………ら~“ ~‐ ―‐―‐―“一‐―“

l指導法 (学ぱせ方 )

学ぶ意欲 i 学び合い  :
.ヽ.疇 `…Ⅲ….こ“・・…・‐・・ノ

ヽ
‥‐
‥ノ

2中 学ぶ意欲が喚起された素材の実践例

(2年生 )

単元名

素材

目標

か1す_算 (3)
24ド ットの集合図形 (

アレイ図を見て、総数が

いての理解を深めること

・・ 2年生、 5年生の授業実践から

アレイ図)を囲みかけ算の式をつくる。
いろいろな式で表せることを知 り、かけ算につ

ができる。
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学習:問題

授業の実際

0をかこみ、
‐かけ算の式であらわそ うこ

lX
2X

3
4

(5年生 )

単元名

素材

目標

学習問題

授業の実際

底辺 X高 さ+2
2X6+2=6
4X3+2=6

1               

〆

・
~‐ ~…

…
Ⅲ …

じ ― ‐ ―・ ― “ ― “ ― ‐ ― ‐ ― ‐ ―
“

― ‐ ― ‐ ― ‐

、

1面積が 6c耐のいろいろな三角 |

ヒ111■′_____……………J

2+2+2+2+2+2+2+2
+2+2+2+2=24
2X9=18
2X10=20

2ずつふえる
2Xll=22

2ずつふえる
2X12=24

囲□匿≡三ヨ
2X2=43X2=6
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４
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２
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２

一一

一一
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一一

４

２

８

６

２
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Ｘ

Ｘ

４

４

４

２

２

２

一一

一一

一一

３

２

１

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

２

４

１

２ 5X4+4=24
5× 5-1=24

*夢中になつて24になる式を様々見つける中で、かける数が 10以上のかけ算や交換
法則、さらには薦lし算やり|き 算をつかつて数える方法に気付くことができた。

図形の面積
6cポの様々な三角形

顧I積が同じ三角形を底辺をそろえて分類することで頂点は ヽ
直線上のど

こにあつてもよいことを知る。

面積が 6cぷのいろいろな三角形をかこう。

lX12+2
3X4+2

6× 2+2
12X2+2

いろいろなかたちをつくろう
パターンプロックで正六角形をつくる
パタ∵ンプロックの形や色の特徴をとらえ、きまった形を構成できる。
いくつのいろでできるだろうか。

*様々な6c面:三角形を紙で作 りそれを分類する中で、底辺が決まれば、頂点が一直線
上にそろうことに気付 くことができた。

3.素材 との出会わせ方の実践例・・・ 1年生、 3年生

(1年生)

単元名

素材

目標

学習問題

授業の実際

緑    だいだい

黄色    白
赤   青

うさぎの顔は? 黄色

〔:亜亜IttII亜亘壼壼豫五五IID
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青 3つでできる (平行四辺形 ) 緑 6つでできる (正 三角形 )

赤 1つ、緑 3つでできる (台形 と正三角形)・ ・・・・全部で 9通 り

*前時に自由に遊ばせ、本字では色と形を確かめることから授業に入つたため子ども達

はいろいろな色でできるはずだとい う意欲を持つことができた。

(3年生)

単元名    長 さ

素材     2点 間の道筋を示した学区内の実際の地図 (縮尺をそえる)

目標     既習の考えを生かし、どちらが遠いかを地図上で考えることができる。

学習問題   どちらが遠いだろうか。

授業の実際

|どちらが遠いだろうか |

t._Ⅲ …́…Ⅲ….…Ⅲ…̀… '…Ⅲ…・一″……ノ
(方法 ) プ ロック・で調べ る

地図   は___

は lkm3 0 0m
・ “・・““・ は lkm1 5 0m

・
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か
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*自 分たちがよく知つている場所であ

ないためすぐにでも調べようとする意
とすることが'で

きた。

4.指導法の工夫によつて学び合いが高

るとともに見た日ではどちらが遠いかを半け断でき

欲がわき、様々な方法を見いだ し、結`果 をだそ 1)

(4年生 )

単元名

素材

目標

まつた実践例 4年生、6年生

等 しくわけよう

円を二等分にする

円の性質、角度の測 り方などを利用 し、円の分け方を考えることがで

きる。

円を等 しく3つ に分けるにはどうすればよいだろう。

卜
師
、

よ
教

＞

ンフ

を

・ いとい う言葉を導入時に引き出す。

児童二人で分ける。

「不公平」という声
イ
     ↓

円を公平に分けるという学習問題

②自力解決|ま短く、教室内を自由に歩き回らせ、友だちの考えを仕入れさせる。
・ノー トや考えが書いた物は机に広げたまま立ち歩く。
・自由に質問する。答える。話し合う。
・ 自分の考えがまとまったらすぐに席に戻り、続きを始める。

③発表者の考えをみんなで予想させる。「ス トップJ発間。
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(例)A子が円を4つに折り始める。
Fス トップJ「 このあとA子 さんはどうするかなJ

「中心がとれたので、分度器を置いて 120° ずつ測ると思う。J

「A子さんはそうするつもりだつた?J
「いいえ。」・・・ A子は 90° ずつ 4つに分け、 3つはそのまま、 1つ を3

0° ずつに分けた。

(6年生)

単元名    比

素材     50個 のものを比例配分する

目標     比の性質を用いて、全体の数量を与えられた比に分ける。
学習問題   どちらが遠いだろうかL

授業の実際
<こ こで使われた指導法>
①学習課題に必然性を持たせる。
(例)200円 、300円 、500円 をだしてあめを50個買つた場合公平に分ける

にはどうするかを考えさせる。
↓

金額の比で50個を分けるのが公平
↓

比例配分という考え

②グループでの話し合いは、解決に困つているものから発表させる。
(メ リット}

・ア ドバイスしようとする意欲が他のメンバーに生じやすい。
・解決している子ども中心の話し合いになりにくい。
・話し合いの中でヒントをつかみ、結果として自分で解いたという実感が生まれる。

5.成果と課題

(成果)

今年度はとにかく算数の研究の初年度で、常に手探 りの状態が続いてしまつた。 しか 1/

ながら、自分たちで単元を開発 した り、素材を吟味した りとい うことに研究の視点を当て

たことは一定の成果があつたと思われる。なぜなら、新 しい素材を作るとい うことは一見

無謀なことかもしれないが、算数を一から見直すことができたとい う点では教師一人ひと

りが真剣に授業を見直し、その単元の系統性をあらためて考えることができたからである。

また、過去の実践例を検証 しその上でもう一度指導書を読み直すなど、教員 としての基本     ―

に立ち返 り、竹れこそ生みのの苦しみを味わうことができた。学ばせ方、言葉の投げか iす

方、指導形態、発展教材に対する考え方、積極的に互いの授業を見合 うなど、その場限り

の研修にならず、継続 して取 り組むことができたことも大きな成果である。その結果この

一年のそれぞれの学年の実践をもとに本校独 自の年間計画の再構築にも着手しはじめるこl

とができた。

(課題 )

あげればきりがないが、来年度にむけて大きくは 2つの課題が残つた。 1つは授業の中

での子 ども達の横のつながりを更に深めるためにはどのような手だてを講じるかと言 うこ1

とである。本校 |ま学ぱせ方として、さまざまな形態をとつている。素材によつて、一斉の

方が子 ども同士をからませやすいのか、それともグループをつかつたほうが良いのか、様
々な指導形態の特徴をさらに分析 し、これまで以上に教師の意図とねらいをはつきりさせ

たい。 2つめは評価の在 り方である。今年度はそれこそ授業の中で何をもつて評価するの

かを各学年がそれぞれ考えを出し合つていただけで、学校全体 として深く研修できなかつ

た。 どのような評価が学校の実態に即して必要なのか実践 しながら検討 していく必要があ

る。

68



第 3分科会

会場      5年 1組  4階

助言者     野田市教育委員会指導主事

大関 健道

発表者 0  13150～ 14:35
「協同学習における再構成型

ヽコンセプ トマップ作成ソフ トウェアの有効活用J

～中学校 第 2学年 「電流の科学」の実践事例～

神戸大学発達科学部附属中学校

教論   上田 浩志

発表者 0   14:40～ 15:25
「感動ある学びの創造Jをめざして

～一人一人の学びを拡げる理科学習～
｀

大山市立大山中学校

教諭   河村 雅之

世話人    練馬区立練馬第二小学校教諭 杉山 達寛
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第3分科会 ①

協同学習における再構成型コンセプトマップ作成ソフトウェアの有効活用

～中学校第 2学年「電流の科学Jの実践事例～

神戸大学発達科学部附属住吉中学校 上田浩司

1.主 題設定の理由

これ まで本校 では授 業や特別活動 において「小集 団に よるグループ学習 Jを行 つて きた。

理科 において も実験・ 観察は もちろん、一斉授 業の 中に も小集 団活動 を導入 してきた。 そ

れ は 「協力 して取 り組 む こ と」「話 し合 い が活発 に な る こ とJ「 学び あい に よつて共 に伸

び るこ とJな どを期待 しての こ とであった。 しか しそ の実態 は、すべ ての小集 団が協力 で

きてお らず 、積極 的な生徒 と消極 的な生徒 には つき り分かれ 、生徒 の 中には 「すべ てお ま

かせ Jと い う態 度 を見せ る者 もいた。 単 に グルー プ分 け し、「協力 して取 り組 み な さい」

と指示 しただけの グループ学習では学習効果 は充分 とは言 うこ とはで きない。

そ こで、本校 では昨年 度か らジ ョン ソン&ジ ョン ソンの 「学習の輪 」
1)を

教科書 に、協

同学 習の仕組 み を取 り入れ た授 業 に取 り組 んできた。

協 同学習 の基 本 的構 成 要素 の 「相 互協力 関係 」「対 面的 一積 極 的相 互 作用」「個 メもの責

任 」「小集 団での対 人技 能 J「グルー プの改善手続 き」 を生徒 に意識 させ た。授 業 中の指

示や役割分担 で責任 を持 たせ る、個人 の持 ってい る情報 を交流す る話 し合い を持た ない と

授 業が進 まない、 とい う構造 を組 み込んだ授業 を行 つてきた。 さらに昨年度 以上 に 「対面

的 一積極 的相 互作用 Jを 活性化 した話 し合 い を促進 し、 どの生徒 も高度 な知識・理解が獲

得 で き る授 業 にす るた めに、再び 、 ソフ、トウエ ア 「あん ど う君 」 を導入す る こ とに L/た 。

2.研 究 内容

(1)研 究の構想

理科学習の 目的 のひ とつに 「生徒 が 目的意識 を持 ち意欲 的 に実験や観察 に取 り組み 、

科 学的概念 を獲得す るJが ある。 素朴概念 に疑 間を持 ち、 自ら工夫 した実験や観 察か ら

科 学的 に考 え規員J性 を発見 し解 決す る ことで概念の転換 がで きるよ うに させたい と言考 え

た。今 回実施 した 「電流 の科 学 」では、「オー ムの法則 」 と「直列・並列 回路 で C)電 流・

電圧 」で 自分 たちが行 つた 3種類 の実験結果 と、理科教育で よく用 い られ る 「水流モデ

ル Jや 「群衆モデル」の よ うな電流モデル を用 いて 、電流の特性 を理解す る こ とをね ら

い とした。 電流モデル別 に小集 団 を編成 し、「直列 回路・並列回路での電流・電圧 α)大 き

さの関係 Jと い う混乱 して しまいが ちな電流 の特性 が、電流モデル を用いて きちん と説

明で きるこ とが教科 としてのね らいで ある。

今 回 も協 同学習 の基本的構 成要 素の 1つ で ある 「対面的 一積極 的相 互作用 Jを 活性化

す るこ とと、小集 団内での思考 の外化・ 共有化 を 目的 として再構成型 コンセプ トマ ップ

作成 ソフ トウェア 「あん ど う君」
2)を

用い るこ とを中心 に単元 を作成 した。

(2)研 究の仮説

今 回の研 究 にお いて、①理解 力 の向上 と②小集 団の関心別編成、 についてその変化 を

確認す る。

①今回、協同学習の基本的構成要素を取 り入れた。個人の責任・役割分担 を明確 にし、

相互協力関係 を作った。 さらに対面的一積極的相互作用を活性化 させ るために 「あん

どう君Jを使用す ることにより生徒の会話がより活発にな り概念転換がお こりやす く

なることが期待できることか ら、生徒の理解力が向上す ると考え られ る。 これ を確認

す るために単元の前後においてテス トを実施 した。

② lク ラスのみ、モデルを提示す る 4時間 目までで 日常使用 している小集 団を解体 し、

5時 間 日以降は 自分が選択 した電流のモデル別に小集団を再編 し、他 クラス と同様に

単元を行った。生徒がテーマを自分で選択す ることで学習により関心を持ち、
1[ヒ

リ意

欲的に学習に取 り組む と考 えられ る。 これ を確認す るために単元の前後 においてテス

トを実施 した。   ′
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(3)研 究の内容

単元名 「電流 のはた1ら き」

単元 内・発展 学習 「電流 の科学 J(全 10時 間 )

.対 象 :第 2学年 生徒 123名

実施 時期 :2005年 10月 ～ 11月

単元 目標 :I. 電気現象 に関心 を持 ち、学習 した こ とを 日常生活 に活用 Lノ よ うとす
｀
る態

度 をr身 につ ける こ とがで きる。 (自 然現象へ の関心・意欲・ 態度 )

電新1の 流れ のイ メー ジを持 ち、説明す るこ とヽができる。 (科 学的思 考 )

電流 と電圧 の関係 、電流の Iま た らきについて説 明す るこ とがで きる.(観
察・:実 験 の技能・表現 )

Ⅳ .測 定・計測 のた めの器 具 を、 目的 に応 じて正確 に、安全 に取 り扱 うこ と

がで き、実験・観 察 の結果 を適切 に処理す るこ とがで きる。 (自 然現ュ象 に

ついての知識・理解 )

V.小 集 団の メンバー と協力 し課題 に取 り組 む こ とがで き る。 (協 同 と貢献 )

表 1:単 元 「電流の 1科 学」の展 開

協同学習の基本的構1成要素

①相互協力関係、②対面的一積極的相互作用、③個人の責任①小集団での対爛 鼠 ⑤分し―プの改塞籍識 き

授業の流れ

①基本実験で班 こrと に抵抗 の大 きさを変 えて、電流 と電

圧の大きさの関係 を調べる実験 をす る.(写 真 1)

②基本実験の結果をMD法 (マ ーケッティング ディスカ

ッション法)を用いて交流・共有する。 (写 真 2)

③ 基本回路 を水流モデル と群衆モデル を用いて説 明す

る。 (写真 3)
④電池・抵抗が 2個 (直列・並列)の 場合を自分たちが選

択 したモデルで説明できるよ うに、「あん どう君」を用

いて思考を外イト 共有化す る。

⑤電池・抵抗が 21回 (直 列・並列 )の 場合の確認実験 をそれ

ぞれお こな う。 (小 集 団ご とに抵抗の大 きさの違 うも

のを使用 し、結果をMD法 で交流・共有す る)(写 真 4)

⑥④で作成 したマ ップを、実験結果が説明できるように

修正す る。 (写 l真 5・ 6)
① 自分たちが選ん′だモデルで、電池・抵抗が 2個 (直列・

並列)の場合 C)実 験結果 (電 流・電圧 の大 きさの関係 )

を説明できるよ・う話 し合 う。 (写 真 7)

③水流モデル と群衆モデルの発表 を聞き、 自分が使わな

かったモデルC}特 徴を理解す る。 (写 真 8)

7■

Ⅱ

Ⅲ

時 単元の流れ 生徒 の主 な活動 ≫醸
Ｃ

夷

1 単元オ リエ ンテー シ ョン 協同学習の 目標 と学習計画:の 確認す る。 ①

2 実験 1「オームの法則 J 基本実験でオー ムの法則 を確認す る。 ③ ①

3 実験 I「オームの法則」結果交流 実験デー タの交流 と共有 ②③④
4 電 流 モ デ ル 化 計'画 電 流 のモ デ ル を のイ メー ジ を持 つ。 ① ③

5 コンセプ トマ ップ作 り① 電流のイメージをコンセプ トマップに記入する。 ①②③

6 コンセプ トマップ作 り② 電流のイメージをコンセプ トマップに記入する。 ①②③⑤

7 実験Ⅱ「直列・並列回路の電流・電EJ 発展実験 で電流 の特性 をつ かむ ③ ④

8 実験 Ⅱ結果交流 実験デー タの交流 と共有 ②③④
9 コンセプ トマップ作り③ 電流の特性をコンセプ トマ ップでまとめる。 ①②③
10 コンセプ トマップ作り0 電流の特性 をコンセプ トマ ップでま とめる。 ①②③⑤

写 真 1 基 本 実 験

写真 2実 験結 果交流 (MiI〕 法 )



ホ灘鸞ゞ 島

写真 3J劃障孵:を表した電幣覆カレ 写真 5あんどう君を介 L′ た

積極的な話 し合い

写真 6あんどう君を介した

積極的な話 し合い
写真 7結 果説明の練習

理解 を深めるために

協同学習の基本的構成要素のひ とつである対面的―積極的相互作用を活性化 させるた

めに個人の思考壱f外 化 し、共有化す る必要がある。そのため「あん どう君 Jを 使用 した。

「あん どう君Jと はコンセプ トマ ップをコンピュー タで作成す るソフ トウェアである。

その最 も大 きな特徴は、 リフレクシ ョン機能である。 これはコンセプ トマ ップの作成過

程 を再生できる機能である。小集団を構成す る個人が持 つている考 えやイメージを言葉

に しコンピュータに入力す る。お互いに どんな考えを持 っているか理解でき、 自然 と会

話が活性化 し、小集団全員の思考が発展 し、理解が深 くなつた。下の写真 7・ 8は あん

どう君の画面である。 4人 が 自分の持 つている電流の知識やイメー ジを記入 し、実験を

す るたびに修正 し、完成 させた ものである。図中には電池 e抵抗 ともに 2個 まで しかか

かれていないが、 3個 以上の場合で も電流モデルを使 つて説明できる者が多かった。

騨 騨 騨 扮 訃 輔 蝙 熾 繭 疵 爾 繭 轟 轟 塵 轟 轟 轟 轟 墜 墨

」鬱

写真 10

72

他の小集団との結果交流

写真 8電流モデルごとの交流

写真 9電 池直列・並列のときのマ ップ 抵抗直列・並列の ときのマ ップ

国 瑕 :は M7iS螺亀
響 響 i 醐 凩  ザ 欝

国      ~   ~ 塁鑢翻 腰愛]

圏匝薗 躙
冒財聯 編

闘  饉 l



(4)研 究の結果 と考察

知識・理解への効果 をプ レテス トとポス ト

テス トは同 じもC)を 単元の前後に実施 した。

群 テス ト 平均値 標準偏差

対照群

(3組 )

フ・レテスト

ホ・ストテスト

3.27

4。 11

1。 84

1。 67

実験群

(1・ 2・ 4組 )

フ
゜
レテスト

ホ・ストテスト

2.79

4.13

1。 82

1.70

テス トを実施す るこ

結果は次の表の通 り

とで検証 した。 2回 の

である。

3組
(関 心別小集 団 )

1・ 2・ 4組
(普段 の 学 習 班 )

プ レテス ト 3.27 2.79

ポス トテス ト 4。 11 4。 13

有意差 1% 有意差 な し 有意差 あ り

全 クラスで平均 は上昇 した。 しか し 3組では有意差 が認 め られ なか ったが

組 で は有意水準 ]_°/。 で有意差 が認 め られ た。知識・理解 へ の効果 は は つき り

いが表れ た と思 われ る。

4ク ラス 中 1ク ラス は小集 団 を解体 し、教材へ の関心が一致 して い る者 ど

され る小集 団を再編成 した。他 の 3ク ラスは普段 の学習班 をそのままに し、

にテーマ を選 ばせ た。結果 は次の表 の通 りであ る。

要 因 SS df MS F

群 2.45 2.45 0。 73ns

個人差 358.7 108 3.32

テス ト 58.4 58.4 1_9, 41

群 Xテ ス ト 3。 12 3.12 1.04ns

個人差 Xテ ス ト 324.7 108 3。 01

Total 747.4 219

2群 の分散分析 を行 つたが有意差 は認 め られ なか つた。小集 団の関心別編成 の効果 は

今 回は表れ なかった。授業 を行 つた感想 としては、教材 への関心が与 え られ た ものであ

ったた めあま りなか つた こ とと、関心が一致 してい る者 同士 とはい え急速編成 した小集

団 よ りも 日頃の学習や 生活 か ら行動 を ともに してい る小集 団の方が、話 し合 いが活発 ЦF

あった よ うに感 じられ た。「本目互協力 関係 Jの 中には小集 団 としての熟成 度 も含 まれ る

よ うに考 え られ Z5。

3.今 後の課題

本研究 で取 り組 んで きた再構成型 コンセプ トマ ップ作成 ソフ トウェア 「あん ど う君」

の協 同学習へ の利 用 は、現 2年生では 「電気 の科学」で 4回 日であ る。今 回初 めて、背

景 に回路 図 を貼 り付 け、そ こに考 えを ラベル に して貼 り付 けてい く、 とい う方法 を とつ

た。 とま どつた生徒 もいた が、過 去 3回 で慣れ たのか、ず いぶん活 用 で きるよ うになっ

て きた。特 に回を重 ね るご とに役害1分 担のスムーズ さや理解 に時間 のかか る生徒 への優

しくて細 かい声か け、 な どの 「相 互協力関係 」は向上 して きてい る。 また情報・ 意見交

換 な どの 「対面的 ―積極的相互作用」 はあん ど う君 を使 う場合で もそ うで ない場治 で も

確 実に活性化 され て きてい る。 しか し昨年 か ら課題 であつた意見交換 が課題解決 にな っ

ていなか つた り、科学 的ではない方 向に拡散 して行 くな ど、小集 団 に よつては相互作用

そ の ものは活性化 してい る ものの、その内容 が無意味な方 向へ進 ん でい く場合が見 られ

る。 引 き続 き話 し合 いが活性化 され 、 内容 が科学的で有意義 にな るよ テにす るた めの、

教 師の課題提示 6D方 法や声 か けの しかたな ど、 さらなる工夫 が今後 の検討 課題 で
'ら

る。

参考文献・ 資料

(1)JohnsOn&JohnSOn杉 江修治他 (訳 )『 学習の輸～アメリカの協同学習入門』二瓶社

(2)再構成型 コンセプ トマップ作成ソフ トウェア 「Reflective Mapperあ んどう君 J

稲垣成哲・舟生 日出男・ 山口1党 司 (2001)「 再構成型 コンセプ トマ ップ作成 ソフ トウ

ェアの開発 と評価」 日本科学教育学会『科学教育研究』第25巻 ,第 5号 ,pp.304-315.
http://www2.Llobe― u.ac.jp/～ inagakis/undOo html
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第8分科会 ②
「感動ある学びの創造Jを めざして

様々なかかわ り (事象 とのかかわ り、仲間 とのかかわ

しての自己とのかかわ り)の 中で、心に響 く発見を した

とのかかわ りを持つ ことができた り、 日標 を達成 した と

つた りす ることで心が動 くとい う学びの姿 ととらえる。

第 37日 全国協同学習研究会

～ 一人一人の学び を拡 げる理科学習 ～

愛知 大 山市立大 山中学校 河村 雅之

1  は じめ に

子 どもた ちが 主体 的 に学 習 に取 り組 む姿 こそ 、学 び の姿 で あ る。 本 校 で は、

「学びJを 次のよ:う にとらえている。

り、そ lじ て反省 と

'
り、共感的な仲間

きの成就感 を味わ

2 感動ある学び

心が満た され る充足感。人が感動 しているときに味わ う心の動 きである。学

校教育活動 にあつて、生徒が感動することこそ、その活動の 目的が達成 され、

生徒の成長が促 されていく。教育活動は、心の耕 しである。そ うす るには、感

動体験が最 も重要であ り、かつ、当然追究 されることである。

教育活動の中心は、授業である。学校生活は、授業がその大半であ り、生徒

は、授業で育つ。授業の場で、生徒の学びが保障 され ることで、将来にわたつ

て学び続ける、 自ら学ぶ力が育まれてい くことになる。

本校の進むべ き方向は、授業を中心 とした教育活動全般で生徒を育てて くこ

とであるが、特 に、意識 してい くことは、「感動ある学び」を どう創 つてい く

か とい うことである。

そ こで、「感動ある学び」 とは、前述 の とお り、様々なかかわ り (事 象 との

かかわ り、仲間 とのかかわ り、そ して反省 としての 自己とのかかわ り)の rtlで 、

心に響 く発見を した り、共感的な仲間 とのかかわ りを持つ ことができた り、 日

標 を達成 した ときの成就感 を味わつた りす ることで心が動 くとい う学びの姿 と

とらえることができる。

なぜ今 「感動 ある学び」なのか とい うと、それは、生徒が真 に自らの学びを

獲得 してい くために、心が揺 さぶ られ、教材や仲間 と積極的にかかわつてい く

ことが不可欠だか らである。感動 を求めての学びの追究 こそ、このね らいが達:

成できるもの と考えられる。そ して、 この活動か ら生まれて くるものは、生徒

の 自ら学ぶ力 とよりよい人間関係 に支え られた真の学びの姿である。

課題・教材 との出会いを心で受け止 め、仲間 とともに積極的に高め合い、 自

己をふ りかた りなが らより高い価値や考え方を持つ とい う「学びJの 姿を、生

徒 に求めてい くとともに、教師 自身 も求 めてい くことで、「感動 ある学びJが
創造 されてい くことになる。

各教科の学びにおいては、生徒の 「感動」を具体的な姿 として設定 し、その

姿に迫 るための手だてを講 じてい く。
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3 理科がめざす感動ある学び

教材 に出会った ときの驚 きと不思議 さ、疑間が溢れ る顔。 この場合、授業の

導入部において、生徒 をどのように教材 と出会わせ るかの工夫が大切になる。

また、共に知恵 を出 し合い、課題や問題 に挑戦 し一つずつ解決できてい くとき

の成就感 を個 とヒノて味わ うことができる学びの流れ。 この ような手だてを構築

してい く。

仲間 と共に 科学する目

理科 に お ける F感動 J

を育てる 理科の学びづ くり

※科学する目…嘔問題解決GD能 力

「感動ある学び」その手だて

自然界の嫌々な現象を科学の日で見てい くと、よ り具体的にそ して

よ り単純なこととして とらえることができる。

理科学習の 目的

自然に対する関心を高め、 目的意識 を持 つた実験観察を通 して

科学的に調べる能力や科学的な見方考え方 を養 う。

最近 ,テ レビ、書籍等によるマスコミ上で、お もしろ科学実験なるものが数

多 く流れてい る。大人 も、子 どもも、「科学 つてお も しろい」 と思 うことので

きる情報があふれている。 ゆとり教育の中で、なぜか"理科離れ"が クローズ

ア ップされていζ3。

お もしろい とか楽 しい とかは、受容す るInlIの 感情であ り、与える側が決め ら

れない面 もあるが、多 くの子 どもたちに、楽 しい理科 を経験 させ られ るよう支

援体制を構築 していかなければな らない。

理科 とは、 自然の事物現象 とのかかわ りを科学 として追究 してい くものであ

る。また、仲間 とのかかわ りを大切にす ことで、学び合いを創 ってい く必ら要が

大きい。や る気が旺盛になる生の体験t生活 に役立つ直接体験を通 して、物事

を科学的に考える力を養成 してい く。一方、興味のない子が多いの も事実であ

る。ふ り返れ ば、小学生においてはその食いつきは印象的である。 ここに,は 、

は じめての経験そ して、出会いの感動がある。

本校の理科教 1等 の 目指すべ き方 向は、「仲間 と共に科学す る 目を育てる理型

の学びづ くり」をテーマ として、教材開発 と科学的情報の醸成に 1あ る。

具体的なかかわ り_を 基本 としたアプ三二二         あヽ !」 三
'わ

墾

ったぁ !」 「なる亘                       てい くことにある

と考えている。

法則・知識
―

 生の体験  暉霊専ン  納 得 !
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かかわりを大観]に した、感動ある「学び」の実践例

(1)本物に積極的にふれ る

O ダイナ ミックな地層 とのかかわ り

-1年 知多地層学習―

「大地 とその変化」の学習では、実際の地層

の露頭観察が不可欠 と考えている。幸い大山市

には、第二紀層や古生層が分布 している、

しか し、生徒の見学できる露頭 としては、規

模 が決 して大 きくない。そ こで、本校では、 こ

こ数年、ダイナ ミックな地層 に直接触れ ること

で、地層 の空間的な広が りを直接身体で体験で

きるよう、一 日がか りで地層学習に出か |す てい

る。観察対象は、知多半島に分布す る第二紀層である 「師崎層群Jの 堆

積物、「古布の摺曲」そ して、海食台である。 また、化石の採集 にも挑

戦 して、一 日を終える。

この学習では、ほ とん どの生徒が積極的に地層観察にかかわ り、その

空間的広が りを体験できることになる。

0 授 業 の 中 で 動 物 園 を活 用 して

… 2年モ ン キ ー セ ン ター 学 習 一

I 目的 0 直接体験 を通 して、動物の生き機を知る。

O 動物 (生 命)へ の興昧 口関心を高める。

O 多様な動物の世界に 目を向ける。

O 公共施設の利用の仕方・ マナー を実践する
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Ⅱ 現地学習の流れ

内  容 1234組 生徒128名 567組 生徒 96名

0ビ ジターセンター前
に集合

●入場 日か らビジター
センターヘ向か う

0入 場 日か らビジター
センターヘ向か う

0活 動 勝l容 と動 き ● レクチャールーム内
へ移動

●日程説明 を聞 く
0西 日所長のお話

0レ クチャールーム内
へ移動

●蘭穣冨逸明を聞 く
◎西日所長のお話

学芸員 さんのはな し  :

0集合
         |

0南園の見学      i

0レ クチャールームに  1 e園 舎 (北 園)を 爾 り、
サルの観察をする。

3ゼ摯彎彎・ T′～
に集合

●レクチャールームに
て学芸員からの購畿

0ビ ジターセンター前
申._.瞑量 魚 _…“…"………‐…嘔
e圏 内 (南 園 )を 自由

、J二 重 虹 鎧 L_ェ ___⌒ _ニ ー ー ⌒ 一 一 ^一 一



学習指導要領解説 にもあるように、野外観察や動物園・博物館の積極

的利用は、生徒の学びを拡げるためにも重要である。また、生徒 自身が

真 に学ぶ環境づ くりにおいても、本物 とのかかわ りを大切に してい くこ

とを考えた。

は じめに、モ ンキーセ ンター学習 を どの よ うに位置づけるかである

が、 2年生 「動物の種類 と生活」では、脊維動物を申心 として、様々な

動物の行動観察、形態調査をす る。大山市には、世界に誇 る「日本モ ン

キーセ ンタ∵」 とい う「サル」だけの動物園がある。 ここでの学習が、

動物の生活や行動についての認識向上につながると考えた。

実際の授業の様子は、前掲載の表の とお りである。

サルの行動観 察

(2)一 人―メ、がかかわる

実験室での授業では、基本的に 4人

識、 目的意識 を確実に させ るための 「

習に役 立てている。

また、顕微1鏡 観 察等 、一人 に一台

の環境 を整 え、学習へ のかかわ りが

必ず起 こるよ う配慮 している。

グル ー プ中でのかか わ りでは、ホ

フイ トボ∵ ドや 大 きめの画用紙等 を

活用 し、生徒:個 人 の考 えを仲間 と共

につ な |ず 、拡 げてい く活動 をす る .

この こ とに よ り、すべ ての生徒 が よ

り積 極 的 に学 習課題 にかか わ り、学 び が深 め られ るきっか iす となつている。

5 おわ りに

かかわ りを大切に して、感動ある学びをつ くろ

いる。その中で、最 も注視 してい くべ きことは、

ある。 これが高ま らなければ、本末転倒 となる。

くかかわ りなが ら学ぶ ことのできる仕掛けづ くり

考 えをつなげてい く

うと、様々な取 り組みを して「

生徒個人の学習への参加度で

今後 も:すべてめ生徒が楽 L″

に取 り組んでいきたい。

個体識 Ell 骨格模型

(男 2女 2)で 行 つてい る。 課題 認

顕微 鏡 一人一台
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第 9分'科会

会場      5年 2組  4階

助言者     神戸大学発達科学科助教授

伊藤  篤

発表者 ①   13:50～ 14:35
「豊かな心と学力を育み、

共に支え合い高め合 う生徒の育成」     ぜ

～学力向上と仲間づくりをめざした、生徒が

主体的に取 り組む小集団を活用 した学習指導～

米子市 日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校

教諭   大里  守

発表者 0   14:40～ 15:25
「生徒相互が学び合 う授業づくり」

～効果的な「協同学習Jの展開を通して～

八千代市立萱田中学校

教論   田村 重喜

世話人    練馬区立練馬第二小学校教論 石橋 明子
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1第 9分科会
豊かなJbと 学力を育み二共に支え合い高め合う生徒α》育成

～学方向上と仲間づくりをめざした、生徒が主体的に取り組む小集団を活用した学習指導へ
'

鳥取 米子市 日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校 大里 守

I 本校の概要

本校は、米子市 C)Fヨ 野川より東の地域 と西伯郡 日吉津村 との組合立の中学校である。東に秀 lle大

山、西に日野川、北に日本海 と、自然環境に恵まれた箕蚊屋平野のほぼ中央に位置 している。大部

分が農村地域であるが、専業農家は少なくな り、大規模店の進出や住宅団地の造成などが相次ぎ、

校区の環境 も変化 lノ てきている。生徒数は 17学級 537名 で、生徒の気質は純朴で、人なつこく

真面 目である。本校は、人権 。同和教育を教育 目標の基本にすえ、校訓の 「進んで学び 自己を創 ろ

う」のもと、個々の生徒一人一人を大切にし、人権を尊重する教育を進めている。

I 研究主題について         、ッ

1 研究主題  「豊かな心と学力を育み、
"共

に支え合い高め合 う生徒の育成 J

2 研究仮説 …… 生徒の意識や学力の実態を適切に把握 した上で、教科を中心に |ち らゆる教育活

動を通 して、人権意識を高めるとともに仲間づ くりを進め、 問題解決学習 と協

同学習の理論を取 り入れた学習を展開すれば、豊かな心 と学力を育み、支え合い

高め合 う生徒集団を育成することができる。

3 研究主題の意図

本校が考える「学力」 と|ま 、「各教科の 4～ 5観点に示 された力」であ り、「自ら学び、 自ら考

える力Jである。その多くは、生徒同士が学び合い、高め合 う学習課程において、よりよく身に

つ くもの と考える。例えば、表現力は伝 える相手を意識することで自分の考えや表現手段をより

明確にすることができ、思考力は他者の意見を聞 くことにより自分の考えをより探めることがで

きる。知識・理解においても、教師の説明を聞くだけの受け身的な学習よ りも、生徒個々が主体

的に取 り組む学習のほ うが定着度はより高いと考える。また、お互いの考えや発言を認め合 う「支

持的風土Jが学級になければ、意欲的に学習に取 り組むことは難 しい.そ こで、「学力向上Jと
「仲間づ くり」を関連させて取 り組むことで、生徒個々の 「学力」を伸ば していこうと考えた。

同時に、人権・同和教育で 目指す 「豊かな心・豊かな人間関係」も、実際の学習場面で育ててい

くことをね らって「いる。

Ⅲ 具体的な取り組み

仲間づ くりを中心 とした人権・同和教育 と一人一人の学力を向上させ る取 り組みを、互いに関連

させなが ら実践 していく。教科を中心 としたさまざまな場面において生徒同士の関わ り合いを意図

的にしくみ、思ぃを語 り合える仲間にしてい く。そ して、共に考えた り活動することで、学習意欲

を喚起するとともに学習内容の理解 を促す。つま り、授業で人間関係を育て、人間関係を育てるこ

とで学習も探まると考える。

1 生徒の人権意識を高め、差躍Jを見抜き許さない態度を育てる人権学習・部落問題学習の研究。

(1)部落問題などのさまざまな人権問題に関わる授業の開発・工夫改善・教科 との連携。

・ 1年 …… メ、との出会いやふれあい (養護学校 との交流学習 )

・ 2年 ……・体験的な学習 (同 和地区進出学習会 と関連づけた調べ学習 → 生徒の発表 )

・ 3年 ……・メ、権弁論の取 り組みを発展 させて → 問題点を明確にした話 し合い (デ ィベー ト)

(2)人権の基礎的な力を高める授業 (学活における参加体験型学習)の実施。

・ 自尊感情・ユ1ミ ュニケーシ ョン能力・非攻撃的 自己主張 など

(3)教師を含むメ、権を大切にした学校環境づ くり。
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2 お互いの人権を尊重し、共に支え含い高め含う仲間づ<り・学級づ<りの研究。

(1)班のねらいを明確にした班づくり:

(2)班活動 (係活動や清掃活動など)の充実。

(3)朝の会・終わ りの会の充実 ……Ⅲ仲間づくりのねらいを確認し、一日の活動 (生徒同士の関

わり合い)を評価し、次につなげていく。        '
゛

                             、

↓ごガ愁ユ覚υょ比じょズ誌観賢驚J興ガゝ ょ厖極ヱたし蟹曳扇歌菱鷺≧責島こ翼覧しJ艶虫晨発づ狭1専猥費蝉臥淀じ餞

(4)学級開きを、人権教育・仲間づ くりの観点で行 う。まずは全員が 自分の意見を語 り、メ、の意

見をしっか りと問くことができる雰囲気を作っていく。

(5)人権弁論で、自分の思いをきちんと語 り、人の思いを自分の思い として返 していく。

3 生徒が主体的に取り組み、他と関わり含blながら深めていく学習活動の研究。

(1)「 学習集団づ くり」の前提 となる学習規律 (各教科共通)の確立。

・「朝の読書」の実施 (年間を通 して全学年で)

・…… 自学 自習の基礎づ くり。落ち着いて人の話が聞ける習慣づ くり。

・教科を越 えた学習規律の意思統一。小集団による学習の進め方についても共通理解をす る。
。「学習のきま り」の全学級掲示 .

(2)基礎・基本の定着。…… ノー ト指導、 ドリル学習、補充学習、セ ミナー学習など。

(3)

。学ぶ意欲 (知 的好奇心や探究心 )、 表現力、思考力などを育成する。

・生徒が主体的に学習に取 り組むことで、学習内容 (知識・理解)の定着・を図る。

・生徒同土が関わ り合 うことにより、好ましい人間関係づ くりを進める。

*協 同学習 ・……意見交換 しながら考えを練 り上げた り共に活動す ることで学習を深める。

自分の学習が、他の人の学習に役立っている。

(4)題題農嬰増響れ凛群聟聾認ルV払頭期覗競漿友武貞二慶側憾諄養測降聾肇独J厳頭蹴崚襲撰肇昆L
・学習材の開発、課題設定の仕方、学習過程の工夫改善。

・単元の見通し (単元計画)、 自己評価表。

(5)指導と評価が一体化した学習指導の工夫改善。単元全体における指導と評価の計画。

《国語科における協同学習の取り組み》

①育てたい力    「互いに意見を述べ合 うことで自分の考えを深めるJ

②具体的な取り組み 。小集団による話し合い活動

・同じ課題を持つ生徒同士による小集団での課題追求学習

〈事例〉第 2学年 6単元『表現を味わおう』学習材 F走れメロスJ

l)学習の流れ

。作品作者についての紹介と通読…… 1時間 (一斉指導)

・本文を場面ごとに分け、登場人物の心情や主題について考える…… 2時間 (小集団の

学習)→全体を 7つの場面に分け第 1場面を全体で 1時間、残 りの 6つ の場面を各班

で 1時間かけて話し合 う。意見交換、教え合い、交換 した意見をまとめるなど。

・班での話し合いのまとめの発表・・・ 2時間 (学級全体での学習)

→班での話し合いの成果を学級全体に発表する。それに対 し聞いていた生徒は意見や

疑間点を発表するょ
。自分の感想をまとめ、授業を振 り返る。・・ 1時間 (個人の学習)

2)生徒の感想 (今 回の授業の形式について)

・班で話 lノ合いながら話の内容が徐々にみえてきた。
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・自分が思つていたことを覆されたとき、「会話つてすごいJと思 つた。

・みんな自分と違 う視点で物事を考えていて、色々な意見が出た。

・疑間に思つたことをみんなで話 し合い、解決できたことが印象に残つている。

・少人数での相談 しながらのまとめ |ま意見も出やす くてよかつた。班全体での発表 も一

人で発表するより言いやす くてよからた。

③成果 と課題

*IJIで 話 し合いをする前に個人での読み とりを行つた。そのため班になったとき自分の考え

を発表 しやすかった。 *各 班 ごとに担当す る場面が違 うため、自分たちの割 り当てられノた

場面の読み とりに責任持たなければな らない。そのため、密度の高い意見の交換、話 し合い

ができた。 *小 集団での話 し合いは協力 して円滑に進めることができるようになってきた。

しか し、それを学級全体の前で発表、さらに発表 した読み とりに対 して意見や疑間点を1挙:げ

るとい う点においては課題点が残されている。班での意見交換のように、自然に意見の1発:表

ができる授業づ くりを目指 していきたい。

《国語科における問題解決学習の取り組み》

①育てたい力    「見通 しを立てて、自ら進んで学習に取 り組む力」

②具体的な取 り組み  ・単元ごとに「学習の手引き」を作成 し、使用させる。

・生徒個々の初発の感想 (小説)や疑問点 (説明文)か ら学習をスター ト

させ、小集団を使いながら 課題解決を図るような学習展開を考える。

(事例)第 1学年 6単元『主題を考えよう』学習材 「カメレオン」

1)学習の手引きを作 り、生徒に 6単元の学習の流れを知 らせる

。「カメンオンJを読んで、初発の感想を書 く。………・……………・………。(1時間)

・ 感想を発表し合い、感想の中から、疑問点・問題点を取 り上げる。…… (1時間)

・ 課題や主題について考える。……………………………………………・……… (3時間)

・ 学習のまとめをして、学習後の感想を書 く.…………………………Ⅲ…… (1時間)

。「指示する言葉」について知 り、F「5題をする。…… ………・……Ⅲ…・………… (1時間)

・「漢字のしお り③」で画数の考え方を知 り、数えたり調べたりする。…… (1時間)

2)生徒個々の初発の感想より (課題 として取 り上げる必要のあるもの)

・会話文が多くて、誰が何を言つているのか分からない。

・言つていることがコロコロ変わって訳が分からない。

・話の中にカメレオンが出てこないのに題名がカメレオンと言 うのはなぜか分からない。

・難 しい言葉があって意味がよく分からない。

・犬を大切にするように作者は言つているように思つた。

3)課題解決に向けて、個人や小集団で考える。

・会話文について、誰が言うたものなのか、まず個人で考えて 「 」の上に名前を書 く。

次に全体で確認 し合 う。配役を決めて朗読をする。

・登場人物像を全体で考える。みんなの意見を参考にして感想文の中に自分 6ひ 考えを書|く 。

・主題について、まず個人で考える。次に小集団で意見を出し合い考えてまとめる。小集

団ごとの意見を出し合 う。全体でまとめる。

③成果と課題

*生徒に学習の手引きを示すことにより、単元ごとの学習の流れが分かつて、毎時間の授1勇室の

流れが不ムーズにいく。 *個 人の意見の問題意識の軽重が、小集団の中で意見交換 され′るう

ちに、考え違いや ピント外れな部分が削除された り、重要な内容について共に考えが深まった

りまとまった りして非常に良かつた。時間の無駄が省ける。 *小 集団の中での話 し合いの進

め方について、誰でもができるようになるにはまだ時間がかかる。 *小 集団でまとめられた

意見を発表するだけで、その後の意見交換が不十分で終わることがある。
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《国語科における 1

〔1〕 本時目標

〔2〕 指導過程

学習活動・学習内容 形態 ☆評価規準・方法・観点と、その支援→△→▽、0指導上の留意点

1.本時の学習のねらいを確

認する。

一斉 ○ 具体的な文章表現から筆者の説明の仕方を見つけ、

1 自分の表現の参考にすることを確認する。

ごよう !|筆者の文章を徹底解割 して、う

.本文前半部分を読んでt

おもしろい表現・参考にし

たい表現に線を引き、その

ように感じた理由や使われ

ている表現技法について書

き表す。 (ワ ークシー ト)

・個人で考え書く。

↓

・pJIで意見交換する。

↓

・ホフイ トボー ドを使う

て、全体で発表する。

.自 己評価 ヒ′、本時の学習

を振 り返る。

個人

班

一斉

個 人

〔言語〕次のような表現に注意して、筆者の絵の見;方

や説明の仕方をとらえることができる。(ワ ークシート)

→△ より多くの表現について着目し、その理由に.つ

いても詳しく書き表すよう支援する。

→▽ いくつか例を示し、似たような表現を見つ |ず
'る

よう支援する。

〔話す 。聞く〕ワークシー トに書いたことをもとに進

んで発言したり、人の意見をしつかりと聞き、考え_を

深めることができたか。 (観察)

→△ 自分が発言するばかりでなく、他:の 生徒の発言

を促し自分の考えを深めていくよう支援する。

→▽ 自分が書いたものをもとに、あるいは人の発言

を聞いて考えたことを発言するよう支援する。

○ 自己評価表の項 目に五段階で記入させ、本時の学習

のね らいが達成できたかどうか確認させる。

☆

☆

4 生徒の学習・生活や人間関係に関する意識、学力の実態を把握し、分析する。

① 裏僕裏援鰻数蟻議彗致套 ……・学習に関する実態調査 崎聟華誕動駒測蜘説套)を質問紙によ

って行い、研究のねらいが生徒に反映されているかどうか検証する。また、その結果を

生徒自身に知らせ、学級または班として、これからどう取 り組んでいくのか考えさせる。

② 学力に関する実態把握 ……・ CRT(新 観点llJ到 達度学力検査)の実施と分析。

③ 教科の枠を越えた評価・評定についての検討。   |

Ⅳ 成果と課題

仲間づくりを基盤に置くことで、学級の中で少しずつではあるが、支持的学習風土ができつつあ

る。たとえば間違った発言をしたとき、学級のみんなが笑 うような状況では、生徒一人一人が意欲

的主体的に学習に取り組むことは難 しい。しかし、自由で多様な発想が発言できる雰囲気があれ′ば、

生徒は課題解決に向け崚て進んで取 り組むことができる.ま た、そ うなるためには従来の一斉指導の

や り方では難しい。協同学習の考えを取 り入れた小集団学習により、生徒は主体的に学習したり、

より多くの生徒が進んで発言 したりすることができる。生徒の意識調査の結果でも)、
「勉強の内容

がよくわかるJ「 わからないことなどを先生や友達に聞きやすい」「自分の力で学習問題を解決 しよ

うとしている」などの項目において、一斉指導の授業よりも高い数値が出ている。小集団で学習す

ることは個人の役割や責任が明確になり、発言機会や出番も多くなるため、生徒一人一人が意欲を

持つて学習に取り1阻むとともに、わからないことを気軽に聞いたりすることで学習の理解度も上が

っていることが伺える。課題としては、教員自身の意識改革が難 しいこと。生徒が意欲的に1致 り組

むための課題や学習方法に工夫が必要であること。時間数の確保。学級づくりがうまくいかなかっ

た場合の授業の進め方。などが挙げられる。
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第9分科会 ②

1 研究課題の設定理由

本校のこれまでの研究の歩みを継承 しながら、

「学びに主体性を生 じさせるような支援をするこ

とにより、個の学びが自ずと進んでいくであろう」

と考えて研究の方向付けをした。そこで、学ボ姿

勢作 りの支援 とい うことで学習の過程を工夫する

研究に取 り組んだ。まず 「単元見通 し学習」によ

り、学びに見通 しを持たせ自主性を培わせるよう

にした。そして、学びの持続のために学習者相互

が刺激 し合 う「協同学習」の積極的展開を、「自

己評価Jを行わせることで達成感を味わわせ先の

課題を提え易いようにした。

2 研究の特色及び概要

学 校 の 紹 介

本校は千葉県八千代市にあり、近年開通した東

葉高速鉄道 (東西線の延長線)の人千代中央駅近

くに位置 し都心までも約 1時間とい う地の利があ

り人口増の傾向にある。開校は平成 4年で、市内

では最も新 しい中学校であり生徒数も増加 してい

る。校合は教室 と廊下の間に壁のないオープンス

タールの形であり、隣の教室の活動の様子がそれ

となく伝わつてくる。それは励みになることもあ

り競争意識につながることもある。保護者の教育

に対する関心も高く、授業参観をはじめ学校の諸

行事への出席率も高い。

(1)研 究の特色

「確かな学力Jを培 うにあた り、「学習意欲」

の向止が最大のポイン トであるととらえ、学びの

姿勢に視点をあてることにした。学びの過程で引

き起こされる諸課題に共:通に含まれるものがある

のではないのか探ってみた。

子どもは学びの中で、さまざまな課題 と直面し

ていく。教師から与えられた課題、教材 との取 り

生徒相互が学 びあ う授 業づ くり

争′効果的な「協同学習Jの展開を通 して ―

千葉 人千代市立萱田中学校  田村 重喜

組みの中で自ら発見し設定した課題、授業中C)友

達との意見交換の中で新たに気づいて構成した課

題などである。そのように遭過 した課題をいかに

処理 していくかが、その後の学習モチベーション

を大きく左右すると思われる。 ところが、以下の

ような状態にあるのである。

① 子どものまなざしが以前にも増 ヒ′て「学ぶ

過程」を無視 し、友達との応答でもコミ,ュ ニケー

トせず、ただひたすら「学びの結果 J、
「正答や正

解」の判定に注がれている。

② 子どもの学びが、時間的に短く関係的に狭

く、内容的に軽くなり、他に応用する力、自己に

保有する力を伴 う中身を所持できにくくなつてい

る。

③ 学びの進行過程が個人的で孤立的なものに

なり、他者や集団との必要のない自己完結的なも

のになつている。

このような実態は、学習者一人一人の存在自体

が相互に働きあうかけがえのない “学習環境"と

なるはずのものから大きくかけ離れているといつ

てよい。

このような状況を打開するにはどうす)れ ばよい

か。本校の研究の取り組みを振 り返 りながら、背

景や土壌について探つてみた。

本校では開校リム来、学習過程や学習環境などの

研究を通 じ、一人一人の生徒を学習の主体者 とし

てとらえ、生徒個人を大切にする教科経営のあり

方を追求してきた。「個に応 じた教育の推進」は、

本校の教育の重要課題の一つといえる。本校の研

究、実践としては「オープンスペース環i究を生か

す学習形態の工夫」があ|ず られるが、決 してその

ような「施設・環境」からの要求に留まるもので

はない。「子 どもたちに生き生きと学習 してほ lノ
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い」「一人一人の生徒が、それぞれに自分の力を

発揮 し、大きく育ってほしいJと い う教師の思い、

保護者の強い願いを背景にして出発 している。

授業以外の場面でも、「一一人一人が尊重され」「そ

れぞれがそれぞれの方法でJ学び合い高め合つて

個性を生かす教育を追求 している。そして、平成

15,16年 度の 「学力向上フロンティアスター

ル」の文部科学省指定を受けたことを機に、改め

て研究の方向を探ることになり教科の学習におい

て授業過程の研究 「指導の個別化」。「学習の個

J性化」を目指 していくことになった。「確かな学

力」を培 うべく、「自主的 。主体的な学習姿勢作

りヽJを 目標に、3つの研ダこの柱を立てたのである。

これは、学習の主体である生徒が、力強く学習を

遂行できるように支援するものである。「学習す

ること」は生徒にとってみれば一大プロジェク ト

であり、その工夫改善はいわば大きな挑戦である。

「確かな学力」を定着 させるためには、生徒が自

主的・主体的に学習を進めるようにすることが大

切であり、そのために,は 、計画 (Plan)か ら、間

題解決 (DO)の段階、成就 (Check)の 全過程に

互る一体的な支援活動をすることが必要 と考え

た。Pl袖 を支援するものとして 「単元見通 し学

習」を、Doを支援するものとして 「協同学習」

を、Checkを支援するものとして「自己評価活動」

をとりあげて研究することにしたのである。学び

の過程を立体的にとらえ.て 3つの視点から支援 し

ていくことにしたのである。

① と②は耳慣れないテーマであるが、③は多く

の場面で積極的に求められているものである。

以下、 3つの柱立て L/た ものについて少 し説明

を加えたい。
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①  「単元見通し学習」の展開

②  「協同学習」   の積極的展開

③  「自己評価活動J の工夫・展開

確
か
な
学
力
単

九

見
通
じ
学

As f i clrr

』麹轟

(1)「単元見通 し学習」の展開

「単元見通 し学習」とは、中東大学教:疑・杉江

修治先生がご研究し奨励 されている方法であ Z3。

学習の仕方を機械的学習と有i獣 味学習とに分けた

とき、その有意味学習促進の一方法ということが

できる。学習に先立ち、その学習内容を包括的に

記述 した先行オーガナイザーを学習者に与え43と

いう、新 しい学習内容 と学習者がすでに持つてい

る理解の枠組みとを橋渡 しする方法である。学習

者の取 り組み姿勢を根底の部分から揺さぶろうと

するものである。課題の把握をいかに主体的に行

わせるかとい う点で、「単元見通 し学習」は学習

をより大きな視点からとらえさせ、 1時間 1時間

の学習課題を他の課題 との連関の中でより構造的

にとらえ有機的な関わりをもたせ られるようにな

ると考えた。つまり、単元の学習に見通 L′ を持 tう 、

課題・内容・手段等を理解 し、個人差に応 じたき

め細かい支援をすれば、生徒は主体的・意欲的に

授業に参加するだろう。 とい う仮説を立てたので

ある。それは、言い換えれば「学びの全体図」一

見取 り図を与えることになる。

(2)「協同学習」の積極的展開

最近では、集団学習を、「社会的構成主義」の

立場から見直す動きも見られる。それは人間どう

しのネットワークの中でコミュニケーション (社

会的相互作用)を介 して協力し、問題を解決 した

りさまざまな「社会的構成」を図つていくことを



めざすものである。社会的構成主義はヴィゴツキ

ーが重視 しているもので、人間の知識は、環境と

子どもの相互作用により構成されるが、その環境

には、仲間や教師などの媒介者や文化的、シンボ

リックな道具、心理学的道具などの媒介物が介在

する環境も含まれることを強調する。この社会的

構成主義はそれまで主流であつた 「学習活動は個

人により構成されるものJと する考え方に代わつ

て 「学習活動は集団によつて構成されるもの」と

する考え方を支持する理論的基盤 となっ九。生徒

による仲間教授法によって教えられるflllと 同じく

教える側も学力が向上するのは、学習者が内容を

認知的に再構造化あるいは精緻化 しなければなら

ないからであり、その精:餃化の最も効果的な方法

の一つは、内容を他の人に説明することだと考え

られている。「協同学習
`」

は、「他者 との対話」

によつて関心・意欲や1己考・表現力などの育成に

対 してより有効にはたらくと考えた。学習の過程

において仲間と協同して学習すれば、生徒はお互

いに助け合い、役に立って「いるとい う実感を持ち、

自信を持つて学習するだろうと考えた。

(3)「 自己評価Jの Il夫展開

「自己評価Jと い う営みは、人間がより望ましい

ものを追究する上で課題を明確にし、改善策を探

っていくために無くてはならないものと言える。

それは、まず 「自分の中に自分を評価する基準を

持つ」ことによつてはじめて可能になる。そのよ

うな評価について工夫を行えば、生徒の良さを多

面的に見いだすことができ、教師も評価をフィー

ドバック情報 として授業の修正・改善に生かし個

性化教育の推進につな|ず られる。評価はともする

と成績評価のみに陥 り、評価情報がもたらす 「学

習と評価の一本化」が比較的行われていないと思

われる。個性化教育を推進する上で評価の工夫を

重視する理由は、いかにフィー ドバック情報を授

業の修整・改善に生かしていくかとい うことにあ

る。子どもの個性を問題にするときに、それを学

習方法と関連づけて考えることが大切なことであ

る。平均的に考えて学習者全体に最良と思われる

学習指導方法も、ある学習者にとつてみれば最適

ではないとい うことがある。まさに学習指導法に

関する研究と個性を理解する研究が統合 されて生

徒一人一人に適 した学習指導法を探求していかね

ばならないのである。つまり、生徒の学習活動に

直接関係のある認知型や学習C)ス タイル′
4F明 らか

にして、そうした個性や質的個人差に適合する学

習指導方法を考察 していく必要がある。

子どもたちの適正に関する評価情報と学習方法 1≧

は相補われるべき関係にあると考えられノ15。 本校

では、「自己評価カー ド」を積極的に活∫目するこ

とを通 してその達成に努めている。

3 研究の成果と今後の課題

「単元見通 し学習Jでは、「大きな流れをつか

むことで、自分が今何をやつているのかを理解す

ることができるようになつた」、「単元iJD流却ノを

確認 してカー ドの中にそれが表れ るようになつ

たJと いつた肯定的な意見が見られた。 F協 同学

習」では、「協同学習を行 うことで、視点が広が

った り理解が深まる姿が見 られた」、「仲間同士

で教え合 う雰囲気を作ることが出来た」、「お互

いに見合 うことで、技能のポイン トを押さえ、効

果的に技能を高めることができた」といつた肯定

的な意見 カミ見られた。「自己評価」を通 しては、

「～を頑張つた」、「
～ができるように :な|つ た」、

「～がわかつた」とい う率直な言葉で感想欄にi記

入する生徒がほとんで、授業改1善にもつながつた。



学習委員会が中心になって行つた「学習キャン

ペーンJの 中から出てきた生徒の生の声を並べて

みたい。

(D 他の行動頑張りを応援して励ましている。

1 英語の班の発表で、ある班のM君をみんなで「頑

張りなよ !」 と励ました。

2 英語の時間、発表した後に拍手する人が多かつた。

3Aさん、K君、0さん、Kさんがパーフェクトノー

ト、ワークをやるとこまで終わつていてすごかったと思う。

4 英語の発表でつまずいたときに、「ガンバレ」

と言つていた

5 体育のときに励ましながらアレ河 スしてい亀

6 デー プ内の話し合いで、他の人を褒めた。

(動 学習作業をグループ全体で行う (共 同化 )

ことによって活動を活性化する。

7 国語のとき、答えを数人で導き出した。

8 体育の時間、アドバイスをしあつていた。

9 数学のときにみんなで教えあうたりして協力で

きていた。

10 国語のときに班で助け合つて取り組んでいたと

ころが多かった。

H 家庭科の    を協力していた。

12 総体でみんな協力して演技をしていた

13 授業中先生によく質問をしている。

14 Yさんたちが、みスノなに振り付けを教えていた

(3 学習作業が うま くいっていない者に対 し

て支援の手を差 しのべる。

15 Kさんが困つていた私の班を助けてくれた

16 国語の時間に、うまく計画が立てられない人

にア ドバイスした。

17 体育でうまくできない人ととことん付き合つ

てくれた。

18 技術であまり作業が進んでいない人の手伝い

などをした。

19 美術の時、忘れた人に積極的に貸していた。

20 前に出て解ききれな力め た問題を手伝つてあ

げていた。

21 体育でボールを早く渡してルヽた。

(⇒ 自主的な “協同作業"を求めたことで活:気

づいた授業

22 自分たちだけでやつたので訳が合っているかや

発音が合っているかどうかが不安だつた。でも自分たち

で調べたりしたのでいつものより少しは覚えることが

増えた気もする。ジャンケンで発表を決めていたので

いつ自分にあたるかスリルがあってよかった.。

23 前のやりかたよりも文章をたくさん読むことが

できて速く文を覚えたり、語句を覚えることができた

のでいまのやり方の方がクラスがとても盛り上がるし、

とてもよく勉強できるのでとてもやりやすいと思いま

した。これまでの方法は、文の意味を分からないまま

読んでいたけれど、今は最初に訳をしっかりしてから

読んでいるので読んでいてとても1実感が湧くのでよて

もよかつたです。

24 今までとは違った授業のやり方だったけど、班

で協力して教科書を読んだりしたことで分からない単

語とかを教えてもらつたりできた。積極的な人も多く

てすごく楽しかった。

日常の授業において学習へ取 り組む生徒の姿か

ら地道に効果的な協同の姿を探 り続けることこメむ

本研究への基礎的な取 り組みになると思、われる。

“仲間全員が伸びる"こ とがそのまま一人一人.の

成 長 の 高 ま りにつ な が る の で あ る とい う

“協同学習"の特質をさらに引き出していきたい。

一方、課題 として「協同学習」では、「『指導』

から『学びヽ』への転換を合い言葉に研修 してきた

が、教師自身が『協同学習』の何たるかを掴みき

れていなかったと言える」、「協同学習を成功させ

るためには、学級の人間関係が大きく関わってい

るので、これからも日々『学習する集団作 り』を

大切にしていかねばならない」といった声が出た。。

互いの学習を見合い、感 じることによつて学習の

「見立て直 し」を進めたい。

3つの柱を立て、協同学習を重点化 しながら)研

究を進めているが、日々変わりゆく生徒の実態を

正確に捉えながら教師の関わり方を敏感に探つて

いかねばならないと思つている。
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第 10分科会

会場      算数教室  4階

助言者     元中京短期大学教授

小島 幸彦

発表者 0  13150～ 14:35
「子 どもたち一人ひ とりの確かな学力向上・定着」

～学び合い学習を通して～

野田市立南部申学校

教論   益子  泉

発表者 0   14:40～ 15:25
「地域人材を活かした学び合い授業の進め方」

～TTの新 しい可能性～

東村山市立東村山第四中学校

教識   本暮 高志

東京協同学習研究会事務局長

望月和三郎

世話人    練馬区立南が丘小学校教論  原沢 伸一
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第 lo分科会 ①
子 どもたち一人ひ とりの確かな学力の向上・定着

～学び合い学習を通 して～

千葉 野田市立南部中学校 益子 泉

1.は じめに

中学校にとって学力向上 とは何をすることによって向上するのか、それは担任の教師だ

けがやれば良いのか、一つの教科だけで行なえば良いのか、と様々な疑間が湧き出てくる。

申学校にとって学力向上 とは、まずは生徒個人が入 りたい高校に入れる力をつけてやる

ことの一言に尽きる。何 といつても公立中学校にとって進路選択がある限 り、そ して高校

入試 とい う目先のことでなく生涯学習 とい うより豊かで人間 らしく生きるためにも)必要

なことである。学力が不必要な人はいない。

世間一般的にも算数・数学はできる 。できないがはっきりしてお り点数化 し易い面があ

る。だから、算数・数学が槍玉に挙げられることが多い。中学校において学力向上を求め

られるのは数学だけでなく全教科で求められることである。つま り、高校に受かるだけの

力は備えなければならないとい うことである。例えば、どうして国語での学力向上となら

ないのか。

等々疑間が多 く湧き出てくるものであった。その疑間に誰が対応するのかとい うこと、

それは最終的には一人ひ とりが考え各個人でその疑問点を解決 していくしかないとない

と考える。それは、誰かが言つたとい うことでなく、責任を他者に預けるのでなく教師一

人ひ とりが自分 自身
い
てF問題を解決 していくことが今求められている。また、そ うい う過程

を経 ることが一番教師自身を成長 させることであることと考える。 (そ のことを行な うこ

とによつて教師自身が内省 し、今までどのような人達がこのような問題に係わ り解決:し て

きたのかとい う問題意識を持ち、研修することに、教師自身に自己研鑽になるものである。

また、そ うい う意味でも先達の考えや手法、先進校視察を取 り入れる必要がある。)

このことから中学校での学力向上は単に一つの教科だけでなく、全教科で行なわないと

生徒一人ひ とりの学力向上はないとい うことである。同時に全教師が取 り組まないとその

学校全体の学力向上につながらない とい う事である。

2。 本校の現状

生徒の現状 として、学習面では受身であること。また、同時に分かることでも自分は自

分 とい う考えを持つている生徒が多 くなったこと。生徒同士の人間関係の希薄 さからお互

いに、学び合 うこととか教えあ うとい う意識がだんだんと薄れてきている。最近は、教師

ひ とりと生徒一人の会話だけで、一つの会話が多くの生徒 と共有することが少なくなって

きている。そ うい う点からも学習に関する興味関心が薄れて来ている。

同時に教師側の問題 として、教師自身が孤立 してきていること。隣の教師と(つ 会話 もない

ような状況のコミュニケーション能力に欠けこと。教授法的にも分か りやすい授業をモ ッ

トー とするのでなく教師側の一方的な授業になっていることがある。

学級経営 として経営が うまくいかない面、孤立 しがちな生徒の増加や、特殊な事情を持

つ生徒の増加がある。係 り活動や話 し合い活動は目的やその仕事が持つ重要性等に気づか
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ずに、話 し合い活動の大切 さを感 じずに一方的に決めてしま う担任もいる。生徒の自主的

な活動 と自治活動そ して教師 との信頼関係 とい う点で教科や学級経営 とい う面では、生徒

か らの信頼を勝ち得ていない。 (本校の諸活動や実績面からでは、部活動での生徒σD活動

と顧間との信頼関係はほとんどが良好 と考えられる。逆に、この部活動 と教科・学級経営

の面での信頼の差が大きいと考える。)

本校では、平成 13年度から数学の 1つ の教科だけで少人数制を導入 している。 (こ の

時点では 1年生のみで、 2ク ラスを 3グループ。学力的には均等にした。 203年 は 1ク

ラス 1グループで 1人の教師で実施。)

平成 14年度は平成 13年度 と同じように実施。

平成 15年度は、 102年 生で少人数制を実施。 (1ク ラスを 2グループに人数も学力

的にも均等害Jり で実施。 3年は 1ク ラス 1グループで 1人の教師で実施。)

平成 16年度は 1・ 2年生で習熟度別少人数制を実施。 (1ク ラスを 2グループに人数

は 25・ 6人 と 1203人程度になるように。 3年は 1ク ラス 1グループで 1人の教師で実

施。)          、

平成 17年度は全学年で習熟度別少人数制を実施。

本校の数学での習熟度別少人数制の生徒の振 り分け方について

① l年生は入学後、数学の最初の授業の中で振 り分け用のテス トを実施 ヒ/、 その点数に

より1ク ラス 40人学級の人数を上位 30人、下位 10人程度になるように機械的に振

り分ける。次に、人間関係を考慮 し成績に関係なく2～ 3人の生徒を入れ替える。ひと

つの章が終わるごとに確認テス トを実施 し、その点数によってまた、2～ 3人の生徒の

入れ替えを実施する。当然生徒の希望を確認 し成績が悪 くても、上位 クラスに在籍 した

い生徒に関 してはその意思を尊重 している。逆に下位 クラスでも成績が学年で上位にな

る生徒がいるが下位 クラスに在籍 し続ける意思が強い場合は下位 クラスのままに して

いる。このように単元ごとの確認テス トを 3回 ぐらい行 うとほぼ生徒の方も自分はこの

クラスのほ うが良いと意識 し始め 11月 あた りか らグループ間の生徒の移動が無 くな

った。 (移動 してC)メ リッ トがないとい う点に生徒が気づき始めたことが大きい。)

②現 3年生に関して

・ 1年次………単に 1学級を人数 も学力的なものも均等に 2分割 していた。教師の配置 と

しては、生徒指導的に問題のある生徒が多い方にベテランの教師を配置 lノ ていた0

・2年次……学級編成があり、学級を二つのグループに分けた少人数制を実施 している。

人数は単に二等分するのではなく、下位グループの人数が少なくなるようにした。人数

的には 25人 (上位 グループ)と 12・ 3人 (下位 グループ)に配分 している。また、

教師側の配置 と lノ ては、下位 グループに教科免許に係わらずベテラン教員を配置。 (生

徒指導上問題点を抱えている生徒が多いため)

生徒の三分の仕方は、 1年次の 2・ 3月 に実施 した期末テス トと実カテス トの 2つを

基本 として上位 グループと下位 グループに三分 した。生徒指導的に問題のある生徒がは

つき りしてきたた Iめ に生徒指導がきちん とできる教員を下位 グループに配置 しなけれ

ばいけない状況になっていた。最初の振 り分け後、単元ごとに確認テス トを実施。その

度に、 2～ 3人⊂)生徒の入れ換えを実施。ほとんどが生徒の希望によるt)の である。生
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徒指導上問題のない生徒でグループを移動した方がいい生徒に関しては教師4則 から移

動を促したが、ほとんどの生徒は移動を希望しなかつた状況がある。年度当初から3章

ぐらいまで (関数)にはほとんど現在の生徒の分 iす 方と同じようなグループの状況に国

まつた。 2年次に関しては単元の確認テスト|ま年間を通して 6回実施。

・ 3年次………3年次での学級編成は無い02年次と同じグループ編成でスタ~卜 。第 1

回の定期テスト (5月 下旬実施)後 t手 1名 だけの入れ換えあり。 (学年 7学級 141ダル

ープの中では3名 ほどの入れ換えあり)こ れは本人からの申し出であり、実力的にもダ

ループを移動した方が良い環境のため了承したoそれ以降は現在まで 3年次になFてか

らはグループ間での移動は一人もいない。 (生徒指導的に問題のある生徒から移動の希

望があつたが、これに関しては許可をしていない。それは、下位グループにある程度の

ベテランの教師を配置している関係上から。)

③現 2年生に関して

・4月 での学級編成あり。現在までに定期テスト (中間 0期末)を 2回実施。そのなか

で点数的に満足し、生徒指導的にグループを移動して問題のない生徒だけグループ間の

移動を許可している01年次より能力〕l少人数制を実施。(1学級を2グループに編成。

人数は 2506人 と 12・ 3人程度となるように。途中での入れ換えは、現段階での方法

と同じ。)

3.始めに行なつたこと

学び合いをするための座席の工夫について、

どの場面で、「学び合い」学習をさせるのか。

最初に目標としたことはヽ

一般的には列で行 うことが多い。

①座席の配置の工夫。

②生徒同士の教え、合い学習や話し合いの充実を図る。

③班や小グル∵プを活用して生徒同士の相互評価やア

ドバィスを効果的に摯1用する。

④教師の指導法・学習課題の工夫、実践。
 改善、西己置

⑤教育効果をあげる少人数の分け方の工夫・i

^  、″ rrt‐ 団ヽ ス

⑥副教本「マイステツプ」の活用を図る。

⑦効果的なTTの活用と配置。

③地域の人材活用 (地域大学との連携を含む)の工夫。

⑨校内研修 (3月 ・9月 ・11月 012月 。1月 )

⑩教科部会の実施 (毎月1回実施)

①授業公開の実施 (授業参観の実施、校内研修 3回の実施)

⑫四校合同研修会の実施 (四校合同授業研修・講演会の実施)

⑬生徒の実態把握のためのアンケ~卜 と基礎学力の調査

以上のことを確認ヽヒ/授業の中で実践するということである。

実際にすめて1週間の中で、1回でもし`いから、学び合いをさせること。1時間の最後

に「今日何を学習したのかお互いにいい合いなさい。」とかヽ少しでも生徒同士でコミユ
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ニケーションを取れるように仕向けること:仕向けたのはいいが、今度はおし■べりが多

くなつたこと。こθD対処をどうするかが課題である。

①机の配置等

A)12・ 3人程度の人数であれば教師を中心とする 1列 (扇形)の状態で授業を行う。
この目的は、生徒同士の教えあい学習をさせるためである。特に下位の生徒同士では、

教えあいどころか教師と生徒の1対 1の関係になりやすくひとつの質問に対して同じ

ことを教師は生徒一人ひとりとやり取りをしなければならない状況に陥ることを防

ぐものである。

B)25・ 6人のグループに対しては、普段は黒板 (教師)を 中心とする一メ、ひとりの個々

の机での一列の状態で良いが、作業や計算練習というときにはできるだけ小グループ

を作り教え合い学習を行わせる。

②教えあい学習の奨め

L ムな重又甘視TIマ∬Z理毬亀考i34√貢了Υ蟄1卜
婢科においても、こ

4. おわ りに

この学力向上推進事業に他教科の先生たちの中に興味を持っている先生もいる。それは、

教科 とい うこともそ うであるが、学級経営の中で悩んでいる面がある。それは、生徒同士

の繋が りが希薄であるとい うことを感 じていることだと思 う。同時に、生徒の同士の関係

をどの様にした ら強くさせることができるのかとい う興味を持つている。

本校は、本年度数学 とい う一つの教科だけで実施 しているが、今まで取 り組んできた学

校に見 られるように、全教科・全領域で実施することが望ま しいことである。ただ、中学

校の陥 りやすいこととして、研究に走 りがちになって しま う教師、逆に全 く参加 しない教

師この差を如何に無 くすかとい うことも大切であると考える。

課題 として、来年度への組織作 りの再編成 と研究の進め方をどの方向にし/て いくσ)か と

し い
こ[鷲≧1票1｀言非可∬荘  で

ある。成果 として t)何かがあるわけでもありません。ま

た、これだけは十分に実施 したとい うことがあるわけで

もありません。

無理をせずに一人ひ とりの教師が続けることができ

るもの。そ して、毎時間でもなくてもいいから生徒にも

負担にな らないよ うに実行 させ るものを継続 し実行 し

て行きたいと考えます。また、この学力向上推進事業を

一つの契機 として教師の教授法や教師同士の繋が りが太 くなること。そ して生徒同士の繋

が りを太 くすること1。 ま してや、生徒 と教師の信頼関係 を太 くすることが一番大切 と感 じ

てくれる教自市を如何に多くしていくかとい うことだと感 じます。
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第10分科会 9
地域人材 を活か し亀学 ぴ含 い授業の進 め方

～～人材を活かした TT授業の新 しい可能性～～

東村山市立東村山第四中学校 教諭 本暮 高志

地域 望月和二郎

1.主題設定の理由

現任校の市立東村山第四中学校では、「地域ネットワークにおける学校の役割と機能をどう高める

かJと い うテーマのもとに、研究を行っている。この研究のもつとも大きな内容 として、授業への地

域人材の導入が積極的に進められている。数学科においても地域人材を活かした TT授業を実施 して

きた。幸いに、地域内に元教員で協同学習に造譜の深い望月先生に参画して頂いて授業の研究を進め

ることができた。

私は本年度新規採用で初めて教壇に立ち、数学の授業でいろいろな悩みを持つようになった。例え

ば、授業にとても意欲的に参加 してくれる生徒がいる反面、最初から関心意欲をなく L´ ている生徒が

少なからずいることで、自分自身の力不足を強く感 じるようになった。一方で、他の先輩教師に聞い   事ヽ′

ても、そのような生徒がいることは仕方がないという面もある。このことのジレンマが続いていた。

脅のような折に、地域に協同学習に造詣の深い先生が住まわれているとの紹介を受けて、協同学習

についての指導を頂くと同時に、授業にも参画していただき、ともにより良い学び合いの授業にく)い

て共同研究を進めるこ |と とした。

2.研究の観点

「教育の基盤 lま信頼に支えられた人間関係にありJと の観点で、「どうしたら数学の授業が楽 Lノ く

なり、彼らが授業へ積極的に参加するようになるだろうか」の願いのもと、以下のねらいを設定した。

① 授業への参加と、お互いの人間関係を高めるにはどうしたらよいか

② 生徒の自発的学習態度を促進するには、どのような学習形態が望ましいか

③ 単元単位の学習予定を作成し、事前に生徒に配布し、その単元に関わると考えられる既習事

項の見直し、これから学習する内容について理解できる所、理解できない所を知る作業4r課

す。

その様子を保護者も見る事で、学習の進度を知るようにする。

3.研究方法

① l年生数学の授業におけるTT授業形態をとる

② 参加教師       i
l年担当 本暮高志 (第 1学年所属)

地域   望月和二郎

東村山市在住 元中学校校長 数学

全国協同学習研究会常任委員、東京都協同学習研究会事務局撰:

③ 授業形態

1年 2組は T'「 形式をとり、その他の学級は本暮のみによる協同学習の形態をとっている。    .

④ 連携の様子     1                                   
‐
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・ 授業の打ち合わせは授業前後およびメールでの連絡により行つている。

・ 内容 としては次の授業の指導計画を本暮が作成し、それについて望月先生からのア
｀
ドバ

イスを頂く。毎授業で課題を作成 し (別掲)、 生徒に課すが、その内容も含む。

・ 当初、協同学習のスタイルを望月先生が示してくれて、その後本暮がそσ)ス タイルを取

り入れて授業を進めるとい う形をとってきた。

・ 毎時間生徒69自 己評価を実施し、望月先生が集計して木暮に結果を返すことにしている。

4.数学授業の取組

①の視点について

授業への参加 と、お互いの人間関係を高めるにはどうしたらよいか

参加を促す方法として教え合い学習を取 り入れた

～教え合い学習の基本的な流れ～

―″   1)課 題を示 し、個人作業の指示

2)基本的には生活班を使つた話し合い

3)班内での役害1分担は以下のとお り

司会 記録 発表
。
      4)大 判の画用紙等に話し合いの結果を書いて、黒板に貼る

、      5)時 には、発表担当者による発表 ということもある。

6)生徒の自己評価 (別掲 )

その日の授業について 7項目の観点を設け、5段階の評定を生徒自身が記ス、する。

時間内に終わらないときには、昼休みを使つたりして書かせている。

～授業者の関わり～

・課題について

授業の始めに基:礎 FFE題 (5間程度)

前時の復習などが主になる

隣同士答案を交換しての相互採点

授業者の観察と適切なア ドバイス

・授業途中に新 lノい内容についての課題 (問題作 り等も含む)

個人作業 班作業

司会の生徒が中心となって、分わからないところやそれぞれの考えを発表する

授業者の観察と適切なア ドバイス

Tl、 T2と も同じ動きをする

このときに授1業 についての微調整を行 う

。発表について

分からないところを書いて張り出す。

グラフがどうなるか予想 して書き出し、張り出す:

Ⅲ         ～
～

この作1業のための指導～～

班作業についてはこの TT授業の最初の段階で望月先生より盤徒たちへの指導が行われた。

・発表を受けて、Tlが生徒たちの考えについて解説を加える。
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1年 2組 数学自己評価表

感想欄
どんなことでもいいです
簡単に書いてください

授業が終わって、自分が特に注意したい内容予習してわからなかった内容

2変 数と変域

変数、変域、≧、≦

3比 例

定数ヽ比例定数

比瞬のグラフ(1)

7比 例のグラフ(2)

比倒の式とグラフ

1 反比例と式

反比例 。比倒定数

2反 比例とグラフ(1)

1 比例と反比
「

llの 利用

比例と反比例 学習予定表(13時間)
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5 成果と課題

平成 17年 10月 から、表題の「地域人材を生かした学びあい学習のあり方」についマr望月先生の指

導を受けながら研究してきた。

校務の合間に望月先生との打ち合わせを重ねながらTT授業による協同学習の研究を行つてきた。

この手法は私にとつて新鮮に映るものだった。授業に子 どもの自発的な話 し合いを取 り入れ、生徒の

意欲や関心を高めようとの指導方法はより生徒の気持ちに添つた効果の大きい指導方法と考える。

ただ、この指導方法を取 り入れて、自分自身が生徒への働きかけでとまどうこともあり、場に応じ

た適切な対応ができないために、うまく生徒の協働作業や学び合い場面を作 り出すことができなかっ

た。自分自身のよりいつそ うの研修が必要であると痛感 している。

本研究を通して、成果と課題を以下のようにまとめた。

① 成果

―。  ・これまで私自身が一斉授業を中心に行つてきたが、数学の授業でも、班学習や教え合い学習C)方法

が効果的であることが分かつた。

・教え合いを活発にするための生徒や集団へのよりよい関わりについて望月先生の指導から参考にさ

せていただくことが多くあった。

② 課題

・生徒の関心や意欲をまだ十分に引き出すことできていない。

・指導力不足のために協1同学習における効果的な働きかけが十分にできていない。

・協同学習の手法について生徒の側にもとまどいがあり、生徒が授業に意欲的になれず期待 した授業

成果が得られていない。

・望月先生との打ち合わせ時間が不十分で、TT授業での両者の役割分担が十分にできない。

本授業はまだ始まったばかりであり、課題にも述べたように授業者及び生徒にもとまどいがと》る。

そのためにTT授業の成果は十分にあがつているとは言い難い。毎 日の授業の中で課題点を明確にし

てそして修正を加える、この地道な作業の必要性を痛感 している。

<TT授 業に参画して>

学力の低下がいわれ、いかにして生徒 自身が学力を身に付けることができるようになるか、試行錯

誤の連続であつた。教え合い高め合 うこの手法は生徒の自発的学習の意慾を高めるのに有効であると

感 じた。しかし、この方法がすべてではない。生徒をよく知る教師が先の見通 しを持ちながら、自己の

教科にとどまることなく、他教科からの情報をないまぜてさまざまな試みをする事によつて、自らの

方法を創 り上げていく努力が生徒たちのやる気を奮い立たせるものと信 じている。

本校のように全校挙 lザ
'て、保護者・地域に学校や教師の顔がよく見えるようにする。それには、生徒

たちが今何を学習しているのかを保護者に知 らせる必要がある。なぜなら学校生活は未来に向けての

人間関係づくりの能力や社会性を身に付ける場であるからである。

そして、保護者を始め1地域の方々の忌憚のない意見を受け止め実践する。そこで得た資料をあらゆ

る機会を通して提供する事が大事で、地域人とのTT授業がその一翼を担っているように思える。
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演講

会場

時間

講師

体育館

15:35～ 16:15

演題

サンツ中村橋商店街振興組合理事長

川口 利夫 先生

「結いの文化」

中村橋阿波踊 りでにぎわう中村橋駅前の商店街の理事長。心身障害者

にも優しい街づくりの中心となって活躍されている。

その他 社団法人 練馬東法人会会長、

社団法人 東京法人会連合会理事、

東京商工会議所練馬支部副会長、

東京都商店街連合会常任理事、

社団法人 全日本紳士服開発協会顧間、

練馬区国際交流協会理事

歩いて暮らせる地域間において、普段からお互いの暮ら̀し を大切にす

るネットワークづくりを考えていく。そして実行していくのが「結いの

文化Jである。

商店で働く人とその地域に住む人とのコミュニケーション・協力関係

を築いていくことが街づくりでは大切なことである。そのためには、地

域で生活するすべての人を大切にするという目標に向かつて、ひとりひ

とりが自:分ができることを実行し、互いに協力していくことである。自

分だけが利便を享受することは許されない。一人一人が責任を置|われて

いくことになる。

すると「結いの文化Jは、協同学習、協同教育そのものであるかもし

れない。
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講演の概要



メ モ
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